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第 1章 教育行政機関

教
育
委
員

田
上

静

教
育
委
員

外
山

一
枝

教
育
委
員

二

見

源

吾

教
育
委
員
長

松

山

績

最
初
の
公
選
に
よ
る
教
育
委
員
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

そ
の
地
域
の
実
情
に
即
し
た
教
育
行
政
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

昭
和
二
十
七
年
六
月

二
十
一
日
、
制
度
の

一
部
改
正
を
経
て
、

同
年
十

一
月

一
日
、
市
町
村
教
育
委
員
会
が
発
足
し
た
。

昭
和
二
十
七
年
十
月
五
日
、
最
初
の
教
育
委
員
選
挙
が
行
わ
れ
、

市
町
村
の
公
選
に
よ
る
五
人
の
委
員
が
選
出
さ
れ
、
昭
和
―
―
十
八

年
四
月
、
新
た
に
教
育
長
を
任
命
し
て
、
溝
辺
村
教
育
委
員
会
が

が
施
行
さ
れ
た
。

第
一
章

教
育
行
政
機
関

教
育
委
員
会

教
育
委
員
会
は
、

昭和二十二年三月三十一日公布された

教育基本法に基づき、昭和――十三年六月、教育の民主化、

地方分権化、自主性の確立を目標として、教育委員会法

H召 H召 H召 昭 H召
年禾I] 禾n 和］ 和 和I

六 F． , /． ', 
---'-- 五

十 十 ～ + Iヽ ～ 十十 九 度
年 年 年 年 年

村 村 木寸
委

田 田 田
員＝ ＝ 
長

夫 夫 夫

荻 荻 榎
教

田 田 園
コ目

＝ 高
長

郎 郎 雄

有徳松 徳米松 徳米松
委

村永山 永丸山 永丸山

秀重一淳 重光淳一 重光淳一

忠幸郎 幸武郎 幸武郎
員

参
照
）

第

247
表

昭
和
五
十
九
年
十
月
以
降
の
委
員
長

表
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
そ
れ
以
前
に
つ
い
て
は

郷
土
誌
続

教
育
長
委
員
は
第
247

教
育
委
員

教
育
長
代
行

国
生

重
義
（
議
会
選
出
）

秀
男
（
助
役
）

野
村

昭
和
三
十
一
年
六
月
、
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関

す
る
法
律
の
施
行
に
よ
り
、
教
育
委
員
会
法
は
廃
止
さ
れ
、
市
町

村
長
が
議
会
の
同
意
を
え
て
任
命
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
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教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
委
員
会
が
発
足
し
た
当
時
は
、
独
立
し
た
事
務
所
は
な
く
、

溝
辺
小
学
校
の

一
部
を
借
り
事
務
所
を
設
け
、
昭
和
四
十

一
年
に

旧
役
場
庁
舎
の
上
に
建
設
さ
れ
た
中
央
公
民
館
を
事
務
局
と
し
て

平平平 平平 平 平平

予~成成~成成~成成~成
_,__ Iヽ 九八 六五 ― ― 冗

年 年年 年年 年年年

杓公 杉心 札心 木寸

山 山山田浮、. 淳 浮.. ＿ 
''' -

郎郎郎夫

登海荻荻

岐江田田
田ー 一
幸
修雄 郎郎

有末 川 有末 川 有 二 川 有 二 松

村重口村重口村見口村見淳山

秀良孝秀良孝秀 剛 孝秀 剛 —

忠規雄忠規雄忠史雄忠史郎

入
居
し
た
。

し
か
し
、
文
部
省
の
補
助
事
業
で
建
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

国
の
会
計
検
査
の
対
象
で
検
査
を
う
け
、
中
央
公
民
館
は
教
育
機

関
で
あ
る
か
ら
、
教
育
行
政
で
あ
る
教
育
委
員
会
が
使
用
す
る
こ

と
は
適
当
で
な
い
旨
の
指
摘
に
よ
り
、
社
会
教
育
課
を
除
き
昭
和

四
十
九
年
八
月
ご
ろ
、
溝
辺
郵
便
局
が
空
家
と
な

っ
て
い
た
の
で
、

こ
の
郵
便
局
舎
を
借
り
受
け
、
教
育
委
員
会
事
務
局
と
し
庶
務
課

が
移
転
し
た
。

昭
和
五
十

一
年
四
月
、
溝
辺
小
学
校
が
現
在
地
に
新
築
移
転
し

た
た
め
，
残
存
校
舎
の

一
部
の
教
室
に
更
に
移
転
し
た
。

昭
和
五
十
四
年

一
月
、
役
場
新
庁
舎
完
成
、

二
階
に
移
転
。

昭
和
六
十
三
年
十

一
月
、
社
会
教
育
課
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

中
央
公
民
館
は
、
空
家
と
な

っ
た
。

平
成
五
年
十
月
、
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
の
グ
リ
ー
ン
文
化

ホ
ー
ル
み
そ
め
館
完
成
、
庶
務
課
社
会
教
育
課
は
生
涯
学
習
課

と
課
名
も
変
更
と
な
り
、
共
に
移
転
、
現
在
に
い
た

っ
て
い
る
。

タ
ー
に
移
転
し
た
。
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社
会
教
育
委
員
会
は
、
社
会
教
育
法
に
よ
り
市
町
村
に
委
員
を

償
き
、
委
員
の
設
置
、
定
数
、
任
期
等
は
条
例
で
定
め
ら
れ
、
任

期
―
―
年
一

0
名
以
内
で
教
育
委
員
会
が
委
嘱
し
て
い
る
。

委
員
は
、
学
校
教
育
及
び
社
会
教
育
関
係
者
並
び
に
学
識
経
験

者
で
構
成
さ
れ
、
職
務
と
し
て
、
社
会
教
育
の
諸
計
画
の
立
案
、

教
育
委
員
会
の
諮
問
に
応
じ
る
と
な

っ
て
い
る
。

公
民
館
運
営
審
議
会
も
、
社
会
教
育
法
に
よ
り
設
置
さ
れ
、
審

議
会
の
委
員
は
社
会
教
育
委
員
と
同
じ
で
あ
る
。

教
育
改
革
に
よ
っ
て
、
生
涯
学
習
の
振
興
が
提
唱
さ
れ
、
審
議

会
の
委
員
は
社
会
教
育
に
生
涯
学
習
が
叫
ば
れ
て
き
た
。

社
会
教
育
委
員
並
び
に
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
は
、
こ
う
し

た
生
涯
学
習
社
会
に
お
い
て
、
人
々
の
生
き
が
い
活
動
を
支
援
し
、

平
成
時
代
の
社
会
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
活
躍
さ
れ
て
き
た
。

平
成
元
年

今
森
通
夫
、
兼
廣
晨
史
、
北
之
園
緑
、
笹
峯
純
隆

委
員
は
次
の
と
お
り
（
平
成
元
年
以
降
分
）

社
会
教
育
委
員
と
公
民
館

運
営
審
議
会

平
成
七
年

平
成
六
年

平
成
五
年

平
成
四
年
二
年

平
成
二
年

岩
元
保
雄
、

二
見
剛
史
山
村
シ
ゲ
、
上
原
正
大

岩
元
喜
吉
、
塩
入
薫
、
山
下
勝
義
、

川
添
陸
夫

岩
元
保
雄
、
岩
元
喜
吉
、

山
下
勝
義
、

山
村
シ
ゲ

町
田
良
夫
、
塩
入
薫
、
井
上
洋

一
、
古
道
康
博

末
重
益
雄
、
笹
峯
純
隆
、
田
上
正
人
、
深
見
正
夫

重
森
吉
利

田
上
正
人
、
古
道
康
博
、
時
任
陽
一
郎
、
今
吉
歳
晴
、

中
馬
秋
雄
、
町
田
良
夫
、
久
木
迫
ヨ
シ
子
、
重
森

吉
利、

岩
元
喜
吉
、
岩
元
保
雄
、
榎
本
箕
人
、

城
戸
内
義
人

田
上
正
人
、
古
道
康
博
、
時
任
陽

一
郎
、
今
吉
歳
晴
、

中
馬
秋
雄
、
町
田
良
夫
、
久
木
迫
ヨ
シ
子
、
重
森

吉
利
、
岩
元
喜
吉
、
岩
元
保
雄
、
榎
本
員
人
、

城
戸
内
義
人
、
向
井
田
孜
、
笹
峯
勉
、
丸
山
忍

樺
山
資
邦
、
榎
本
慎
人
、
城
戸
内
義
人
、
永
山
作
二
、

長
野
久
、

町
田
良
夫
、
久
木
迫
ヨ
シ
子
、
丸
山
忍、

岩
元
喜
吉
、
満
塩
郁
夫

樺
山
資
邦
、
榎
本
渓
人
、
城
戸
内
義
人
、
永
山
作
二
、

長
野
久
、
町
田
良
夫
、
久
木
迫
ヨ
シ
子
、
丸
山
忍
、

岩
元
喜
吉
、
満
塩
郁
夫
、
牧
田
安
博
、
松
村
治
、
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平
成
十

一
年

平
成
十
二
年

平
成
十
三
年

平
成
十
年

平
成
九
年

平
成
八
年

竹
下
陸
旺
、
西
溜
丸
美

茶
屋
晃

一
、
牧
田
安
博
、
岩
下
哲
郎
、
丸
山
幸
男
、

長
野
久
、
町
田
良
夫
、
久
木
迫
ヨ
シ
子
、
竹
下
陸
旺
、

岩
元
喜
吉
、
満
塩
郁
夫

茶
屋
晃

一
、
牧
田
安
博
、
丸
山
幸
男
、
長
野
久
、

町
田
良
夫
、
久
木
迫
ヨ
シ
子
、
竹
下
陸
旺
、

岩
元
喜
吉
、
満
塩
郁
夫
、
山
元
春
行
、
今
吉
康
己
、

横
山
秀
行
、
竹
宮
鐵
郎

牧
野
好
捷
、
上
村
清
志
、
松
村
治
、
加
世
田
豊
治
、

横
山
秀
行
、
町
田
良
夫
、
森
田
ミ
ヨ
子
、
今
吉
康
己
、

岩
元
喜
吉
、
満
塩
郁
夫

牧
野
好
捷
、
上
村
清
志
、
加
世
田
豊
治
、
横
山
秀
行
、

町
田
良
夫
、
森
田
ミ
ヨ
子
、
今
吉
康
己
、
岩
元
喜
吉
、

満
塩
郁
夫
、
岩
澤
豊
、
西
政
志
、
今
村
日
出
子

満
塩
郁
夫
、
横
山
秀
行
、
今
村
日
出
子
、

木
佐
木
俊
春
、
鶴
薗
佑
子
、
笹
峯
勉
、

二
見
朱
賞
、

永
山
隆
信
、
鎌
田
紀
幸
、
蔵
園
幸
子

満
塩
郁
夫
、
横
山
秀
行
、
今
村
日
出
子
、

木
佐
木
俊
春
、
鶴
薗
佑
子
、
笹
峯
勉
、

二
見
朱
賞
、

永
山
隆
信
、
鎌
田
紀
幸
、
蔵
園
幸
子
、
植
村
和
信
、

平
成
十
四
年

鈴
木
哲
也
池
澤
正
人
、
西
溜
丸
美

植
村
和
信
、
鈴
木
哲
也
、
池
澤
正
人
、
西
溜
丸
美

竹
下
大
介
、
満
塩
郁
夫
、
木
佐
木
俊
春
、

二
見
朱
賞
、

蔵
園
幸
子
、
鶴
薗
佑
子

甲
斐
恵
子
、
鈴
木
哲
也、

満
塩
郁
夫
、

二
見
朱
賓
、

野
村
勝
次
、
西
溜
丸
美
、
鶴
薗
佑
子
、
木
佐
木
俊
春
、

蔵
園
幸
子
、
竹
下
大
介

文
化
財
保
護
審
議
会
は
、
昭
和
二
十
五
年
に
制
定
さ
れ
た
文
化

財
保
護
法
に
よ
り
「
文
化
財
の
保
存
活
用
を
適
正
に
行
う
」
た
め
、

溝
辺
町
教
育
委
員
会
に
昭
和
五
十
三
年
四
月
設
置
さ
れ
た
。

教
育
委
員
会
は
、
条
例
で
定
め
る
文
化
財
の
指
定
、
解
除
な
ど

保
護
管
理
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
文
化
財
保
護
審
議
会

条
例
よ
り
、
教
育
委
員
会
か
ら
の
諮
問
に
応
じ
、
文
化
財
の
保
存

及
び
活
用
に
つ
い
て
調
査
審
議
し
、
こ
れ
ら
に
関
し
教
育
委
員
会

に
建
議
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。

設
置
以
来
、
溝
辺
町
の
文
化
財
保
護
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

顕
著
な
功
績
を
あ
げ
て
い
る
。

四
文
化
財
保
護
審
議
会

平
成
十
六
年

十
五
年
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主
な
も
の
と
し
て
、

昭
和
五
十
七
年
に
五
件
（
そ
の
内
の
鷹
屋

神
社
の
檜
は
、
平
成
五
年
襲
来
し
た
台
風
七
号
に
よ
り
倒
木
し
、

消
滅
し
た
）
、
平
成
三
年
に
四
件
の
文
化
財
の
指
定
を
答
申
し
、

現
在
も
保
存
活
用
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
昭
和
五
十
三
年
に
は
、

町
内
に
点
在
し
て
い
る
七
九
件
も
の
文
化
財
を
網
羅
し
た
小
冊

子
、
『
溝
辺
の
文
化
財
』
を
発
刊
。
町
内
外
を
問
わ
ず
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
活
用
し
て
い
る
。

委
員
の
委
嘱
は
教
育
委
員
会
で
な
さ
れ
、
任
期
は

二
年
で
あ
る
。

近
年
、
市
町
合
併
が
本
格
的
に
進
む
な
か
、
溝
辺
町
の
文
化
財
保

護
に
つ
い
て
の
方
針
を
明
確
に
し
、
活
路
を
見
出
し
た
い
。

委
員
は
次
の
と
お
り
。
（
平
成
元
年
度
以
降
分
）

岩
元
喜
吉
、
岩
元
亨
、
松
山
寿
、

平
成
元
年
度

平
成
二
S
五
年
度

平
成
八
年
度

平
成
九
年
度

平
成
六

S
七
年
度

上
原
正
大
、
鮫
島
貞
男

上
原
正
大
、
岩
元
喜
吉
、
鮫
島
貞
男

岩
元
亨
、
松
山
寿

上
原
正
大
、
岩
元
喜
吉
、
鮫
島
貞
男

岩
元
亨
、
鳥
丸
萩
夫

上
原
正
大
、
鮫
島
貞
男
、
鳥
丸
萩
夫

向
井
田
孜
、
岩
元
亨

上
原
正
大
、
鮫
島
貞
男
、
鳥
丸
萩
夫

平
成
十
六
年
度

竹
ノ
内
秀
征
(
+
一
月
六
日
ま
で
）

山
口
隆
治
、
大
野
道
夫

西
野
豊
治
、
岩
元
英
雄

向
井
田
孜
、
岩
元
亨
（
九
月
―
二
十
日
ま
で
）

平
成
十
年
度
S
十

一
年
度

平
成
十
二
年
度
＼
十
三
年
度

平
成
十
四
年
度

平
成
十
五
年
度

上
原
正
大
、
鮫
島
貞
男
、

山
口
隆
治
、
向
井
田
孜
、
竹
ノ
内
秀
征

上
原
正
大
、

山
口
隆
治
、

竹
ノ
内
秀
征
、
大
野
道
夫
、

山
口
隆
治
、
竹
ノ
内
秀
征
、
大
野
道
夫

西
野
豊
治
、
岩
元
英
雄

西
野
豊
治

海
江
田
弘
（
十
一
月
七
日
か
ら
）

山
口
隆
治
、
大
野
道
夫
、
西
野
豊
治

岩
元
英
雄
、
海
江
田
弘

竹
ノ
内
秀
征
(
+
月

一
日
か
ら
）
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第
二
章

施
策
や
本
町
の
町
民
憲
章
・
総
合
計
画
の
基
本
理
念
・
構
想
等
を

踏
ま
え
、
生
涯
学
習
の
観
点
に
立
っ
て
主
体
性

・
創
造
性

・
国
際

性
を
備
え
、
人
間
性
豊
か
で
た
く
ま
し
く
生
き
る
町
民
の
育
成
を

目
指
し
て
、
活
力
あ
る
教
育
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

人
教
育

•

生
涯
学
習
の
推
進
に
努
め
る
」
こ
と
を
基
本
方
針
と
し

て
、
時
代
を
超
え
て
変
わ
ら
い
価
値
の
あ
る
も
の
を
大
切
に
す
る

と
と
も
に
、
社
会
の
変
化
に
も
的
確
か
つ
柔
軟
に
対
応
す
る
教
育

を
推
進
し
ま
す
。

そ
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
学
校

・
家
庭

・
地
域
社
会
が
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
十
分
に
果
た
し
な
が
ら
、

よ
り
一
層
の
協
力
と
連

携
の
も
と
、
体
験
活
動
等
を
通
し
て
幼
児
期
か
ら
の
「
心
の
教
育
」

の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
基
礎
基
本
の
確
実
な
定
着
や
個
性

J

の
た
め
に
、
「
本
町
の
教
育
的
伝
統
や
風
土
を
生
か
し
た
全

溝
辺
町
教
育
委
員
会
は
、
県
教
育
委
員
会
の
教
育
行
政
の
重
点

基
本
方
針

溝
辺
町
教
育
行
政
の

重
点
施
策

第
10
図

の
伸
長
を
図
り
、
自
ら
学
び
自
ら
考
え
る
力
や
、
豊
な
人
間
性
、

健
康
や
体
力
等
の

め
ま
す
。
ま
た
、
町
民
が
潤
い
の
あ
る
充
実
し
た
人
生
を
送
る
こ

冦
本
目
標
]

｀

ひ

ら

く

心

豊

か

な

人

・
文
化
づ
く
り
」

[
基
本
方
針
]

郷
土
の
教
育
的
な
伝
統
や
風
士
を
生
か
し
た
全
人
教
育

•

生
涯

学
習
の
推
進
に
努
め
る
。

[
重
点
施
策
]

推
進
体
制
の
充
実

ロ
由
国
内

二
[
[
口
〗
ぃ
つ
く
り

学
力
の
向
上

ロ

調

和

の

と

れ

た

児

童

生

徒

の

育

成

学
校
教
育
の
充
実

教
職
員
の
人
事
管
理
と
資
質
向
上

施
策
体
系

と
が
で
き
る
よ
う
、
生
涯
学
習
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

「
生
き
る
力
」
を
備
え
た
青
少
年
の
育
成
に
努
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曰
社
会
教
育
か
ら
生
涯
教
育
へ

昭
和
二
十
四
年
に
社
会
教
育
法
が
制
定
さ
れ
て
以
来
、
時
代
に

応
じ
て
社
会
教
育
に
関
す
る
様
々
な
建
議
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
時
期
に
お
け
る
社
会
教
育
の
施
策
推
進
上
の
指
針
が
示
さ
れ
て

き
た
。本
町
の
社
会
教
育
行
政
も
、
こ
れ
ら
の
国
の
指
針
を
受
け
、
住

生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
い
て

国
際
化
へ
の
対
応

情
報
化
へ
の
対
応

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

[
教
育
環
境
の
整
備

・
充
実

社
会
教
育
諸
条
件
の
整
備

・
充
実

][i[い
□

｀
の
充
実

文
化
活
動
の
促
進

文
化
財
の
保
存
活
用

一文
化
の
高
揚

丁一

推
進
体
制
の
充
実

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
充
実

＿
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

一

民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、
広
く
町
民
に
社
会
教
育
活
動
を
推

進
し
な
が
ら
、
公
民
館
施
設
等
の
社
会
教
育
施
設
を
整
備
す
る
な

ど
、
社
会
教
育
行
政
と
し
て
は
そ
の
役
割
が
担
わ
れ
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、
著
し
い
経
済
発
展
等
が
も
た
ら
し
た
住
民
の
生
活
態

様
が
変
化
し
た
現
代
社
会
に
お
い
て
、
高
度
で
多
様
な
学
習
機
会

の
充
実
が
求
め
ら
れ
、
平
成
二
年
六
月
「
生
涯
学
習
の
振
興
の
た

め
の
施
策
の
推
進
体
制
等
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ

た
。
そ
れ
に
伴
い
、
本
町
で
も
平
成
五
年
十

二
月
、
「
生
涯
学
習

推
進
会
議
」
が
設
立
さ
れ
、
町
民
が
気
軽
に
自
ら
進
ん
で
様
々
な

活
動
を
行
う
た
め
の
施
策
を
進
め
て
行
く
よ
う
に
し
た
。
推
進
会

議
で
は
、

「
さ
わ
や
か
ラ
イ
フ
部
会
」
「
す
こ
や
か
ジ
ュ
ニ
ア
部
会
」
等
の
専

門
部
会
を
設
け
、
社
会
教
育
分
野
の
み
な
ら
ず
、
保
健

•

福
祉

・

文
化

・
産
業

・
経
済
等
の
す
べ
て
の
部
門
に
お
い
て
、
住
民
の
日

常
生
活
に
お
け
る
生
涯
学
習
の
定
着
化
を
提
唱
し
て
き
た
。
そ
の

後
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
は
次
の
よ
う
な
考
え
方
で
、
生
涯
学
習

の
推
進
に
努
め
て
い
る
。

口
基
本
的
な
考
え
方

①
高
齢
化
の
進
展
、
情
報
化
の
進
展
、
国
際
化
の
進
展
な
ど
社

「
い
き
い
き
タ
ウ
ン
部
会
」
「
し
な
や
か
ヘ

ル
ス
部
会
」
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り
）
の
実
現

[
二
つ
の
力
点
]

成 基
礎
的

・
基
本
的
事
項
の
定
着
と
創
造
性
や
自
己
教
育
の
育

目
指
し
て

適
切
な
指
導
計
画
作
成
と
わ
か
る
授
業
の
創
造

④
[
基
本
目
標
]

・
元
気
で
存
在
感
の
あ
る
ま
ち

会
の
変
化
に
、
絶
え
ず
新
た
な
知
識
・
技
術
を
習
得
す
る
必

要
が
生
じ
て
い
る
。

②
町
民

一
人
一
人
が
、
健
や
か
で
生
き
が
い
の
あ
る
人
生
を
送

る
と
と
も
に
、
澗
い
の
あ
る
郷
土
社
会
の
実
現
を
図
る
た
め
、

生
涯
に
わ
た
り
、
自
発
的
な
意
思
に
基
づ
い
て
、
自
分
に
適

し
た
方
法
等
に
よ
り
、
継
続
的
に
学
習
で
き
る
環
境
を
総
合

的
に
整
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

③
そ
の
た
め
に
、
町
民
が
自
己
研
鑽
に
努
め
、
生
涯
の
各
時
期

に
お
け
る
様
々
な
課
題
に
主
体
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
関

係
課
、
団
体
等
と
相
互
に
緊
密
な
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
多

様
な
学
習
機
会
を
体
系
的
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
涯

学
習
社
会
の
実
現
を
目
指
す
。

（
人
輝
く
ま
ち
み
ぞ
べ
）
」

を

•

生
き
が
い
の
あ
る
人
生
（
個
性
豊
か
な
人
づ
く
り
）
の
実
現

・
ふ
れ
合
い
学
び
合
う
社
会
（
潤
い
と
活
気
の
あ
る
地
域
づ
く

こ
の
趣
旨
が
十
分
生
か
さ
れ
る
よ
う
、
関
係
者
及
び
町
民
の

理
解
を
更
に
得
ら
れ
る
よ
う
、
啓
発
資
料
の
活
用
、
研
修
会
の

開
催
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
紹
介
に
努
め
て
い
く
と
と
も
に
、
関

係
課
が
生
涯
学
習
の
観
点
に
立
っ
て
、
具
体
的
な
学
習
事
業
の

推
進
に
努
め
る
。
事
業
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
生
涯
学
習
課

が
中
心
に
な
っ
て
、
推
進
体
制
の
充
実
、
学
習
機
会
の
拡
充
、

学
習
歴
活
用
の
環
境
づ
く
り
に
努
力
す
る
。

第
三
章

・
的
確
な
実
態
把
握

・
指
導
法
の
改
善

．
姶
良
教
育
事
務
所
学
力
向
上
努
力
点

・・

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
「
デ

・
ト

・
ニ
」
学
習
の
推
進
「
ラ
ス
ト
十
五
分

曰
学
力
の
向
上

m学
習
指
導
の
充
実

指
導
行
政
の
重
点

学
校
教
育
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(3) (2) 

「
心
の
ノ
ー
ト
」
の
活
用

地
区
研
究
指
定
『
道
徳
』
「
陵
南
小
学
校
」

道
徳
教
育
の
充
実

・
基
本
的
生
活
習
慣
の
確
立
と
道
徳
的
実
践
力
を
備
え
た
児
童

国
教
職
員
の
資
質
向
上

人
権
同
和
教
育
講
演
会
の
充
実

・
郷
土
の
よ
さ
を
生
か
し
た
心
の
教
育

•

豊
か
な
体
験
を
通
し
た
指
導
の

実
践

生
徒
指
導
の
充
実

へ
の
指
導
助
言

・
人
権
同
和
教
育
に
つ
い
て
の
正
し
い
認
識
と
理
解
を
深
め
る

(5) 

・
児
童
生
徒
の
健
康
・
体
力
の
保
持
増
進

・
性
教
育
や
心
の
健
康
教
育
推
進

・
学
校

・
家
庭

・
地
域
社
会
及
び
関
係
機
関

・
団
体
と
の
連
携

生
徒
の
育
成

「
喫
煙

0
運
動
」
の
推
進

・
職
場
体
験
学
習
や
体
験
入
学
等
の
推
進

・
進
路
相
談
の
計
画
的
実
施

人
権
同
和
教
育
の
充
実

•

な
く
そ
う

差
別
、
築
こ
う
明
る
い
社
会

努
め
る

「
食
」
に
関
す
る
指
導
の
充
実

主
体
的
に
進
路
選
択

・
決
定
で
き
る
よ
う
に
指
導
の
充
実
に

の
育
成

せ
る

健
康
で
安
全
な
生
活
を
営
む
た
め
の
基
礎
的
な
能
力
と
態
度

口
調
和
の
と
れ
た
児
童
生
徒
の
育
成

`
,
 

ー
9

9

 

保
健
体
育
の
充
実

学校教育

(4) 

対
策
の
推
進

進
路
指
導
の
充
実

・
職
業
感
や
目
的
意
識
を
も
っ
て
、
将
来
の
生
き
方
を
考
え
さ

い
じ
め
や
校
内
暴
力
、
不
登
校
に
対
処
す
る
た
め
、
総
合
的

習
熟
度
別
指
導

・
少
人
数
指
導

・

教
育
委
員
会
学
力

向
上
努
力
点
0
二
速
]
•
•

学
年
に
応
じ
た

の
実
践

「
速
読
」
「
速
書
」
「
速
算
」

「
総
合
的
な
学
習
時
間
の
実
践
」

・
個
性
豊
か
で
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い
、

児
童
生
徒
の
育
成

・
心
に
届
く
生
徒
指
導
の
態
勢
の
確
立

・
三
者
連
携
を
密
に
し
て
学
校

・
家
庭

・
地
域
社
会
の
教
育
力

を
高
め
る

思
い
や
り
の
あ
る
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③

特
別
支
援
教
育
の
充
実

基
礎
学
力
の
定
着
と
分
か
る
授
業
の
実
践

重
点
施
策

正
し
く
•

か
し
こ
く
・
つ
よ
く

校

訓

(2) 

間
性
豊
か
な
子
ど
も
の
育
成

一
週
）
に
伴
う
溝
辺
町
参
観
週
間
の
実
施

明
る
＜
礼
儀
正
し
く
「
生
き
る
力
」
を
確
か
に
身
に
つ
け
た
人

教
育
目
標

教
育
目
標
と
重
点
施
策

り
に
努
め
る

口
溝
辺
小
学
校

小
学
校

圏
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

_̀’ 
ー,1
、

二
歳
児
教
育
の
充
実
を
掲
げ
て
い
る

充
実

・
職
責
感
の
高
揚
を
図
る
た
め
の
研
修
の
充
実

•
町
教
科
部
会
等
の
充
実

・
評
価
の
研
究

・
研
修

学
校
経
営
の
充
実
（
幼
稚
園
を
含
む
）

•

各
学
校
の
課
題
を
明
確
に
し

、

課
題
解
決
に
努
め
る

・
経
営
方
針
の
具
体
化
・

実
践

・
郷
土
に
根
ざ
し
た
教
育
活
動
の
展
開
と
特
色
あ
る
学
校
づ
く

・
一
校
一
自
慢

・
地
域
が
育
む
「
か
ご
し
ま
の
教
育
」
県
民
週
間
(
+
一
月
第

施
設
設
備
の
充
実

・
教
育
内
容
、
方
法
の
多
様
化
、
情
報
化
の
進
展
に
対
応
し
た

施
設
設
備
の
充
実
に
努
め
る

・
教
育
環
境
の
整
備
、
校
舎
、
体
育
館
整
備

諸
研
修
へ
の
積
極
的
参
加
奨
励

（

教
職
員
研
修
の
充
実

教
職
員
の
資
質
向
上

(4) 

幼
稚
園
の
教
育
の
充
実

・
教
職
員
の
指
導
力
を
高
め
、
発
達
の
特
性
に
応
じ
た
指
導
の

の
推
進

一
人

一
人
の
能
力
等
に
応
じ
た
「
生
き
る
力
」
を
育
む
教
育

障
害
児
と
そ
の
教
育
に
対
す
る
理
解
・
認
識
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本
校
の
沿
革

平
成
元
年
八
月

平
成
二
年
十
一
月

平
成
三
年
――
―月

平
成
五
年
一
月

町
教
育
方
法
改
善
研
究
協
力
校
（
パ
ソ
コ

研
究
公
開

町
パ
ソ
コ
ン
教
育
研
究
指
定

地
区
教
育
方
法
改
善
研
究
指
定
校
（
算
数
）

平
成
十
四
年
六
月
第
十
四
回
歯
の
衛
生
週
間
「
加
治
木
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
賞
」
受
賞

陸
上
部
全
国
少
年
少
女
リ
レ
ー
大
会
出
場

（
県
代
表
）

児
童
の
推
移

第

248
表
参
照
(499
頁）

文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞
記
念
式
典

み
ぞ
べ
小
学
校
区
『
若
た
か
育
み
会
』
発

環
境
整
備
と
美
化
活
動
の
充
実

職
員
研
修
の
充
実

特
別
指
導
の
充
実

県
学
校
給
食
コ
ン
ク
ー
ル
優
良
校
受
賞

人
権
同
和
教
育
の
充
実

・
道
徳
教
育
の
充
実

・
保
健
•
安
全
・
給
食
指
導
の
充
実

•
読
書
指
導
の
充
実

平
成
七
年
二
月

平
成
七
年
十
二
月

平
成
八
年
十
月

平
成
十

一
年
十

一
月

平
成
十
二
年
十

一
月

平
成
十
三
年

一
月

平
成
十
――一
年
十
月

平
成
十
――一
年
十
月

平
成
十
四
年
―

―月

平
成
十
四
年
五
月

平
成
十
四
年
五
月

平
成
十
五
年

一
月

学
校
の
整
備
等

ン
活
用
）
研
究
公
開

町
教
育
方
法
改
善
研
究
協
力
校
研
究
公
開

県
P
T
A
活
動
研
究
委
嘱
公
開

姶
良
地
区
教
育
方
法
改
善
研
究
協
力
校
研

韓
国
培
英
初
等
学
校
と
の
交
歓
会

学
校
給
食
部
門
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞

「
総
合
的
な
学
習
」
姶
良
地
区
研
究
公
開

学
校
創
立

―
―
一五
周
年
・
学
校
給
食
部
門

足
（
学
校
週
五
日
制
対
策
）

「
み
ぞ
べ
お
や
じ
ネ
ッ

ト
ニ
十
一
」
（
父

親
学
級
）
活
動
開
始

韓
国
培
英
初
等
学
校
と
の
交
流
会

県
学
校
給
食
コ
ン
ク
ー
ル
準
優
良
校
受
賞

究
公
開

総
合
的
な
学
習
に
関
す
る
研
究
推
進

体
力
気
力
づ
く
り
の
推
進

生
徒
指
導
の
充
実
と
心
の
教
育
推
進
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第6部 教育 ・文化 ・体育編

三
十
七
代
（
平
成
六

•

四
＼
九

・

三
）

野

好

捷

樺

山

資

邦

三
十
六
代
（
平
成

三
•

四
＼
六
•

三
）

田

上

正

人

末

重

益

雄

二
十
五
代
か
ら
）
＿
一
億
八

一
四
八
万
六
千
円

平
成
十
六
年
―
二
月

平
成
九
年
六
月

大
規
模
校
舎
改
造
工
事
に
伴
う
プ
レ
ハ
ブ

平
成
元
年
九
月

平
成
二
年
十
月

平
成
四
年
十
月

平
成
四
年
十
月

平
成
九
年
七
月

平
成
十
年
一
月

平
成
十
四
年
四
月

歴
代
校
長
（
平
成
元
年

放
送
室
放
送
器
機
の
整
備
(
A
V
各
教
室
）

体
育
倉
庫
温
室
新
設

屋
外
ト
イ
レ
設
置

校
舎
工
事

三
十
五
代
（
平
成
元

•

四
S

三
・

―
―-
）

三
十
八
代
（
平
成
九
•
四
＼
十

三
・

三
）
牧

七―

一八
万
四
千
円

四
ニ
ニ

万
三
千
円

三
0
八
万
二
千
円

大
規
模
校
舎
改
造
工
事
完
了

三
億

――

四
0
万
三
千
円

セ
キ
ュ
リ
テ
イ
シ
ス
テ
ム
三
九
万
三
千
円

体
育
館
改
築
設
計
、
監
理
、

工
事

パ
ソ

コ
ン
整
備
（
十
五
台
）
二
六
五
万

0
千
円

校
庭
整
備
（
排
水
暗
渠
工
事
）

／ ,., 

E
8
 

11¥w. 
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第3章 学校教育

平
成
十
五
年

・
十
六
年

今

吉

耕

己

児
童
の
推
移

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

第
248
表

参
照

(499
頁）

機
能
的
で
美
し
い
教
育
環
境

自
ら
を
高
め
る
研
修
・
研
究
の
実
践

差
別
を
な
く
す
る
指
導

・
支
援

平
成
十

一
年

平
成
十
二
年

平
成
十
三
年

・
十
四
年

今

島

利

幸

•
自
ら
身
を
守
る
指
導
・
支
援

•

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

松

山

茂

樹

心
に
届
く
指
導

・
支
援

松

プじ

深

支
援

平
成
九
年

・
十
年

山

冗

春

行

平
成
八
年

迫

間

清

文

重
点
施
策

・
確
か
な
学
力
の
定
着
と
分
か
る
学
習
指
導
の
展
開

・
学
び
方
を
学
び
、
生
き
る
知
恵
を
身
に
付
け
さ
せ
る
指
導

・

平
成
七
年

溝

口

悦

郎

平
成
六
年

木

佐

木

俊

春

な
か
よ
く

・
か
し
こ
く

・
た
く
ま
し
く

平
成
四
年

・
五
年

今

吉

歳

晴

校
訓

小

田

島

信

男

歴
代

P
T
A
会
長

平
成
元
年

平
成
二
年

平
成
三
年

や
る
気
の
あ
る
陵
南
の
子
ど
も
の
育
成

神

田

橋

正

弘

教
育
目
標

荒

田

満

四
十
代
（
平
成
十
六

•

四
S

現
在
）
宮
下

守

三
十
九
代
（
平
成
十
三

•

四
S

十
六
・

三
）
植
村
和
信

教
育
目
標
と
重
点
施
策

口

陵

南

小
学
校
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第6部 教育 ・文化 ・体育編

本
校
の
沿
革

平
成
元
年

一
月

平
成
元
年
十
月

平
成
二
年
四
月

平
成
―
一
年
九
月

平
成
―
一
年
十
月

平
成
三
年
四
月

平
成
三
年
八
月

平
成
四
年
二
月

平
成
四
年
二
月

平
成
四
年
八
月

平
成
七
年
十
二
月

平
成
九
年

一
月

県
学
校
環
境
緑
化
功
労
賞

日
韓
交
流
の

一
環
と
し
て
、
図
画
作
品
（
三

四
点
）

・
写
真

・
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
大
韓
民
国

釜
山
市
培
英
国
民
学
校
へ
発
送

文
部
省
「
勤
労
生
産
学
習
」
研
究
公
開

日
韓
交
流
と
し
て
培
英
国
民
学
校
か
ら
図
画

作
品

・
壁
飾
り

一
点

・
ア
ル
バ
ム
一
冊
届
く

「
日
韓
親
善
子
ど
も
大
使
」

敬
訪
問
の
た
め
渡
韓

一
行

一
三
名
表

県
P
T
A
活
動
研
究
委
嘱
公
開

「
日
韓
親
善
子
ど
も
大
使
友
好
の
翼
」
相
互

コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞

第
二
十
二
回
サ
ン
ラ
イ
フ
南
日
本
花
壇

地
区
「
特
別
活
動
」
研
究
公
開

校

地
区
「
道
徳
教
育
」
研
究
協
力
校

文
部
省
「
勤
労
生
産
学
習
」
研
究
推
進
指
定

町
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
賞

コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞

町
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
賞

県
学
校
緑
化
モ
デ
ル
校
（
紙
土
発
表
）

第
二
十

一
回
サ
ン
ラ
イ
フ
南
日
本
花
壇

平
成
十

一
年
五
月

平
成
十
二
年
八
月

平
成
十
三
年
八
月

平
成
十
五
年
四
月

平
成
十
七
年

一
月

来
町

陵南小学校

渡
航
交
流
と
な
り
培
英
初
等
学
校
一
行
八
名

姶
良
教
育
事
務
所
学
校
訪
問

地
区

「
道
徳
教
育
」
研
究
の
公
開
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第3章

二
十
五
代
（
昭
和
六
十

三
•

四
S

平
成

歴
代
校
長
（
平
成
元
年
三
十
五
代
か
ら
）

平
成
十
四
年
四
月

セ
キ
ュ
リ
テ
イ
シ
ス
テ
ム

平
成
十
―
一
年
六
月
プ
ー
ル
観
覧
席
新
築
工
事

九
九
万
八
千
円

四
三
万
九
千
円

三
八
〇
六
万
三
千
円

平
成
十
五
年

・
十
六
年

渭

川

吉

博

福

永

義

和

学
校
の
整
備
等

平
成
元
年
九
月

平
成
元
年
十
月

平
成
三
年

一
月

平
成
三
年
八
月

平
成
五
年
十
二
月

平
成
九
年

一
月

平
成
十

一
年
八
月

教
室
、
保
健
室
、
放
送
室
、
事
務
室
、
売
店

校
庭
拡
張
工
事

屋
外
ト
イ
レ
新
築

機
会
警
備
シ
ス
テ
ム
開
始

校
舎
空
調
施
設
改
修
工
事

三
四
三
万
円

四
―

二
0
万
円

四
0
一
万
七
千
円

三
四
八
万

一
千
円

三
十
七
代
（
平
成
五

•

四
S

七
・

三
）

三
十
八
代
（
平
成
七

•

四
S
+

·

三
）

三
十
九
代
（
平
成
十

•

四
S

十
四
・

三
）

平
成
三
年

（
平
成
十
四
•

四
S

現

歴
代
P
T
A
会
長

平
成
元
年

・
ニ
年

平
成
四
年
・
五
年

平
成
七
年

・
八
年

平
成
十
年

S
十
二
年

平
成
十
三
年

・
十
四
年

馬

場

勝

芳

平
成
九
年

加
世
田

豊

春

平
成
九
年
六
月

吉

満

耕

平
成
六
年

有

村

国

展

平
成
六
年
九
月

パ
ソ
コ
ン
十
二
台
設
置

笹

峯

勉

一
億
八

ニ
ニ
―

万
六
千
円

末

重

学

プ
ー
ル
改
修
工
事

大
規
模
改
造
工
事

横

山

公

―
二

0
六
万
七
千
円

四
十
代

在

）

有

村

克

孝

補
助
プ
ー
ル
（
低
学
年
用
）
付
設

上

村

清

志

茶

屋

晃

学校教育

の
改
造

水

間

司

二
十
六
代
（
平
成

三
•

四
S

五
・

三
）

時

任

陽

一
郎

北
之
園

緑
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第 6部 教育 ・文化 ・体育編

①

信

頼

に

応
え、

心
に
届
く
確
か
な
教
育
実
践
に
努
め
る
。

(2) 
ー
歌
と
花
と
読
書
の
学
校
ー

重
点
施
策

生
涯
学
習
の
観
点
に
た
っ
て
、

二
十

一
世
紀
に
生
き
る
人
間
性

竹
子
小
学
校
の
歴
史
と
伝
統
を
創
造
的
に
継
承
し
、
児

童

・
保
護
者

・
地
域
住
民
の
願
い
や
期
待
に
応
え
る
特
色

あ
る
学
校
づ
く
り
に
努
め
る
。

課
題
意
識
を
も
ち
、
自
ら
考
え
解
決
し
て
い
く
活
動
を
進

め
る
。

あ
る
学
校
づ
く
り
に
努
め
る
。

、、ー＇、

平
成
十
六
年
十
月
四
月

[
人
権
の
花
]
運
動
指
定
校

地
域
が
育
む
か
ご
し
ま
の
教
育
県
民
週

学
校
賞
）

十
二
月

G

C
サ
ウ
ン
ド
（
グ
リ
ー
ン
ク
リ
ー
ン

緑
の
少
年
団
[
全
国
育
樹
祭
]
参
加

豊
か
な
児
童
の
育
成
を
目
指
し
、

心
に
届
く
教
育
実
践
と
活
力
の

表
彰
]

平
成
十
年

た
く
ま
し
く
•
か
し

こ
く

・

全
力
を
つ
く
す

県
人
権
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
奨
励
賞

校
訓
る

平
成
六
年
十
月

自
ら
考
え
、
心
を
込
め
て
、
精
い
っ
ぱ
い
や
り
抜
く
子
を
育
て

南
日
本
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
入
選

南
日
本
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
銅
賞

教
育
目
標

地
区
国
語
研
究
公
開

教
育
目
標
と
重
点
施
策

口

竹
子
小
学
校

児
童
の
推
移

第
248
表
参
照
(499
頁
）

本
校
の
沿
革
（
平
成
元
年
以
降
）

平
成
元
年
四
月

平
成
二
年
二
月

平
成
四
年
十

一
月

平
成
五
年
十
月

平
成
七
年
十
二
月

平
成
八
年
十
月

平
成
九
年
二
月

平
成
十

一
年
十

一
月

平
成
十
――
―
年
十

一
月

平
成
十
五
年

一
月

県
P
T
A
委
嘱
研
究
公
開

県
優
良
子
ど
も
銀
行
表
彰

緑
の
少
年
団
[
優
良
少
年

●
少
女
団
体

韓
国
培
英
初
等
学
校
来
校

韓
国
培
英
初
等
学
校
来
校

間
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式
典
で
特
色
あ
る
教

県
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
学
校
奨
励
賞

町
国
語
研
究
推
進
指
定
校
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第 3章

平
成
九
年
九
月

平
成
十
四
年
四
月

平
成
十
五
年
一
月

二
十
八
代

二
十
九
代

平
成
六
年
九
月

セ
キ
ュ
リ
テ
イ
シ
ス
テ
ム

屋
内
運
動
場
屋
根
漏
水
改
修
工
事

（
平
成
四
•

四
＼
七
・

三
）

榎

本

慎

人

今

森

通

夫

（
昭
和
六
十
三
•
四
S

平
成
四
・

三
）

歴
代
校
長
（
平
成
元
年
二
十
八
代
か
ら
）

三
三
万
八
千
円

七
九
九
万
八
千
円

個
別
方
式
）
完
成

二
億
六
四

二
四
万
八
千
円

プ
ー
ル
更
衣
室
、
体
育
館
倉
庫
新
築
工
事

の
導
入

パ
ソ

コ
ン
設
置
（
計
八
台
）

プ
ー
ル
改
修

学校教育

学
校
の
整
備
等

平
成
三
年
二
月

平
成
三
年
二
月

平
成
十
年
十
二
月

平
成
十
二
年
十
月

平
成
十
四
年

一
月

育
活
動
の
発
表

簡
易
温
室
農
具
倉
庫
設
置
三
七
四
万
四
千
円

「
木
の
ぬ
く
も
り
を
伝
え
る
」
木
製
机
椅
子

七
八
七
万
五
千
円

屋
内
運
動
場
昇
降
口
漏
水
防
止
工
事

大
規
模
改
造
設
計
、
監
理
、

三
五
七
万
円

工
事
（
空
調
機
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第6部 教育・文化 ・体育編

平
成
十
六
年

西

野

伸

平
成
十
四
年

平
成
十
五
年

自
主

・
友
愛

・
明
朗

重
点
施
策

•

本
校
の
実
態
に
即
し
た
調
和
と
統

一
の
あ
る
教
育
課
程
を
編

成
す
る
。

日

高

浩

内

山

健

志

校
訓

三
十
代

三
十

一
代

三
十
二
代

歴
代
P
T
A
会
長

平
成
元
年

平
成
二
年

平
成
三
年

・
四
年

平
成
十

一
年

平
成
十
二
年

平
成
十
三
年

齊

藤

修

外

山

広

幸

(3) 

豊
か
な
自
己
実
現
を
目
指
し
主
体
的
、
創
造
的
に
生
き
る

資
質

・
能
力
の
育
成
（
生
き
方
の
教
育
）

上

井

義

美

の
教
育
）

平
成
十
年

外

山

忠

(2) 

平
成
九
年

西

野

伸

自
ら
学
び
自
ら
考
え
、
実
践
す
る
基
盤
と
な
る
基
礎
的

・

基
本
的
事
項
の
定
着
（
学
力
の
向
上
）

規
範
意
識
や
社
会
性
、

他
人
を
思
い
や
る
心
の
育
成
（
心

平
成
八
年

丸

山

幸

夫

平
成
六
年
・
七
年

竹

下

大

介

平
成
五
年

剥

岩

裕

深

見

正

夫

教
育
目
標

蔵

園

和

寛

野

村

勝

次

在

）

甲

斐

恵

子

（
平
成
七
•
四
＼
十
・
三
）

（
平
成
十
•
四
S

十
三
・

三
）
永

（
平
成
十
三
•
四
S

現

自
ら
意
欲
的
に
学
び
、
心
豊
か
に
、
た
く
ま
し
く
生
き
よ
う
と

す
る
生
徒
を
育
成
す
る
。

｀
ー

、

山

隆

信

牧

田

安

博

教
育
目
標
と
重
点
施
策

(-) 

溝
辺
中
学
校

中
学
校
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第 3章 学校教育

目
指
す
学
校
像
•

生
徒
像
を
掲
げ
教
育
目
標
の
達
成
を
期
す
る
。

南
日
本
花
壇

コ
ン
ク
ー
ル
銀
賞

把
握
し
学
校
教
育
に
反
映
し
て
い
く
。

の
活
用
や
保
護
者
等
の
意
見
聴
取
に
よ
り
地
域
等
の
意
向
を

平
成
六
年
十
一
月
南
日
本
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
銅
賞

・
保
護
者
及
び
地
域
社
会
と
の
連
携
に
努
め
、
理
解
と
協
力
を

得
な
が
ら

一
体
と
な
っ
て
教
育
を
推
進
す
る
。

・
学
校
の
情
報
発
信
に
努
め
る
と
と
も
に
、
学
校
評
議
員
制
度

平
成
六
年
八
月

平
成
六
年
八
月

九
州
中
学
弓
道
大
会
出
場

平
成
六
年
八
月

九
州
中
学
陸
上
競
技
大
会
出
場

相
互
の
人
間
関
係
の
醸
成
に
努
め
る
。

平
成
六
年
六
月

・
す
べ
て
の
教
育
活
動
の
基
盤
と
な
る
教
師
と
生
徒
及
び
生
徒

県
児
童
作
曲
コ
ン
ク
ー
ル
学
校
賞

・
教
育
目
標
を
全
教
育
活
動
の
中
で
更
に
具
体
化
し
、
全
職
員

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
協
働
実
践
に
努
め
る
。

・
教
育
課
程
の
実
施
に
当
た

っ
て
は
各
教
科

・
領
域
等
の
特
性

を
生
か
す
と
と
も
に
、
基
礎
的

・
基
本
的
内
容
の
指
導
を
徹

底
し
、
個
性
を
生
か
す
指
導
の
充
実
に
努
め
る
。

・
体
験
的
な
活
動
を
重
視
し
、
働
く
こ
と
や
創
造
す
る
こ
と
の

喜
び
を
体
得
さ
せ、

勤
労

・
社
会
奉
仕
の
精
神
を
養
う
と
と

も
に
、
自
ら
の
健
全
な
生
き
方
を
探
求
さ
せ
る
指
導
に
努
め

る。
・
教
育
に
関
す
る
情
報
や
動
向
を
収
集
し
、
自
己
研
鑽
に
努
め

る
と
と
も
に
、
校
内
研
修
を
通
し
て
指
導
の
工
夫
改
善

・
充

実
に
努
め
る
。

九
州
中
学
陸
上
競
技
大
会
出
場

県
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
特
選

平
成
元
年
二
月

平
成
二
年
七
月

平
成
二
年
八
月

平
成
二
年
十
月

平
成
二
年
十

一
月

平
成
三
年
七
月

平
成
四
年
七
月

平
成
五
年
七
月

平
成
五
年
八
月

平
成
五
年
十

一
月

平
成
五
年
十

一
月

平
成
七
年
八
月

平
成
七
年
十

一
月

池
田
旗
争
奪
弓
道
大
会
女
子
優
勝

地
区
総
合
体
育
大
会
野
球
優
勝

義
弘
公
弓
道
大
会
優
勝

県
新
人
弓
道
大
会
個
人
一
位

全
国
中
学
弓
道
大
会
出
場

全
国
中
学
弓
道
大
会
出
場

全
国
弓
道
錬
成
大
会
出
場

地
区
陸
上
大
会
女
子
総
合
優
勝

全
国
中
学
陸
上
競
技
大
会
出
場

九
州
中
学
陸
上
競
技
大
会
出
場

九
州
中
学
弓
道
大
会
個
人

一
位

生
徒
の
推
移

第
248
表
参
照
(499
頁）

本
校
の
沿
革
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第6部 教育 ・文化 ・体育編

平
成
九
年
七
月

平
成
九
年
八
月

平
成
九
年
十
一
月

平
成
十
年
七
月

平
成
十

一
年

一
月

平
成
十

一
年
四
月

平
成
十

一
年
七
月

平
成
十
一
年
七
月

平
成
十

一
年
八
月

平
成
十
一
年
十
月

平
成
九
年
六
月

「
自
転
車
安
全
モ
デ
ル
校
」
宣
言

二
位

県
ジ
ュ
ニ
ア
弓
道
大
会
男
子
優
勝

県
中
学
総
合
体
育
大
会
弓
道
部

・
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
部
出
場

全
国
弓
道
錬
成
大
会
努
力
賞
受
賞

道
部
優
勝

男
子
頭
髪
自
由
化
許
可

県
春
季
選
抜
野
球
大
会
準
優
勝

創
立
五

0
周
年
記
念
事
業
費

地
区
中
学
校
野
球
大
会
優
勝

費

記

念
講

演

ほ

か

九

千

円

記

念

碑

記

念

誌

学

校

整

備

平
成
十
三
年
七
月

平
成
十
三
年
七
月

平
成
十
四
年
五
月

平
成
十
四
年
七
月

平
成
十
四
年
七
月

平
成
十
五
年
七
月

平
成
十
五
年
七
月

地
区
中
学
弓
道
大
会
女
子
優
勝

県
中
学
総
合
体
育
大
会
弓
道
部
・
陸
上

部
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
出
場

県
下
中
学
校
弓
道
大
会
準
優
勝

全
国
弓
道
錬
成
大
会
出
場

地
区
総
合
体
育
大
会
秋
季
大
会
野
球
・
弓

県
中
学
総
合
体
育
大
会
陸
上
部
出
場

県
夏
期
ジ
ュ
ニ
ア
弓
道
大
会
男
子
団
体
第

六
ニ―

万

賞

地
区
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
優
勝

全
国
中
学
弓
道
錬
成
大
会
出
場

出
場

平
成
七
年
十
二
月

平
成
八
年
七
月

平
成
八
年
八
月

平
成
八
年
八
月

平
成
八
年
十
一
月

文
部
省
指
定
運
動

・
部
活
動
研
究
公
開

九
州
中
学
陸
上
競
技
大
会
出
場

創
立
五

0
周
年
記
念
式
典

県
中
学
総
合
体
育
大
会
弓
道
部

・
剣
道
部

九
州
中
学
弓
道
大
会
男
子
準
優
勝

九
州
中
学
陸
上
競
技
大
会
出
場

平
成
十
二
年
七
月

平
成
十
二
年
七
月

平
成
十
二
年
八
月

平
成
十
二
年
十

一
月

平
成
十
三
年
二
月

全
国
弓
道
錬
成
大
会
出
場

九
州
中
学
弓
道
大
会
男
子
優
勝

か
ん
ぽ
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
郵
政
大
臣
賞
受

-
．
二
年
生
林
業
体
験
学
習

優
勝

県
中
学
総
合
体
育
大
会
弓
道
部
男
子
優
勝

県
P
T
A
活
動
委
嘱
研
究
公
開

平
成
十
二
年
三
月

平
成
十
二
年
三
月

屋
内
運
動
場
落
成
記
念
式
典

都
城
弓
ま
つ
り

「全
国
弓
道
大
会
」
女
子
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第 3章 学校教育

平
成
二
年
十

一
月

平
成
三
年
七
月

平
成
四
年
九
月

平
成
八
年
三
月

平
成
十
年
二
月

平
成
十
二
年
三
月

平
成
十
三
年
三
月

平
成
十
三
年
八
月

平
成
十
四
年
四
月

平
成
十
五
年
九
月

平
成
十
五
年
十
月

平
成
一
一
年
六
月

学
校
の
整
備
等

平
成
元
年
九
月

上
校
庭
排
水
施
設
工
事

ニ
ニ
ニ

万
六
千
円

体
育
倉
庫
増
築
工
事

校
舎
大
規
模
改
造
工
事

三
二

七
万
五
千
円

下
校
庭
ト
イ
レ
改
修
工
事
（
廃
棄
処
分
済
）

五
二
五
万
三
千
円

屋
内
運
動
場
改
築
設
計
監
理
工
事

防
球
ネ

ッ
ト
整
備
三
億

―
二
三
八
万
二
千
円

セ
キ

ュ
リ
テ
イ
シ
ス
テ
ム
工
事

テ
ニ
ス

コ
ー
ト
改
修
工
事

1
0
五
万
円

四
八
二
万
九
千
円

四

一
万
三
千
円

下
校
庭
ネ

ッ
ト
フ
ェ
ン

ス
取
替
工
事
一
九
八
万
円

二
億
八
六
八
四
万
七
千
円

屋
内
消
火
栓
設
備
改
修

パ
ソ

コ
ン
教
室
改
装

一
六

0
六
万

一
千
円

五

0
五
万
六
千
円

体
育
館
屋
根
塗
装
工
事
（
旧
体
育
館
）

体
育
館
舞
台
幕
設
備
（
旧
体
育
館
）
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平
成
十
六
年

松

冗

深

生
徒
活
動
を
基
盤
に
し
た
学
年

・
学
級
経
営
の
充
実
を
通
し

平
成
十
五
年

西

野

伸

す
る
。

平
成
十
四
年

岩

プ

博

昭

平
成
十
年

・
十

一
年

平
成
十
二
年

・
十
三
年

竹

下

大

介

・
学
校
の
教
育
課
題
の
共
有
化
を
図
り
相
互
理
解
と
協
力
の
も

と
に
、
生
徒

一
人
一
人
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
教
育
を
推
進

岩

澤

豊

平
成
九
年

今

吉

歳

晴

平
成
七
年

・
八
年

啓
発
的
体
験
学
習
を
重
視
し
た
進
路
指
導
の
教
育
課
程
編
成

の
工
夫
と
そ
の
完
全
実
施
を
図
る
。

剥

岩

裕

特
に
基
礎
学
力
の
定
着

平
成
五
年

・
六
年

永

山

作

平
成
四
年

野

村

勝

次

隈

冗

為

次

平
成
元
年

川

添

睦

夫

十
六
代

現

在

）

鈴

木

哲

也

校
訓

十
五
代

十
三
代

（
平
成
二
•

四
S

五
・

三
）

（
平
成
五
•

四
S

九
・
三
）

（
平
成
九
•
四
S

十

一
・

三
）

（
平
成
十

一
•

四
S

十
三

・

三
）
鎌

（
平
成
十
三
•

四
＼

歴
代
P
T
A
会
長

平
成
二
年

・
三
年

田

紀

幸

十
四
代

竹

宮

鐵

郎

豊
か
な
心
と
自
ら
学
ぶ
意
欲
を
持
ち
心
身
と
も
に
調
和
が
と

れ
、
目
的
意
識
を
備
え
た
生
徒
の
育
成

自
主

・
自
立

重
点
施
策

•

新
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
に
則
し
て
、
生
徒
や
地
域
の
実
態

を
踏
ま
え
、
ゆ
と
り
の
中
に
特
色
あ
る
教
育
を
推
進
し
、

「
生
き
る
力
」
を
育
む
教
育
課
程
を
編
成
す
る
。

岩

下

哲

郎

教
育
目
標

十
二
代

古

道

康

博

兼

廣

晨

史

十

一
代

（
昭
和
六
十
二
•

四
•
S

平
成
ニ
・

三
）

歴
代
校
長
（
平
成
元
年
代
か
ら
）

教
育
目
標
と
重
点
施
策

（二）

陵
南
中
学
校

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
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平
成
元
年
六
月

地
区
北
部
野
球
大
会
優
勝

優
勝

•

生
徒
会
活
動
の
充
実
を
図
り
、
学
校
行
事
の
企
画

・

運
営
に

お
い
て
生
徒
の
創
意
を
十
分
に
生
か
す
。

•

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
と
し
て
、
基
礎
学
力
の
向
上

・

充
実

し
た
運
動
部
活
動

•

生
徒
会
活
動
の
活
性
化
（
学
校
行
事
の

充
実

・
合
唱
の
日
常
化
）
を
柱
に
お
く
。

・
習
熟
の
程
度
に
応
じ
た
指
導
及
び
積
極
的
な
機
器
利
用
を
視

点
に
し
た
学
習
指
導
法
の
改
善
を
全
校
的
に
は
か
る
。

・
校
内
研
修
の
充
実
と
実
践
を
と
お
し
て
、
説
明
責
任
を
果
た

せ
る
絶
対
評
価
の
段
階
的
な
質
の
向
上
を
図
る
。

・
学
校

・
家
庭

・
地
域
が

一
体
と
な
る
教
育
を
推
進
す
る
。

・
施
設
設
備
を
計
画
的
に
組
織
し
、
校
舎
内
外
の
環
境
整
備
に

努
め
る
。

生
徒
の
推
移

本
校
の
沿
革

平
成
元
年
十

一
月

平
成
二年―――
月

平
成
二
年
五
月

県
中
学
校
女
子
テ
ニ
ス
秋
季
大
会
優
勝

全
国
テ
ニ
ス
大
会
ベ
ス
ト

一
五
位

平
成
二
年
七
月

平
成
二
年
七
月

平
成
二
年
八
月

平
成
二
年
八
月

平
成
二
年
十

一
月

平
成
三
年
十
一
月

平
成
四
年
三
月

平
成
四
年
四
月

平
成
四
年
五
月

平
成
四
年
五
月

平
成
四
年
五
月

平
成
五
年
一

月

全
日
本
弓
道
練
成
大
会
六
位
入
貨

ソ
フ
ト
テ

ニ
ス

全
九
州
中
学
弓
道
大
会
三
位
入
賞

県
中
学
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
イ
ン
ド
ア
大
会
準

弓

道

優

勝

地
区
中
学
校
総
合
体
育
大
会

第

248
表
参
照
(499
頁）

会
開
催

地
区
中
学
校
総
合
体
育
大
会

女
子
テ

ニ
ス
団
体
優
勝

男
子
弓
道
団
体
優
勝

県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

女
子
テ
ニ
ス
団
体
優
勝

女
子
テ
ニ
ス
個
人
入
賞
二
位

地
区
研
究
協
力
校
（
音
楽
科
）
研
究
公
開

県
中
学
校
春
季
野
球
大
会
三
位

九
州
軟
式
庭
球
鹿
児
島
大
会
出
場

県
指
定
研
究
協
力
校
（
学
校
給
食
）

第

一
回
エ
ア
ポ
ー
ト
陵
南
旗
選
抜
野
球
大

世
界
ジ
ュ
ニ
ア
軟
式
庭
球
大
会
女
子
三
位

九
州
中
学
校
総
合
体
育
大
会

女
子
テ
ニ
ス
個
人
入
賞
三
位

て
学
級
（
学
年
）
集
団
の
質
を
高
め
、
生
徒

一
人

一
人
を
生
か

す。
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平
成
五
年
一
月

平
成
五
年

一
月

平
成
五
年
十

一
月

平
成
七
年
十
月

平
成
九
年
十
一
月

平
成
十

一
年
五
月

平
成
十

一
年
十
月

平
成
十
二
年
四
月

平
成
十
二
年
五
月

平
成
十
――
一
年
八
月

平
成
十
三
年
八
月

平
成
十
三
年
十
―
―月

平
成
十
五
年

一
月

平
成
十
五
年
四
月

県
中
学
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
春
の
祭
典
金
賞

二
代

井

上

洋

下

尾

崎

正

信

二
年
二
組

弓
道
場

「
至
誠
館
」

と
命
名

県
中
学
校
弓
道
大
会
準
優
勝

県
学
校
給
食
優
良
校
と
し
て
受
賞

学
校
給
食
優
良
校
と
し
て
文
部
大
臣
賞
受

第
八
回
エ
ア
ポ
ー
ト
陵
南
旗
選
抜
野
球
大

県
中
学
新
人
弓
道
大
会
二
年
男
子
個
人
優

春
季
県
中
学
野
球
大
会
優
勝

宮
崎
女
子
テ
ニ
ス
研
修
大
会
優
勝

全
国
中
学
卓
球
大
会
個
人
三
回
戦
敗
退

全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
出
場

県
春
季
選
抜
野
球
大
会
優
勝

二
代

（
昭
和
六
十
三
•

四
＼
平
成
ニ
・

三
）

歴
代
校
長
（
平
成
元
年
二
代
か
ら
）

九
州
地
区
卓
球
大
会
個
人
出
場
戦

プ
ー
ル
補
修
工
事

勝

バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
整
備

二
六
三
万
六
千
円

平
成
十

一
年
六
月
地
区
中
学
陸
上
大
会
三
段
跳
び
優
勝

会
優
勝

文
部
省
指
定
「
機
器
利
用
」
研
究
公
開

パ
ソ
コ
ン
教
室
改
修
工
事

賞

平
成
十
六
年
四
月

平
成
五
年
六
月

平
成
十
六
年
三
月

九
州
中
学
選
抜
野
球
大
会
準
優
勝

県
春
季
選
抜
野
球
大
会
優
勝

平
成
十
五
年
五
月

平
成
十
五
年
八
月

平
成
十
五
年
十

一
月

学
校
の
整
備
等

平
成
四
年
四
月

平
成
四
年
十
月

平
成
五
年
三
月

平
成
九
年

一
月

平
成
十
三
年
十
月

平
成
十
四
年
十
月

平
成
十
五
年
三
月

県
下
中
学
校
春
季
弓
道
大
会
優
勝

茶
給
食
施
設
完
成

1
0
二
五
万
八
千
円

テ
ニ
ス

コ
ー
ト
ニ
面
移
転
新
設

屋
外
ト
イ
レ
整
備

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
改
修
工
事

（
平
成
ニ

・
四
S
平
成
五

・
三
）

四
七
万
九
千
円

三
七
九
万
七
千
円

一
四
四
万
四
千
円

三
0
五
万
五
千
円

県
下
中
学
校
秋
季
選
抜
野
球
大
会

金
賞
受
賞

弓
道
九
州
大
会
準
優
勝

県
中
学
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
春
の
祭
典
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平
成
十
四
年

S
十

六

年

福

永

博

明

平
成
八
年
・
九
年

平
成
十
年
＼
十
二
年

平
成
十
――
一年

上

原

勝

美

加
世
田

豊

春

笹

峯

勉

平
成
七
年

西

溜

丸

美

平
成
六
年

住

吉

康

雄

平
成
五
年

横

山

公

平
成
四
年

末

原

純

男

笹

峯

純

隆

四
代
（
平
成
五
•
四
S

平
成
七
・
三
）

五
代
（
平
成
七
•
四
＼
平
成
十
一

・

三
）

七
代
（
平
成
十
四

•
四
s

歴
代
P
T
A
会
長

平
成
元
年

平
成
二
年

・
三
年

木

佐

木

信

廣

現

在

今

村

貞

学校教育

六
代
（
平
成
十

一
•
四
S

平
成
十
四

・

―
―-）
西

政

志

松

村

治

城

戸

内

義

人
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六

・
六
S
二
三

・
ニ
％
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

の
児
童
数
は
、

七
三
•

四
％
生
徒
数
は

、
七
六
・

八
％
で

四

児
童
生
徒
数
の
推
移

平
成
三
年
か
ら
の
児
童
生
徒
の
推
移
は
、
別
表
第
248
表
の
と
お

り
で
あ
る
が
、
平
成
三
年
を
一

0
0
と
し
た
場
合
、
平
成
十
五
年

第248表 児童生徒数・学級数の推移

学校名 年度 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 13 14 15 16 
溝辺小学校

児童数 350 339 328 302 281 262 252 252 245 233 234 232 216 207 

学級数 13 13 11 12 12 11 11 11 10 ， ， ， 8 6 
陵南小学校

児童数 317 322 308 296 298 299 299 287 305 294 300 284 280 281 

学級数 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 11 11 11 

竹子小学校
児童数 104 102 108 95 93 89 86 85 81 77 72 72 70 63 

学級数 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 

計
児童数 771 763 744 693 672 650 637 624 631 604 606 588 566 551 

学級数 31 31 29 30 30 29 29 29 28 27 27 26 25 23 

溝辺中学校
生徒数 221 225 212 237 243 244 221 199 184 175 174 170 153 157 

学級数 7 7 7 8 8 8 7 7 7 7 7 6 7 7 

陵南中学校
生徒数 162 160 160 156 150 146 137 143 137 157 146 154 141 143 

学級数 6 6 6 6 6 6 5 5 5 6 6 6 6 6 

計
生徒数 383 385 372 393 393 390 358 342 321 332 320 324 294 294 

学級数 13 13 13 14 14 14 12 12 12 13 13 12 13 13 

（注）溝辺小学校 溝辺中学校は特殊学級を含む 資料 学校基本調査

499 



第 3章 学校教育

い
る
の
が
増
え
て
い
る
。

（
資
料

年
齢
は
四
月

一
日
現
在

る
年
齢
も
あ
る
。
座
嵩
に
お
い
て
は
男
女
と
も
全
国
を
上
回
っ
て

い
る
年
齢
も
あ
り
。
体
重
に
つ
い
て
は
、
男
女
と
も
上
回
っ
て
い

体
重

胸
囲

座
高
に
お

平
成
元
年
・
平
成
五
年
・
平
成
十
年
・
平
成
十
五
年
の
調
査
資

料
に
よ
る
と
、
平
成
元
年
に
は
身
長

い
て
、
全
国
・本
県
を
下
回
っ
た
も
の
が
多
く
、

若
干
上
回
っ
た
年
齢
も
あ
る
。

平
成
十
年
に
は
、
身
長
は
男
子
は
下
回
り
、
女
子
は
上
回
っ
て

年
を
追
う
ご
と
に
体
位
等
全
国
本
県
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
。

比
較
表
は
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
五
年
で
は

溝
辺
町
学
校
保
健
会
）

る。 し、

全
国
及
び
鹿
児
島
県
と
比
較
し
て
今
後
の
資
料
と
し
て
い

溝
辺
町
学
校
保
健
会
で
は
、
毎
年
体
位
・
発
育
の
状
況
等
を
調
査

五

児
童
生
徒
の
体
位
•
発
育
の
状
況

①
 
身 長

第249表

（平成元年度）

全国、県及び本町の児童、生徒体位比較

(cm) 

~ 
小 μ.  子 校 中 学 校

6 7 8 ， 10 11 12 13 14 
全国 116.7 122.3 127.9 133.0 138.2 144.1 150.9 158.4 164.1 

男
本県 115.6 121.3 126.7 131.0 137.0 142.7 149.4 157.0 162.9 

本町 115.2 120.3 127.6 131.8 137.3 141.8 149.1 156.8 162.1 

溝辺 114.0 121.0 126.8 130.5 136.6 140.1 148.0 154.9 160.5 

陵南 116.2 119.5 127.2 132.1 138.2 142.9 150.1 158.7 163.6 
子
竹 子 115.5 120.6 128.8 132.8 137.2 142.4 

全国 115.9 121.6 127.6 132.9 139.3 145.9 151.2 154.6 156.3 
女
本県 115.0 120.6 126.4 132.0 138.2 144.9 150.4 153.9 155.7 

本町 114.8 119.9 127.8 133.9 137.9 145.8 151.3 154.6 156.4 

溝辺 115.0 120.1 125.6 132.3 139.2 148.5 150.9 154.2 156.9 

陵南 114.7 119.7 126.3 134.2 138.6 143.5 151.6 155.0 155.9 
子
竹子 114.8 119.8 131.5 135.3 135.9 145.5 
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② 体重 （平成元年度） (kg) 

~ 
小 巫子 校 中 学 校

6 7 8 ， 10 11 12 13 14 
全国 21.4 23.9 26.9 30.0 33.5 37.4 42.9 48.3 53.6 

男
本県 21.0 23.4 26.2 29.1 32.4 36.1 41.1 47.0 52.1 

本町 20.6 32.2 26.4 28.7 33.1 34.1 40.0 45.9 51.0 

溝辺 20.1 23.6 25.1 29.4 31.7 34.6 39.5 44.8 49.0 

陵南 20.9 22.7 25.3 28.6 32.5 35.1 40.5 46.9 53.0 
子
竹子 20.9 23.3 28.9 28.1 35.1 32.7 

全国 20.9 23.3 26.3 29.6 33.6 38.5 43.6 47.3 49.9 
女
本県 20.6 22.9 25.8 28.9 32.8 37.6 42.8 46.8 49.8 

本町 20.3 22.2 26.2 30.4 32.5 38.2 43.3 47.6 49.0 

溝辺 20.2 22.5 25.5 29.3 33.4 41.2 44.1 46.0 49.8 

陵南 19.9 25.7 25.7 32.3 33.5 36.8 42.5 49.1 48.1 
子
竹子 21.0 27.3 27.3 29.6 30.5 36.7 

③ 胸 囲 （平成元年度） (cm) 

心
小 学 校 中 学 校

6 7 8 ， 10 11 12 13 14 
全国 57.9 60.0 58.4 61.8 64.2 65.3 70.9 70.8 80.3 

男
本県 57.4 59.5 62.5 64.9 67.5 70.2 73.5 75.9 79.2 

本町 57.4 59.6 61.8 64.1 66.5 69.1 72.2 74.9 79.3 

溝辺 56.2 59.6 62.4 63.8 67.7 68.0 72.2 73.6 78.1 

陵南 58.0 59.3 60.3 63.1 65.8 68.2 71.9 76.1 80.4 
子
竹子 58.2 59.9 62.0 64.2 67.1 68.6 72.5 

全国 56.6 64.9 64.1 70.3 67.2 75.3 77.8 79.7 
女
本県 56.0 58.6 61.1 63.7 67.0 70.9 74.4 77.3 79.4 

本町 56.2 57.9 61.1 62.8 66.0 70.0 74.1 77.3 78.8 

溝辺 55.2 57.8 60.8 64.4 66.1 70.9 74.5 75.9 79.5 

陵南 56.2 57.0 60.2 62.8 65.8 72.0 73.7 78.7 78.0 
子
竹子 57.1 58.0 60.5 66.1 67.2 69.9 
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① 座 高 （平成元年度） (cm) 

□ご 小 学 校 中 巫子 校

6 7 8 ， 10 11 12 13 14 
全国 67.3 67.8 70.3 72.5 74.7 77.2 80.5 84.1 87.2 

男
本県 64.7 67.3 69.8 72.0 74.2 76.7 79.7 83.4 86.6 

本町 64.1 66.5 70.0 71.2 74.4 75.8 79.7 83.6 86.2 

溝辺 64.0 66.5 69.6 70.7 73.6 75.0 79.4 82.8 85.4 

陵南 63.8 65.8 69.3 71.0 74.6 76.5 79.9 84.6 86.9 
子
竹子 64.6 67.1 71.1 71.8 74.9 75.9 

全国 64.8 67.4 70.0 72.5 75.4 78.7 81.7 83.5 84.5 
女
本県 64.4 66.9 69.5 72.1 75.1 78.4 81.4 83.3 84.3 

本町 64.1 66.0 69.4 72.9 74.7 78.7 81.4 83.4 83.9 

溝辺 64.5 66.5 67.8 71.4 76.0 80.0 81.7 83.6 83.1 

陵南 63.8 65.7 68.5 73.7 74.5 77.7 81.1 84.0 84.0 
子
竹子 63 9 65.8 72.0 73.5 73.5 78.4 

第250表 全国、県及び本町の児童、生徒体位比較

① 身長 （平成5年度） (cm) 

応
小 ,.,,, 子 校 中 序子 校

6 7 8 ， 10 11 12 13 14 
全国 116.8 122.5 128.1 133.5 138.7 144.6 151.9 159.3 165.0 

男
本県 115.7 121.7 127.l 132.4 137.6 143.3 150.2 157.9 163.8 

本町 115.3 121.5 126.9 132.7 137.0 142.5 150.4 157.6 164.1 

溝辺 114.8 121.5 126.6 132.9 135.2 143.1 150.8 156.3 163.4 

陵南 115.7 123.2 126.4 133.5 138.3 142.4 150.0 158.9 164.7 
子
竹子 115.5 119.8 127.8 131.8 137.7 142.0 

全国 115.9 121.7 127.4 133.2 139.8 146.4 151.7 155.0 156.6 
女
本県 115.3 120.9 126.6 132.3 138.8 145.4 151.0 54.3 156.0 

本町 115.6 121.0 125.8 132.1 138.2 143.8 150.8 155.7 156.6 

溝辺 115.5 119.9 125.9 131.1 140.3 143.1 150.8 155.4 156.3 

陵南 115.4 121.8 127.5 131.9 139.1 144.2 150.7 156.0 156.8 
子
竹子 116.0 121.3 124.0 133.0 135.2 144.3 

※小学校4年生，中学校の3年生の男子及び．小学校1・2年生．中学校2・3年の女子が県
平均を上回っている。特に中学3年生の女子は全国平均よりも良い。
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② 体重 （平成5年度） (kg) 

~ 
4ヽ 巫子 校 中 学 校

6 7 8 ， 10 11 12 13 14 
全国 21.6 24.2 27.2 30.6 34.2 38.2 44.0 49.4 54.7 

男
本県 21.2 23.7 26.6 29.8 33.2 36.9 42.1 47.8 53.0 

本町 20.6 24.3 26.2 28.9 32.6 35.9 41.1 45.9 51.9 

溝辺 19.4 24.6 26.5 28.1 30.5 37.8 40.7 45.0 51.7 

陵南 20.8 24.0 25.0 29.9 33.3 33.9 41.5 46.7 52.1 
子
竹子 21.6 24.3 27.2 28.8 34.1 36.1 

全国 21.1 23.6 26.6 30.1 34.2 39.1 44.3 47.8 50.5 
女
本県 20.9 23.3 26.1 29.5 33.6 38.3 43.7 47.3 40.9 

本町 21.2 23.1 26.0 28.8 33.5 36.2 44.3 50.8 50.8 

溝辺 21.9 23.7 25.5 29.3 33 0 36.2 43.6 48.4 49.9 

陵南 20.6 23.1 26.8 28.0 33.6 36.6 45.0 53.1 51.6 
子
竹子 21.2 22.7 25.7 29.1 34.0 36.0 

※男子が小学校2年生，女子では小学校1年生と中学校の全学年が県の平均より良い。

③ 胸囲 （平成5年度） (cm) 

~ 
小 学 校 中 学 校

6 7 8 ， 10 11 12 13 14 
全国 58.1 60.3 62.8 65.4 68.0 70.8 74.2 77.5 80.8 

男
本県 57.5 59.6 62.0 64.4 67.1 69.6 72.8 76.4 79.7 

本町 57.3 59.9 61.2 65.9 66.1 68.0 71.4 74.6 78.3 

溝辺 57.9 60.8 61.8 62.9 65.6 70.3 71.3 74.3 78.2 

陵南 57.2 60.2 60.9 63.9 67.0 66.6 71.5 74.9 78.4 
子
竹子 56.8 58.9 61.0 62.8 65.9 67.2 

全国 56.7 58.8 61.3 64.2 67.5 71.4 75.8 78.2 80.2 
女
本県 56.2 58.1 60.5 63.2 66.6 70.4 75.1 77.9 79.8 

本町 55.8 57.4 59.9 62.0 66.1 67.6 75.4 80.6 80.5 

溝辺 57.4 58.5 60.0 62.8 66.0 67.3 74.0 78.1 79.7 

陵南 55.8 58.2 60.4 62.1 66.5 68.0 76.9 831 81.3 
子
竹子 54.2 55.7 59.3 61.1 65.9 67.5 

※男子はほんどの学年で町平均が県平均を下回っている。女子は．小学生はすべての学
年で，県平均を下回っている。 全体的に溝辺町の子ども達は．胸囲は小さい。
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④ 座高 （平成5年度） (cm) 

~ 
小 ,= 子 校 中 、子と 校

6 7 8 ， 10 11 12 13 14 
全国 65.2 67.9 70.4 72.7 75.0 77.5 80.9 84.5 87.6 

男
本県 64.8 67.4 70.0 72.3 74.6 76.9 80.0 83.8 87.0 

本町 64.8 67.0 69.0 73.8 73.9 76.0 80.5 83.1 87.1 

溝辺 64.3 67.1 68.4 72.4 72.6 75.7 80.0 82.1 86.8 

陵南 64.9 67.6 69.2 73.2 75.0 76.5 80.5 84.1 87.5 
子
竹子 65.2 67.1 69.5 72.1 74.1 76.0 

全国 64.7 67.4 70.0 72.7 75.8 79.0 82.0 83.7 84.7 
女
本県 64.4 67.0 69.6 72.3 75.5 78.7 81.7 83.5 84.4 

本町 64.9 66.9 68.9 71.8 74.6 77.7 81.7 84.4 84.7 

溝辺 64.6 66.l 68.2 70.7 74.3 77.3 81.8 84.0 84.6 

陵南 64.7 66.9 69.9 72.3 75.8 78.7 81,7 84.8 84.8 
子
竹子 65.5 67.9 68.6 72.5 73.7 77.3 

※男子は，小4と中1, 中3県平均を上回っている。女子は， 中学生のすべての学年で町平
均が県平均を上回っている。

第251表 全国、県及び本町の児童、生徒体位比較

① 身長 （平成10年度） (cm) 

~ 
／」ヽ ,,,,. 子 校 中 ,,,.,. 子 校

6 7 8 ， 10 11 12 13 14 
全国 116.7 122.6 128.3 133.5 139.0 145.0 152.3 159.7 165.3 

男
本県 115.6 121.3 127.5 133.0 137.8 144.0 151.1 158.5 164.6 

本町 115.5 122.2 128.0 133.3 138.3 144.2 151.5 158.0 164.9 

溝辺 115.3 123.0 127.8 133.5 139.1 143.7 150.1 157.0 163.8 

陵南 117.2 122.8 127.1 134.2 137.5 144.6 152.8 158.9 165.9 
子
竹子 113.9 120.7 129.2 132.2 138.3 144.2 

全国 114.7 121.4 126.6 132.0 139.0 147.4 152.1 155.1 156.8 
女
本県 115.4 120.7 126.7 133.1 139.5 146.7 151.7 154.5 156.3 

本 町 115.0 122.0 127.2 131.8 140.6 148.5 152.5 155.6 155.9 

溝辺 115.1 121.5 129.1 132.0 139.8 147.4 152.8 156.7 155.9 

陵南 114.7 121.4 126.6 132.0 139.0 147.4 152.2 154.5 155.9 
子
竹子 115.2 123.0 125.8 131.3 142.9 150.7 

※ 小学男子1年以外は全国あるいは県平均を上回っている。女子はl・4年以外は全国平均を
上回っている。 中学男子の2年・女子の3年以外は全国あるいは県平均を上回っている。
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② 体重 （平成10年度） (kg) 

~ 
,jヽ ,>'-'子. 校 中 学 校

6 7 8 ， 10 11 12 13 14 
全国 21.7 24.5 27.7 31.2 34.9 39.1 44.6 49.9 54.9 

男
本県 21.3 23 9 27.3 30.6 34.3 38.1 43.2 48.7 53.7 

本町 21.5 25.6 27.4 32.3 34.3 39.5 43.6 47.3 53.1 

溝辺 21.3 24.9 27.2 33.2 34.1 39.9 43.3 48.9 51.6 

陵南 22.5 24.9 27 2 32.7 33.8 39.4 43.8 45.6 54.5 
子
竹子 20.7 24.1 27 7 30.9 35.1 39.3 

全国 21.2 23.8 27.0 30.5 34.8 39.8 44.7 47.9 50.4 
女
本県 21.1 23.3 26.6 30.1 33.8 41.1 44.3 47.2 50.0 

本町 20.6 24.7 26.2 28.6 35.0 41.4 45.0 46.6 49.2 

溝辺 20.7 23.2 27.0 28.9 32.5 41.7 45.8 47.9 50.0 

陵南 20.5 23.9 26.5 28.9 33 9 40.3 44.l 45.3 48.3 
子
竹子 20.6 27.0 25.0 28.0 38.5 42.2 

※ 小学男子5年以外は全国あるいは県平均を上回っている。女子の2・5・6年が全国あるいは
県平均を上回っている。中学1年の男子が県平均及び女子の1年が全国平均を上回っている。

③ 座高 （平成10年度） (cm) 

~ 
小 邑子 校 中 邑子 校

6 7 8 ， 10 11 12 13 14 
全国 65.1 67.9 70.5 72.8 75.2 77.8 81.2 84.7 87.7 

男
本県 64.5 67.2 70.1 72.8 74.8 77.4 80.0 83.7 87.0 

本町 65.0 68.1 70.6 72.8 75.1 77.9 80.6 83.2 88.2 

溝辺 64.6 68.0 69.9 72.3 74.3 77.2 80.4 82.4 87.7 

陵南 65.6 68.3 70.4 73.2 75.1 78.4 80.8 84.1 88.6 
子
竹子 64.7 68.0 71.6 72.8 76 0 78.2 

全国 64.7 67.4 70.2 73.0 76.1 79.5 82.3 83.8 84.7 
女
本県 64.3 66.9 69.7 72.7 75.7 79.5 81.9 83.3 84.4 

本 町 64.2 67.8 69.9 72.2 76.1 80 5 82.4 83.7 84.4 

溝辺 63.9 67.0 70.4 71.4 75.2 79.2 82.9 83.6 84.6 

陵南 64.2 67.2 70.0 72.5 75.7 80.2 81.9 83.7 84.2 
子
竹子 64.4 69.2 69.2 72.6 77.5 82.0 

※ 男子の4年以外は．全国あるいは県平均を上回っている。また女子でも1・4年以外は
全国あるいは県平均を上回っている。中学2年の男子と3年の女子以外は全国あるいは県
平均を上回っている。

505 



第 3章学校教育

252表 全国、県及び本町の児童、生徒体位比較

① 身長 （平成15年度） (cm) 

~ 
小 巫子 校 中 学 校

6 7 8 ， 10 11 12 13 14 
全国 116.7 122.5 128.2 133.6 139.0 145.2 152.8 160.2 165.5 

男
本県 116.1 122.1 127.2 132.7 138.1 144.6 152.1 159.0 164.3 

本町 115.7 122.7 126.4 132.6 138.8 144.9 155.1 160.6 164.8 

溝辺 115.7 123.0 126.4 132.3 139.6 143.5 155.4 160.3 163.4 

陵南 115.4 122.9 128.2 134.2 138.2 148.0 154.8 161.0 166.2 
子
竹 子 116.0 122.3 124.6 131.2 138.7 143.3 

女
全 国 115.8 121.8 127.5 133.5 140.2 146.8 152.1 155.2 156.7 

本県 115.3 120.9 127.0 132.5 139.9 145.7 151.9 154.3 156.3 

本町 115.0 120.0 126.3 132.4 141.l 147.2 152.3 155.2 156.2 

溝辺 116.4 121.2 126.3 132.2 142.7 146.0 151.4 155.5 156.4 

陵南 115.0 120.0 126.1 134.4 142.7 146.6 153.2 154.9 156.0 
子
竹子 113.6 119.0 126.5 130.6 137.9 149.0 

※ 小学5年・6年男子及び中学2年女子が県平均を上回っている。小学2年・中学1年・2年男子
及び小学校5年・6年・中学1年の女子は全国平均よりも良い。

② 体重 （平成15年度） (kg) 

~ 
小 、子と 校 中 学 校

6 7 8 ， 10 11 12 13 14 
全国 21.7 24.3 27.7 31.2 34.9 39.4 45.2 50.6 55.5 

男
本県 21.5 24.5 26.9 30.3 34.1 39.1 44.1 49.2 54.1 

本 町 21.3 23.9 25.9 30.5 35.2 38.8 47.4 50.6 57.4 

溝辺 21.3 24.2 25.5 30.0 36.2 35.7 49.1 50.3 56.7 

陵 南 21.4 23 9 26.6 32.9 34.0 44.0 45.7 50.8 58.0 
子
竹子 21.2 23.6 25.5 28.7 35.4 36.8 

全国 21.1 23.8 26.9 30.4 34.8 39.8 44.9 48.3 50.9 
女
本県 20.8 23.3 27.0 29.6 34.5 38.8 44.5 47.8 50.1 

本町 19.3 23.0 26.0 29.2 33.7 38.3 45.1 46.4 49.2 

溝辺 20.5 23.1 26.0 28.9 34.6 38.6 45.2 45.5 48.5 

陵南 19.7 23.9 27.6 30.3 36.0 36.8 44.9 47.2 49.8 
子
竹子 17.8 21.9 24.3 28.5 30.5 39.5 

※ 小学4年・中学2年の男子及び中学1年の女子が県平均を上回っている。 また，小学5年・中学l
年・3年の男子が全国平均よりも良い。女子は小学生はすべての学年で県平均を下回っている。
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③ 座高 （平成15年度） (cm) 

~ 
小 邑子 校 中 学 校

6 7 8 ， 10 11 12 13 14 
全国 65.0 67.7 70.4 72.8 75.1 77.9 81.5 85.2 88.1 

男
本県 64.8 67.6 70.0 72.5 74.8 77.6 81.2 84.5 87.5 

本町 64.9 68.2 69.5 72.1 74.9 77.6 82.9 86.0 87.9 

溝辺 64.3 67.8 69.0 71.5 75.1 76.7 83.4 85.9 88.1 

陵南 64.6 67.9 71.0 73.3 75.3 80.4 82.3 86.1 87.7 
子
竹 子 65.9 69.0 68.5 71.6 74.2 75.6 

全国 64.6 67.4 70.1 72.9 76.0 79.3 82.2 83.8 84.8 
女
本県 64.4 67.1 70.0 72.4 75.9 78.9 81.9 83.4 84.5 

本町 63.8 66.0 70.0 72.5 75.0 78.9 82.1 84.7 85.0 

溝辺 64.4 66.8 69.3 72.3 76.1 78.3 82.2 84.6 85.4 

陵南 64.6 67.1 70.5 73.5 75.5 79.5 81.9 84.8 84.6 
子
竹子 62.3 64.2 70.1 71.8 73.4 78.8 

※ 小学1年・5年中学3年の男子及び小学4年・中学2年の女子が県平均よりも上回っている。
また，小学2年・中学1年・2年の男子及び中学3年女子が全国平均よりも良い。
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一
九
九
―
一
年
（
平
成
四
年
）
の
九
月
か
ら
月
一
回
（
第
一

―土
曜
日
が

休
み
）
の
学
校
週
五
日
制
が
始
ま
り
、

月
か
ら
第
四
土
曜
日
も
休
み
と
す
る
月
二
回
の
学
校
週
五
日
制
に

な
っ
た
。

そ
し
て
‘
―

1
0
0
二
年
（
平
成
十
四
年
度
）
か
ら
毎
週
土
曜
日
を

休
み
と
す
る
完
全
学
校
週
五
日
制
が
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学

校
、
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
、
盲
学
校
｀
聾
学
校
、
及
び
養

護
学
校
に
お
い
て
全
国
的
に
実
施
さ
れ
た
。

完
全
学
校
週
五
日
制
は
、
次
代
に
生
き
る
子
ど
も
た
ち
の
望
ま

し
い
人
間
形
成
を
図
る
こ
と
を
基
本
的
な
ね
ら
い
と
し
て
、
学
校
‘

家
庭
、

地
域
社
会
が
一

体
と
な
り
、
社
会
全
体
で
子
ど
も
た
ち
に

「
生
き
る
力
」
を
育
み
、
健
や
か
な
成
長
を
促
す
こ
と
を
目
的
と

し
て
実
施
さ
れ
た
。
子
ど
も
の
生
活
時
間
に
「
ゆ
と
り
」
を
も
っ

て
子
ど
も
た
ち
が
臨
む
よ
う
な
、
生
活
体
験
、
自
然
体
験
、
社
会

体
験
‘
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
楽
し
み
な
が
ら
生
活
で
き
る
能

力
を
身
に
付
け
る
た
め
に
、
新
学
習
指
導
要
領
は
、
意
欲
を
持
っ

て
、
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
る
な
ど
の

＇ /¥ 

「
確
か
な
学
力
」
を
身
に

一
九
九
五
年
（
平
成
七
年
）
四

完
全
学
校
週
五
日
制
へ

の
移
行

「
生
き
る
力
」
「
確
か
な
学
力
」

を
持
っ
た
子
ど
も
を
育
て
る
た
め
に
次
の
よ
う
な
事
が
実
践
さ
れ

て
い
る
。

口

教
育
内
容
の
厳
選

口
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
充
実

口

選
択
学
習
の
幅
の
拡
大
（
中
学
校

・
高
等
学
校
）

⑩
新
し
い
学
習
指
導
要
領
の
ね
ら
い
を
実
現
す
る
た
め
の

「
評
価
」

え
た
、

「
評
価
」
に
変
わ
っ
て
い
る
。

国
際
理
解
・
環
境
•
福
祉

・

健
康
の
学
習
や
子
ど
も
た
ち

の
興
味
•
関
心

・

意
欲
・
態
度

・

進
路
希
望
な
ど
「
個
性
を
生
か

す
教
育
」
等
が
実
施
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
よ
さ
を
、
よ
り
引
き

出
す
た
め
の

こ
さ
せ
る

「
や
る
気
」
を
起

ま
た
、
家
庭
や
地
域
社
会
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
が
ゆ
と
り
の

あ
る
生
活
の
中
で
、
人
間
形
成
の
基
礎
を
培
い
豊
か
な
自
己
実
現

を
図
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
が
様
々
な
体
験
を
通
し

て
生
き
方
を
学
ん
だ
り
人
間
性
を
高
め
た
り
す
る
よ
う
配
慮
す
る

必
要
が
あ
る
。

「
評
価
」
に
よ
り
子
ど
も
た
ち
の

な
ど
「
わ
か
る
授
業
」
「
工
夫
さ
れ
た
授
業
」
教
科
の
枠
を
超

新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
は

付
け
た
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
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家
庭
や
地
域
社
会
に
お
い
て
子
ど
も
の
生
活
が
こ
の
よ
う
に
変

わ
る
た
め
に
は
、
親
や
地
域
住
民
に
、
自
ら
主
体
的
に
判
断
し
行

動
で
き
る
子
ど
も
を
育
成
す
る
教
育
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
協
力
を
得
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
ま
た
、

子
ど
も
が
学
校
外
に
お
け
る
豊
か
な
体
験
を
す
る
機
会
や
場
を
増

や
す
た
め
、
家
庭
や
地
域
社
会
と
連
携
を
強
化
し
、
子
ど
も
の
学

校
外
に
お
け
る
活
動
が
一
層
活
性
化
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

完
全
学
校
週
五
日
制
は
大
き
な
教
育
改
革
で
、
親
や
地
域
社
会
‘

教
師
等
の
意
識
の
転
換
に
支
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
「
授
業
が

変
わ
る
。
」
「
評
価
が
変
わ
る
。
」
「
先
生
も
変
わ
る
。
」
「
子
ど
も
た

ち
が
変
わ
る
。
」
そ
し
て
「
学
校
が
変
わ
る
。
」
た
め
の
努
力
が
必

要
で
あ
る
。

第253表 歴代PTA連絡協議会長

隷 会 長 所属 蒻 会 長 所属

61 中久保稔 竹小 7 西留丸美 陵中

62 森田 二男 溝小 8 丸山幸男 竹小

63 笹峯 純隆 陵小 ， 山元春行 溝小
冗 川添睦夫 溝中 10 馬場勝芳 陵小

2 笹峯 純隆 陵中 11 岩澤 豊 溝中

3 深見正夫 竹小 12 加世田豊春 陵中

4 今吉歳晴 溝小 13 齋藤 修 竹小

5 笹峯 勉 陵小 14 今島 利幸 溝小

6 永山作二 溝中 15 演川 吉博 陵小

16 松元 深 溝中

七

P
T
A
会
長
等
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第254表 年度別各単位役員PTA役員

溝辺小P 陵南小P 竹子小P 溝辺中P 陵南中P

H 
会 長 荒田 満 横山 公一 野村 勝次 川添睦夫 木佐木信廣

副会長 神田橋正弘 山口道哉 蔵園和寛 中久保稔 山下 春幸
プE
副会長 岩下 徳 芦田真智子 仮屋園恵美子 大住友代 前田とみ子

H 
会 長 神田橋正弘 横山公一 蔵園和寛 隈元為次 笹峯 純隆

副会長 小田島信男 末重 ,.,,. 子 仮屋園恵美子 中久保稔 末原純男
2 
副会長 永山 久子 福徳陽子 深見正夫 山村 晴子 福丸タキ子

会 長 小田島信男 末重 学 深見正夫 隈元為次 笹峯純隆

H 副会長 今吉歳晴 笹峯 勉 今吉孝一 岩切正信 末原純男

3 副会長 野間康子 鎌田明美 仮屋園恵美子 松山 節子 満塩美代子

副会長 田畑 栄

会 長 今吉歳晴 笹峯 勉 深見正夫 野村勝次 末原純男

H 副会長 長崎美二 東郷年幸 竹下 大介 永山作二 横山公一

4 副会長 秋山実嗣 末永 利治 竹内 智子 重丸静美 川原サッェ

副会長 今吉智子 鎌田明美

会 長 今吉歳晴 笹峯 勉 剥岩 裕 永山 作二 横山公一

H 副会長 宮森 克己 有村国展 竹下大介 祝儀園賓 住吉康雄

5 副会長 秋山実嗣 末永 利治 犬堂常子 中尾桂子 川原サツェ

副会長 萩原千鶴 三好昭子 中原正美

副会長 木佐木俊春 有村国展 竹下大介 永山 作二 住吉康雄

H 会 長 溝口悦郎 吉満耕一 丸山幸男 藤谷文孝 西溜丸美

副会長 今吉敬子 山下 容子 中久保治子 今吉達男 福永まゆみ

6 副会長 秋山 実 末永 利治 貞 しげ子 蔵園幸子

副会長 西原正美

副会長 溝口悦郎 吉満耕一 竹下大介 剥岩 裕 西溜丸美

H 会 長 北里洋一 岩元康良 丸山幸男 藤谷文孝 笹峯 勉

副会長 宮地まゆみ 山下容子 中久保治子 木佐木俊春 三好昭子

7 副会長 田丸茂樹 末永 利治 貞 しげ子 今吉智子

副会長 中原正美

会 長 迫間清文 吉満耕一 丸山幸男 剥岩 裕 笹峯 勉

H 副会長 山元春行 加世田豊春 西野伸一 今吉歳晴 国生哲也

8 副会長 下久保里見 水流添律子 久木田由美子 田方良子 三好昭子

副会長 田丸茂樹 下田慎澄 貞 しげ子
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会 長 山元春行 加世田豊春 西野伸一 今吉歳晴 笹峯 勉

H 副会長 松元 深 馬場勝芳 外山 忠 木佐木俊春 水流添寿

副会長 川越生子 水流添律子 大山文代 岩澤 豊 中村加奈子， 副会長 田丸茂樹 下田 浜澄 本田博隆 三宅多喜子
副会長 廣瀬 平

会 長 松元 深 馬場勝芳 外山 忠 岩澤 豊 加世田豊春

H 副会長 神園輝美 上原勝美 上井義美 溝口瑞代 楠木四美

副会長 川越生子 水流添律子 下久保悦子 今吉睦美 永田郁子

10 副会長 田丸茂樹 下田浜澄 本田博隆 石野孝昭 青木 利博

副会長 廣瀬 平

会 長 松元 深 馬場勝芳 上井義美 岩澤 豊 加世田豊春

H 副会長 松山茂樹 有村友志 外山広幸 今吉睦美 上原勝美

副会長 溜村久留美 木木木 康子 吉田美保子 竹下大介 永田郁子

11 副会長 辻 建男 下田 慎澄 本田博隆 平賀美幸 青木 利博

副会長 廣瀬 平

会 長 松山茂樹 馬場勝芳 外山広幸 竹下 大介 加世田豊春

H 副会長 今島利幸 福永義和 齋藤 修 岩元博昭 上原勝美

副会長 山村雪子 酒匂加代子 小浜富士子 外山 、中.... 、 山下容子

12 副会長 辻 建男 豊重勝徳 岩切博文 溜村久留美 青木利博

副会長 濱崎 功

会 長 今島 利幸 福永義和 常藤 修 竹下 大介 上原勝美

H 副会長 今吉耕己 今吉裕一 内山建志 岩元博昭 山下 容子

副会長 山口博美 村田美和 小浜富士子 西野伸一 福永博明

13 副会長 辻 建男 豊重勝徳 岩切博文 溜村久留美 西園浩＝

副会長 濱崎 功

会 長 今島 利幸 福永義和 内山建志 岩元博昭 福永博明

H 副会長 今吉耕己 演川 吉博 日高浩二 西野伸一 上捨石秀之

14 副会長 山口博美 村田 美和 荒武千鳥 松下美千代 水流添律子

副会長 和田敏郎 豊重勝徳 岩切博文 濱崎 功 西園浩二

会 長 今吉耕己 演川 吉博 日高浩二 西野伸一 福永博明

H 副会長 山口紀史 上~右u.., 泉 蔵園成美 松元 深 上捨石秀之

15 副会長 満塩晴美 村田美和 荒武千鳥 小浜富士子 馬場和代

副会長 和田敏郎 豊重勝徳 鶴丸博文 堀 正信 西園浩二

会 長 今吉耕己 演川 吉博 西野伸一 松元 深 福永博明

H 副会長 山口紀史 有川 剛 久木田富士郎 仮屋園修 上捨石秀之

16 副会長 満塩晴美 村田美和 福村美紀 小浜富土子 有村靖子

副会長 和田敏郎 上原祐二 鶴丸博文 堀 正信 石塚宏志
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学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

学
校
給
食
の
歴
史
は
意
外
と
長
い
。
戦
前
は
世
界
大
戦
に
よ
る

多
く
の
海
外
出
兵
を
か
か
え
、
戦
死
す
る
者
も
多
く
、
国
策
と
し

て
産
め
よ
増
や
せ
よ
を
奨
励
し
『
子
ど
も
は
国
の
宝
』
で
あ
る
と

し
、
特
に
男
子
の
出
生
が
望
ま
れ
て
い
た
。

食
糧
難
の
中
、
将
来
国
を
支
え
る
子
ど
も
と
し
て
、

ン
味
噌
汁

・
肝
油
な
ど
の
給
食
が
あ

っ
た
。

た
だ
、
都
会
が
中
心
で
比
較
的
食
糧
が
あ

っ
た
地
方
で
は
給
食

戦
後
、

ア
メ
リ
カ
か
ら
無
償
提
供
さ
れ
た
脱
脂
粉
乳
に
よ
る
栄

養
補
給
の
た
め
の
給
食
が
再
開
さ
れ
た
。

そ
の
後
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
主
体
と
な
っ
て
き
た
。
パ
ン
か
ら

米
飯
の
給
食
に
移
り
、
内
容
も
著
し
く
充
実
し
、
家
庭
の
食
事
内

容
の
補
完
に
重
要
な
役
割
と
、
『
食
』
に
対
す
る
『
教
育
と
躾
』

が
学
校
給
食
の
大
切
な
目
的
と
な
っ
て
き
た
。

溝
辺
町
に
お
け
る
学
校
給
食
は
、
郷
土
史
続

一
に
記
述
さ
れ
て

は
な
か

っ
た
。

八

学

校

給

食

コ
ッ
ペ
パ

溝辺町学校給食センター落成式
堕-~!'IHIJ''"'"·';.,.. ~ 
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竹
子
小
学
校

ル
ク
給
食

0
八

面

業

務

開
始

給
食
人
員
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
狭
陰
と
な
っ
て
き
た
た
め
、

溝
辺
小
学
校
の
一
角
（
現
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
）
に
新
築
移
転

し
た
。平
成
八
年
に
全
国
の
学
校
給
食
施
設
で
腸
管
大
腸
菌
0

|
―
五

七
に
よ
る
食
中
毒
が
多
発
し
、
学
校
給
食
管
理
基
準
が
改
正
さ
れ
、

平
成
十
――
一
年
四
月
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
施
設
を
、
上
床
公
園

内
の

一
角
に
建
設
し
共
用
開
始
と
な
っ
た
。

各
学
校
の
単
独
給
食

昭
和
二
十
三
年
十
二
月
八
日

昭
和
五
十
二
年
六
月

五
面
（
旧
溝
辺
小
学
校
現
役
場
駐
車
場

し
か
し
、
昭
和
五
十
二
年
施
設
の
老
朽
化
、
旧
型
化
し
た
上

昭
和
四
十
年
三
月

ま
っ
た。

本
町
の
学
校
給
食
は
、
昭
和
――
―十
三
年
に
ミ
ル
ク
給
食
か
ら
始

ま
り
、
昭
和
三
十
九
年
に
は
す
べ
て
の
学
校
が
単
独
方
式
の
完
全

給
食
と
な
っ
た
が
、

な
運
営
を
図
る
た
め
、
昭
和
四
十
年
に
は
栄
養
格
差
解
消
や
効
率
的

セ
ン
タ
ー
方
式
に
切
り
替
え
ら
れ
た
。

給
食
セ
ン
タ
ー
は
、

旧
溝
辺
小
学
校
敷
地
の

一
角
（
現
役
場
駐

車
場
入
口
付
近
）
に
新
築
し
、

セ
ン
タ
ー
方
式
に
よ
る
給
食
が
始

馬
立
分
校

昭
和
三
十
九
年

一
月
九
日

（
現
陵
南
中
学
校
）

入
口
付
近
）

(
A
型
五
日
）

完
全
給
食
（
委
託
乳
）

完
全
給
食

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成

セ
ン
タ
ー
方
式
発
足
、
完
全
給
食
開
始

(
A
型
五
日
）

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
、
旧
型

化
将
来
的
に
給
食
人
員
の
増
加
が
見
込

ま
れ
、
溝
辺
小
学
校
の

一
角
（
現
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
）
に
新
築
移
転
三

（
委
託
乳
）

ニ――
―三
、

玉
利
中
学
校
昭
和
三
十
九
年
一
月
九
日

昭
和
三
十
九
年

一
月
九
日

玉
利
小
学
校

溝
辺
小
学
校
昭
和
三
十
七
年
十

一
月
九
日

完
全
給
食

学
校
給
食
の
沿
革

（
脱
脂
粉
乳
）

大
き
い
。

溝
辺
中
学
校

昭
和
――
-
+
―二
年
十
二
月
八
日

ル
ク
給
食

い
る
よ
う
に
、
児
童
生
徒
の
体
位
向
上
に
果
た
し
て
い
る
役
割
は

（
脱
脂
粉
乳
）
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平
成
元
年
四
月

平
成
十
年
七
月

平
成
十
――
一
年
―
―
月

平
成
十
三
年
四
月

平
成
十
三
年
五
月

平
成
十
三
年
八
月

等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
す
る
。

べ
て
も
ら
い
た
い
思
い
」

等
に
つ
い
て

も
た
ち
に
安
全
で
お
い
し
い
野
菜
を
食

の
会
員
と

野
菜
協
議
会

「
地
産
地
消
の
取
り
組
み
」

鹿
児
島
県
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
コ

平
成
十
五
年

一
月

福
元
紘
県
教
育
長
来
町

の
会
員
と

野
菜
協
議
会

「
野
菜
作
り
の
苦
労
や
子
ど

脇
田
稔
県
教
育
長
来
町

ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
方
式
に
よ
る
供
用
開
始

夫
」
に
つ
い
て
実
践
発
表
を
す
る
。

料
理
能
力

一
日

国
庫
補
助
金

四

‘
1
0九
面

三
四
五
、
八
七
三
、
0
0
0
円

三
0
四、

三
二
二
、
0
0
0
円

一
、五

0
0食

四
一
、
六
四

一
、
0
0
0
円

調
理
師
大
会
で
岩
切
ア
ツ
子
調
理
師
が

一
般
財
源

平
成
十
四
年
八
月

東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
全
国
学
校
給
食

「
地
場
産
物
を
取
り
入
れ
た
献
立
の
エ

財
源
内
訳

つ
い
て
実
践
発
表
を
す
る
。

敷
地
面
積

事
業
費

域

・
家
庭
と
連
携
し
た
学
校
給
食
」
に

士
大
会
で
外
山
澄
子
栄
養
士
が

砿

セ
ン
タ
ー
改
築
検
討
委
員
会
発
足

給
食
セ
ン
タ
ー
完
成
（
上
床
公
園
）

鉄
骨
平
屋
建

八
〇
六、

一
2m

平
成
十
四
年
七
月

岩
手
県
で
開
催
さ
れ
た
全
国
学
校
栄
養

る
。
替
食
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
放
映
さ
れ

腸
管
大
腸
菌
0
|

―
五
七
に
よ
る
給
食

平
成
十
三
年
十

一
月

M
B
C
テ
レ
ビ
で
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
代

米
飯
給
食

週
三
回
実
施

一
円
に
放
映
さ
れ
る
。

表
彰

地
産
地
消
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
九
州

学校教育

昭
和
五
十
九
年
九
月

優
良
給
食
セ
ン
タ
ー
と
し
て
文
部
大
臣

勝
負
」

で
給
食
セ
ン
タ
ー
の
歴
史
あ
る

昭
和
五
十
九
年
四
月
米
飯
給
食

週
一
回
実
施

週
二
回
実
施

平
成
十
三
年
十

一
月

N
H
K
テ
レ
ビ
番
組
「
九
州
沖
縄

一
本

昭
和
五
十
二
年
十
一
月
米
飯
給
食

ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞
受
賞
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い
て
野
菜
協
議
会
は
文
部
科
学
大
臣
表
彰
受
賞

古
屋
）
で
山
村
事
務
長
が
「
実
践
発
表
」
の
あ
と
、
同
大
会
に
お

学
校
給
食
野
菜
協
議
会

最
近
『
地
産
地
消
』
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
地
元
志
向
が

高
ま
り
つ
つ
あ
る
が
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
い
ち
早
く
、
地

昭
和
四
十
年
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
た
の
を
期
に
、

野
菜
協
議
会
が
結
成
さ
れ
、
野
菜
ス
ー
プ
の
野
菜
八
八
％
は
野
菜

協
議
会
の
会
員
の
栽
培
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

発
足
当
時
は
会
員
九
名
だ
っ
た
が
、

平
成
六
年
に
は
三
名
と

一
時
は
減
少
し
た
が
、

平
成
十
二
年
に
は
、

意
見
交
換
を
す
る
。

昭
和
六
十
年
に
は
六
名
、

同
年
十
月
に
は
極

楽
婦
人
部
と
ほ
か

一
名
が
加
わ
り
活
発
化
す
る
。

月
刊
誌
『
学
校
の
食
事
』
に
学
校
給
食
に

つ
い
て
外
山
栄
養
士
が
寄
稿
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、
給
食
セ
ン
タ
ー

平
成
十
三
年
七
月
八
日
鹿
児
島
新
報
で

か
ら
、
と
大
き
く
報
道
さ
れ
、
消
費
拡
大
に
つ
な
が
る
と
農
家
も

平
成
十
三
年
九
月
第
五

二
回
全
国
学
校
給
食
協
議
会
大
会
（
名

期
待
し
て
い
る
。

『
地
産
地
消
』
は
学
校

と
地
場
産
の
給
食
材
料
の
安
全
と
愛
着
が
定
着
し
て
い
る
。

産
地
消
は
学
校
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

最新の調理機器
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二
歳
児

二
0
人
以
内
と
な
っ
て
い
る
。

達
を
促
し
て
い
く
教
育
環
境
の
整
備
を
重
視
し
て
い
く
。

四
歳
児

五
歳
児

陵
南
幼
稚
園
は
、
学
校
教
育
法
で
定
め
る
公
立
の
幼
稚
園
で
、

幼
児
を
保
育
し
適
当
な
環
境
を
与
え
て
、
そ
の
心
身
の
発
達
を
助

長
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
四
十
七
年
四
月
鹿
児
島
空
港

開
港
に
あ
わ
せ
陵
南
小
学
校
の

一
教
室
を
借
用
し
て
、
幼
稚
園
設

置
基
準
に
基
ず
き
二
学
級
定
員
八

0
人
で
発
足
し
た
。

当
初
の
入
園
児
は
、
男
子

一
0
人

女

子

―一

人
だ

っ
た
。

そ
の
後
、
昭
和
五
十

一
年
度
に
園
舎
が
建
設
さ
れ
た
。

平
成
十
四
年
四
月
、
園
舎
は
耐
震
診
断
の
結
果
、
改
築
の
必
要

性
が
生
じ
全
面
改
築
と
な
っ
た
。
こ
の
全
面
改
築
に
あ
わ
せ
、
四

歳
児

・
五
歳
児
の

二
学
級
か
ら
、
三
歳
児
学
級
を
増
設
し
平
成
十

五
年
度
か
ら
定
員
も
九

0
人
と
な
っ
た
。

三
五
人
以
内

三
五
人
以
内

基
本
的
事
項

〇
幼
児
教
育
は
、
人
間
形
成
の
基
礎
が
培
わ
れ
る
極
め
て
重
要
な

時
期
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
幼
児

一
人
一
人
の
望
ま
し
い
発

各
年
齢
の
学
級
定
員
編
成
は

幼
児
教
育
の
振
興

四

代

蔵

園

輝

美

代

本

田

允

章

代

野

プE

耕

初
代
副
園
長

榎

本

箕

人

寸木

十
三
代

村

園
長

・
副
園
長
は
、
陵
南
小
学
校
の
校
長
教
頭
兼
務
で
あ
っ
た

が
、
平
成
七
年
四
月
副
園
長
は
専
任
と
な
っ
た
。

有

克

孝

十
二
代

上

宰
月
、
1

志

十

一
代

茶

屋

晃

十

代

水

間

司

陵
南
幼
稚
園

九

代

時

任

陽

一
郎

幼児教育

八

代

北
之
園

緑

第
四
章

幼
児
教
育

七

代

歴
代
園
長
（
平
成
元
年
七
代
か
ら
）

荒

田

耕
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陵南幼稚園

き
る
力
」

の
基
礎
や
小
学
校
以
降
の
学
校
教
育
全
体
の
生

活

・
学
習
の
基
礎
を
培
う
と
い
う
甚
本
に
立
っ
て
、
教
育
活

動

・
教
育
環
境
の
充
実
を
図
る
。

集
団
生
活
を
通
じ
て
幼
児

一
人

一
人
の
発
達
に
応
じ
、

「生

0
入
園
を
希
望
す
る
す
べ
て
の
満
三
歳
児
＼
五
歳
児
の
就
園
を
目

標
に
、
次
の
視
点
に
立
っ
て
施
策
の
展
開
を
図
る
。

施
策
の
展
開

教
育
目
標

日
し
）

ー
ノ

四

歳

児

五

歳

八
六
、
四

―一
五、

0
0
0
円

事
（
空
調
機
個
別
方
式
）

育
参
観
）

副
園
長
専
任
と
な
る

「
親
と
子
の
育
ち
の
場
」

機
能
を
充
実
す
る
。

と
し
て
の
幼
稚
園
の
役
割

・

・
幼
稚
園
と
小
学
校
の
連
携
を
推
進
す
る
。

・
幼
稚
園
と
保
育
園
は
、
各
々
の
目
的
と
役
割
を
有
す
る
と
と

も
に
両
施
設
の
連
携
を

一
層
推
進
す
る
。

豊
か
な
心
を
も
ち
、

友
達
と
元
気
よ
く
遊
び
、
自
分
の
思
い
を
精
い

っ
ぱ
い
表
現
し

た
く
ま
し
く
生
き
る
園
児
の
育
成

幼
稚
園
の
沿
革
（
平
成
元
年
以
降
）

平
成
七
年
四
月

平
成
十
年
十
月

平
成
十

一
年
七
月

平
成
十
四
年
――
―月

平
成
十
四
年
四
月

九
州
国
公
立
幼
稚
園
研
究
大
会
鹿
児
島
大
会

公
開
保
育
分
科
会
会
場

地
区
幼
稚
園
教
育
研
修
会
（
本
園
会
場

園
舎
大
規
模
改
造
新
増
改
築
設
計
、
監
理
工

三
学
級
と
な
る

（三
歳
児

保

地
域
の
幼
児
教
育
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
を
活
用
し

て、
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れ
た
保
育
園
で
町
内
に
四
カ
所
あ
る
。

保
育
園
は
無
認
可
と
認
可
が
あ
る
が
、
溝
辺
町
は
全
て
認
可
さ

と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

「
市
町
村
は
、
保
護

者
が
労
働
や
疾
病
に
よ
り
監
護
す
べ
き
乳
幼
児
な
ど
で
、
保
育
に

欠
け
る
子
ど
も
達
を
、
保
育
園
に
入
所
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

保
育
園
は

児
童
福
祉
法
に
よ
る
施
設
で

保

育

園

年度元 2 3 4 5 6 7 8 
年少組 ／／／／／／／／
年中組 3327 27 26 20 26 22 28 
年長組 3434 35 22 26 23 30 21 
合計 6761 62 48 46 49 52 49 

平
成
十
四
年
十
月

第

255
表

-
園
庭
整
備
工
事

園
児
の
推
移

九
七

0
、
0
0
0
円

町
内
各
保
育
園
の
現
状
は
次
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

保
育
園
は
子
育
て
支
援
、
少
子
化
対
策
の
第

一
線
だ
と
思
わ
れ

る
。

の
平
均
）
は
平
成
十
四
年
で
は
、
過
去
最
低
の

合
計
特
殊
出
生
率
（
一
人
の
女
性
が
生
涯
に
産
む
子
ど
も
の
数

い
る
。

の

一
途
を
た
ど
っ
て
き
た
。
こ
れ
と
同
じ
く
子
ど
も
の
数
も
少
な

の
変
化
と
、
共
稼
ぎ
か
ら
共
働
き
へ
と
女
性
の
社
会
進
出
が
活
発

と
な
り
、
保
育
園
の
必
要
性
は
益
々
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

少
子
化
が
深
刻
と
な
る
中
、
育
児
中
の
母
親
を
支
援
す
る
施
設

大
学
に
も
、

子
育
て
に
頑
張
る
学
生
の
た
め
に
保
育
所
を
開
設

し
、
子
連
れ
で
通
学
し
て
い
る
大
学
院
生
の
要
望
も
実
を
結
ん
で

•

三
二
ま
で
落

ち
込
ん
で
い
る
。
歯
止
め
を
か
け
る
に
は
女
性
が
安
心
し
て
出
産

し
、
育
児
に
取
り
込
め
る
社
会
を
、
男
女
し
て
つ
く
る
し
か
な
い
。

少
子
高
齢
化
が
す
す
み
、

子
育
て
世
帯
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳

し
い
。
働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

が
、
全
国
的
に
も
ひ
ろ
が

っ
て
き
て
い
る
。

く
な

っ
た
が
、
生
活
圏
の
拡
大
、
通
勤
圏
の
拡
大
、
生
活
の
形
態

昭
和
―

―十
四
年
の
九
、

0
三
0
人
を
ピ
ー
ク
に
、
人
口
は
減
少
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平
成
平
成

三
年
九
月

五
年
三
月

る 二
代
園
長

便
所
等
増
改
築

社
会
福
祉
法
人

白
蓮
福
祉
会
経
営
と
な

新
園
舎
建
築
工
事
完
了

平

成

八

年

六

0
人

六
三
人

平

成

七

年

六
0
人

六
二
人

平
成

六
年

六

0
人

六
四
人

昭
和
五
十
八
年
七
月

平

成

五

年

六

0
人

六

一
人

昭
和
四
十
五
年
四
月

加

来

宗

暁

就

任

平

成

四

年

六
0
人

六
0
人

昭
和
四
十
年
四
月

定
員
六

0
人
と
な
る

平
成

二
年

六

0
人

五
六
人

平
成

二
年

六
0
人

五
八
人

初
代
園
長

加

来

貞

信

平
成

冗
年

六
0
人

六
一
人

高
陵
寺
保
育
園

保
育
方
針
及
び
目
標

ま
こ
と
の
保
育

宗
教
情
操
を
基
盤
と
し
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
を
基
盤
と
し
て
、

昭
和
三
十
二
年
一
月

昭
和
四
十
年
三
月

高
陵
寺
保
育
園
園
舎
建
築

宗
教
法
人
高
陵
寺
保
育
園
認
可

園
舎
増
改
築

年

度

定

数

入
園
児
数

昭
和
三
十

一
年
十

一
月

本
堂
に
て
開
設

昭
和
二
十
八
年
五
月
農
繁
期
季
節
託
児
所
を
有
川
の
高
陵
寺

沿

革

平
成
十
六
年
十
一
月

保
護
者
も
保
育
者
も
共
に
育
て
ら
れ
る
保
育
。

平
成
十
四
年
四
月

び
ゃ
っ
こ
う
だ
い
こ
発
足

D
 
ヵ

自
主
事
業
『
子
育
て
子
育
ち
支
援
セ
ン
タ

平
成
十
二
年
二
月

平
成
十
三
年
四
月

平
成
十
三
年
四
月

学
童
保
育
開
始
（
平
成
八
年
四
月
認
可
）

工
事
完
了

三
代
園
長

ー
』
設
立

太
陽
光
発
電
導
入

定
員
と
入
園
児
数
の
推
移

（
毎
年
十
月

一
日
現
在
）

※
平
成
十

一
年
以
降
は
法
改
正
に
よ
り
広
域
入
所
が
可
能
に
な

っ
た
こ
と
に
よ
る
全
入
園
児
数
を
示
す
。
以
下
同
じ

来

宗

慶

就
任

(~) 

少
子
化
対
策
事
業
に
よ
り
、
園
舎
増
改
築

平

成

七

年

四

月
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る
。
を
積
極
的
に
行

っ
て
い

の
促
進

・
一
時
保
育

・
地

域
活
動

・
学
童
保
育
な
ど

事
業
と
し
て
、
延
長
保
育

平

成

八

年

六

月

園
舎
改
修

平

成

八

年

四

月

定
数
改
定

四
五
人
と
な
る

平
成

七
年
四
月

自
主
事
業

学
童
保
育
開
始

平

成

四

年

四

月

三
代
園
長

加

来

稔

子

就

任

平
成

一
年
四
月

加

来

白

鳴

就

任

平
成

一
年
四
月

定
数
増

六

0
人
と
な
る

平
成

補
助
事
業
に
よ
り
園
舎
増
築

初
代
園
長

加

来

稔

子

就

任

昭
和
五
十
三
年
四
月
白
蓮
保
育
園
竹
子
に
開
設

昭
和
五
十
二
年
二
月

町
立
農
山
村
保
育
所
と
し
て
経
営
さ
れ
る

社
会
福
祉
法
人

J

の
ほ
か
、
特
別
保
育

昭
和
五
十

一
年

・
五
十
二
年

平
成
十
六
年

六
0
人

六
七
人

沿

革

平
成
十
五
年

六

0
人

六
四
人

保
護
者
も
保
育
者
も
共
に
育
て
ら
れ
る
保
育
。

平
成
十
四
年

六

0
人

五
五
人

平
成
十
――一年

六

0
人

六
二
人

平
成
十
二
年

六

0
人

六
五
人

幼児教育

平
成
十

一
年

六

0
人

七

0
人

平

成

十

年

六
0
人

六
八
人

平
成

九
年

六
0
人

六
二
人

白
蓮
保
育
園

保
育
方
針
及
び
目
標

ま
こ
と
の
保
育

宗
教
情
操
を
基
盤
と
し
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
を
甚
盤
と
し
て
、

一
年
二
月

二
代
園
長

白
蓮
福
祉
会
設
立

定
数
三

0
人

（二）
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平
成
十

一
年

平
成
十
二
年

平

成

十

年

四
五
人

四
五
人

四
五
人

平

成

九

年

四
五
人

平

成

八

年

四
五
人

平

成

七

年

六
0
人

四

0
人

屯

- . 

平
成

六
年

六

0
人

五

一
人

平

成

五

年

六
0
人

五
0
人

白蓮保育園

平

成

四

年

六
0
人

四
五
人

平
成

二
年

六
0
人

四
―
一人

平
成

二
年

六

0
人

四
四
人

平
成

冗
年

六
0
人

四
七
人

年

度

定

数

入
園
児
数

六

代

園

長

加

来

敏

道

就

任

る。

鼠画

時
保
育
・
地
域
活
動

・
学
童
保
育
な
ど
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

平
成
十

一
年
四
月

平
成
十
二
年
二

月

平
成
十
三
年
四
月

平
成
十
三
年
四
月

平
成
十
五
年
四
月

タ
ー
設
立

定
員
と
入
園
児
数
の
推
移

（
毎
年
十
月
一
日
現
在
）

三
八
人

四
三
人

三
九
人

五
三
人

三
四
人

J

の
ほ
か
、
特
別
保
育
事
業
と
し
て
、
延
長
保
育
の
促
進

nu~ 

ヵ

自
主
事
業

・
子
育
て
子
育
ち
支
援
セ
ン

平
成
十
六
年

四
五
人

少
子
化
対
策
事
業
園
舎
増
改
築
完
了

五
代
園
長

来

康

代

就
任

平
成
十
五
年

四
五
人

平
成
十
四
年

四
五
人

四

代

園

長

加

来

宗

慶

就

任

平
成
十
三
年

四
五
人

三
九
人

三
八
人

三
一

人

三
九
人
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昭
和
五
十
五
年
四
月

藤

谷

文

孝

就

任

初

代

園

長

藤

谷

瑛

徹

就

任

定
員
六

0
人

可）

昭
和
三
十
六
年
三
月
照
明
保
育
園
と
し
て
麓
に
設
立
（
無
認

沿

革

育
ち
あ
う
姿
勢
を
大
切
に
す
る
。

保
育
方
針
及
び
目
標

家
庭
や
地
域
社
会
と
の
連
携
を
密
に
し
て
家
庭
養
育
の
補
完
を

行
い
、
子
ど
も
が
健
康
で
安
全
で
情
緒
の
安
定
し
た
生
活
が
で
き

る
環
境
の
下
で
、
自
己
を
十
分
に
発
揮
し
な
が
ら
活
動
で
き
る
よ

う
に
す
る
と
と
も
に
、
健
全
な
心
身
の
発
達
を
助
長
す
る
。

子
ど
も
を
囲
む
す
べ
て
の
大
人
た
ち
の
愛
情
と
叡
知
と
良
識
を

も
っ
て
、
子
ど
も
を
よ
く
理
解
し
、

子
ど
も
に
ふ
さ
わ
し
い
『
生

存
と
人
権
が
守
ら
れ
た
安
定
し
た
生
活
』
を
め
ざ
し
、
共
に
学
び、

昭
和
三
十
七
年
五
月

昭
和
五
十

一
年
三
月

社
会
福
祉
法
人
照
明
保
育
園
設
立
認
可

定
員
八

0
人
と
な
る

二
代
園
長

口
照
明
保
育
園

平
成
十
四
年
二
月

平
成
十
四
年
三
月

平
成
十
四
年
四
月

新
に
光
耀
福
祉
会
設
立

か
ら
分
離
独
立

平

成

十

年

四

月

園
舎
増
改
築

三
代
園
長

定
員
九

0
人
と
な
る

照明保育園

新
法
人
と
し
て
設
置
経
営
照
明
福
祉
会

藤

谷

や

よ

い

平

成

七

年

十

月

る

昭
和
六
十
三
年
十
二
月
法
人
の
名
称
変
更

昭
和
五
十
六
年
四
月

就
任

照
明
福
祉
会
と
な

心
悦
保
育
園
（
定
員
六

0
)
設
置
経
営
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平
成
十
一
年

平
成
十
二
年

平
成
十
三
年

平
成
十
四
年

平
成
十
五
年

平
成
十
六
年

こ
の
ほ
か
、
特
別
保
育
事
業
と
し
て
、
延
長
保
育
の
促
進

・
-

時
保
育

・
地
域
活
動

・
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・

乳
児
保
育

九
0
人

―
―
五
人

平
成
十
二
年
二
月

平
成
十
三
年
八
月

平
成

十
年
二
月

事
務
所
を
新
築
し
乳
児
室
を
改
造

乳
児
室
を
増
築

法
人
事
務
所
所
在
地
変
更

九
0
人

―
―
五
人

に
変
更
す
る

九
0
人

1
0
八
人

昭
和
六
十
三
年
十
二
月

法
人
名
を
社
会
福
祉
法
人
照
明
福
祉
会

八
0
人

1
0
七
人

初

代

園

長

藤

谷

憲

秀

就

任

八
0
人

1
0
0
人

人

八
0
人

九
九
人

育
園
と
し
て
崎
森
に
設
置

平

成

十

年

八

0
人

九
二
人

昭
和
五
十
六
年
四
月

心
悦
保

定
員
六
〇

平

成

九

年

八
0
人

八
二
人

沿

革

平

成

八

年

八
0
人

八
七
人

平

成

七

年

八
0
人

八
一
人

平
成

六
年

八
0
人

八
三
人

平

成

五

年

八
0
人

八

一
人

平

成

四

年

八
0
人

八
二
人

平
成

二
年

八
0
人

八
0
人

平
成

二
年

八
0
人

八
三
人

平
成

冗
年

八
0
人

八

一
人

年

度

定

数

入
園
児
数

定
員
と
入
園
児
数
の
推
移

（
毎
年
十
月

一
日
現
在
）

保
育
方
針
及
び
目
標

”
あ
そ
び
の
天
才

・
子
ど
も
ゆ
め
工
房
“
を
モ
ッ
ト
ー
に
「
創

造
力
豊
で
た
く
ま
し
く
思
い
や
り
の
あ
る
子
ど
も
」
に
育
て
た
い
。

子
ど
も
は
豊
に
伸
び
て
い
く
可
能
性
を
、
そ
の
う
ち
に
秘
め
て
い

ま
す
。

そ
の
子
ど
も
が
現
在
を
最
も
良
く
生
き
、
望
ま
し
い
未
来

を
つ
く
り
出
す
力
の
基
礎
を
培
う
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
照
明
保
育
園

（四）

心
悦
保
育
園

の
促
進
な
ど
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
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平
成
十

一
年

平
成
十
二
年

平
成
十
三
年

平
成
十
四
年

平

成

十

年

六
0
人

七
九
人

六
0
人

八

0
人

六
0
人

七
三
人

六
0
人

八

一
人

六
0
人

六
七
人

平
成

九
年

六
0
人

六
三
人

平

成

八

年

六
0
人

六
五
人

平

成

七

年

六
0
人

六
二
人

平
成

六
年

六
0
人

六

一
人

平

成

五

年

六
0
人

六
五
人

平

成

四

年

六
0
人

六
二
人

平
成

三
年

六
0
人

六
0
人

平
成

二
年

六
0
人

六
二
人

平
成

冗
年

六
0
人

六
0
人

年

度

定

数

入
園
児
数

定
員
と
入
園
児
数
の
推
移

（
毎
年
十
月

一
日
現
在
）

定
員
を
九

0
人
に
変
更
す
る
。

地
域
子
育
て
支
援
室
）
に
よ
り
増
築
し

心悦保育園

極
的
に
行
っ
て
い
る
。

時
保
育

・
地
域
活
動

・
休
日
保
育

・
乳
児
保
育
の
促
進
な
ど
を
積

幼児教育

J

の
ほ
か
、
特
別
保
育
事
業
と
し
て
、
延
長
保
育
の
促
進

平
成
十
四
年
八
月

平
成
十
五
年
七
月

二
階
工
作
室
等
を
増
築

施
設
整
備
事
業

（
増
築

・
一
時
保
育

・

平
成
十
六
年

九

0
人

1
0
四
人

平
成
十
五
年

九

0
人

1
0
0
人

524 



第6部 教育 ・文化 ・体育編

会
教
育
施
設
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
を
年
次
的
に
行

っ
て
き

た
。 昭

和
四
十
一
年
、
溝
辺
町
中
央
公
民
館
が
旧
溝
辺
町
役
場
の
上

に
建
設
さ
れ
て
以
来
、
こ
の
中
央
公
民
館
を
拠
点
と
し
て
生
涯
教

育
と
し
て
の
社
会
教
育
の
確
立
に
努
め
て
き
た
。

日
本
経
済
の
高
度
成
長
に
伴
い
、
人
々
の
社
会
参
加
が
進
め
ら

れ
る
な
か
に
、
健
康
増
進
と
心
の
豊
か
さ
を
求
め
て
、
文
化
活
動

や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
参
加
す
る
町
民
が
増
加
し
、
社
会
教
育
施
設

や
社
会
体
育
施
設
等
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
き
た
。

溝
辺
町
中
央
公
民
館
も
老
朽
化
す
る
と
と
も
に
、
社
会
情
勢
の

変
化
に
伴
い
、
町
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
近
代
的
社
会
教
育

施
設
が
要
求
さ
れ
る
時
代
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
上
床
公
園
を
「
教
育
の
森
」
と
し
て
位
置
付
け
、
社

口
建
設
に
至
る
経
緯

第
五
章

社
会
教
育

み
そ
め
館
の
建
設

平
成
四
年
、
社
会
教
育
施
設
と
し
て
、
文
化
ホ
ー
ル
、
研
修
室
、

資
料
室
、
図
書
室
等
を
備
え
た
近
代
施
設

「溝
辺
町
グ
リ
ー
ン
文

化
ホ
ー
ル
み
そ
め
館
」
を
建
設
す
る
こ
と
と
な
り
、
本
体
工
事
一

五
社
、
電
気
設
備
工
事
一

五
社
、
機
械
設
備
工
事
一

五
社
に
よ

る
入
札
の
結
果
、
本
体
工
事

闊

間
組
、
電
気
・
機
械
設
備
工
事

閥
九
電
工
が
落
札
、
着
工
の
運
び
と
な
っ
た
。

尚
、
設
計

・
監
理
業
務
は
、

固
川
元
建
築
設
計
事
務
所
で
あ
っ

こ
う
し
て
平
成
五
年
八
月
三
十
一
日
完
成
、
十
月
九
日
開
館
記

念
式
典
を
行
っ
た
。
式
典
終
了
後
の
こ
け
ら
落
と
し
に
は
、
当
時

の
今
吉
衛
町
長
が
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
ホ
ー
ル
で
の
出

演
を
願
い
た
い
と
し
て
、
竹
子
小
学
校
児
童

一
五
名
、
溝
辺
小
学

校
児
童

一
三
五
名
、
陵
南
小
学
校
児
童

一
0
五
名
、
溝
辺
中
学
校

生
徒
ニ―

三
名
、
陵
南
中
学
校
生
徒
一
六

0
名
、
総
勢
六

二
八
名

に
よ
る
発
表
会
を
盛
大
に
開
催
。
ま
た
、
県
内
外
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
、

マ
リ
ン
バ
奏
者
中
間
貴
子
さ
ん
の
演
奏
も
花
を
添
え
て
い

た
だ
き
、
町
民
の
新
し
い
学
び
の
場
の
幕
開
け
と
な
っ
た
。

た。

緞
帳
原
画
の
選
定

ホ
ー
ル
の
顔
と
も
言
え
る
緞
帳
は
、
溝
辺
町
助
役
（
当
時
岩
元
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第 5章 社会教育

い
る
） ま

た
、
中
空
に
は
町
花
で
あ
る
「
梅
」

を
大
空
へ
舞
い
上
が
る

象
徴
し
て
い
る
。

ン
系
の
色
彩
を
主
調
に
配
し
、
そ
の
大
地
の
景
観
を
高
屋
山
陵
上

島
を
、
そ
し
て
中
央
部
に
は
空
港
と
茶
畑
で
溝
辺
の
町
を
グ
リ
ー

た
。
画
面
中
央
に
天
空
へ
昇
ら
ん
と
す
る
太
陽
、
地
上
に
は
左
よ

り
霧
島
連
山
、
高
千
穂
の
峰
‘
右
手
遠
方
、
錦
江
湾
に
浮
か
ぶ
桜

空
よ
り
東
に
望
ん
だ
構
図
を
と

っ
て
お
り
、
空
の
面
積
を
お
お
ら

か
に
と
る
こ
と
で
、
空
へ
と
開
か
れ
た
溝
辺
町
の
明
る
い
未
来
を

よ
う
に
幻
想
的
に
描
き
こ
み
、
雄
大
な
空
へ
向
か

っ
て
躍
動
し
て

行
く
溝
辺
の
姿
を
、
昇
る
朝
日
に
託
し
描
き
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
。

（
上
床
公
園
か
ら
一
望
し
た
景
色
を
、

そ
の
ま
ま
織
り
込
こ
ん
で

躍

動

こ
の
作
品
は
、

「
未
来
に
翔
く
空
港
の
町
」

題
名
「

を
テ
ー
マ
に
描
い

次
に
緞
帳
原
画
の
作
成
意
医
に
つ
い
て
述
べ
る
。
（
原
文
）

勝
芳
氏
）
を
審
査
委
員
長
と
す
る

会
（
全

―二
名）」

「
緞
帳
原
画
コ
ン
ペ
審
査
委
員

で
、
緞
帳
製
作
に
携
わ
る
七
業
者
か
ら
提
出
さ

れ
た

一
四
点
の
原
画
に
つ
い
て
審
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
京
都
市

の
株
式
会
社
龍
村
美
術
織
物
か
ら
提
出
さ
れ
た
作
品
に
決
定
し

た
。

0
総
工
事
費

〇
構

造

0
名

称

地
域
総
合
整
備
事
業
費
債
及
び

一
般
財
源

工
事
概
要

一
七
億
六
千
二
百
万
円

溝
辺
町
グ
リ
ー
ン
文
化
ホ
ー
ル
み
そ
め
館

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
一
部
鉄
骨
）
地
上
三
階
建 ｀ 

緞帳 「躍動」（グラビア参照）
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第6部 教育 ・文化 ・体育編

0
音
響
設
備

〇
敷
地
面
積

〇
延
床
面
積

〇
付
属
施
設

〇
照
明
設
備

〇
緞

帳

ダ
ブ
ル
カ
セ

ッ
ト
デ
ッ
キ

一
台

平
成
四
年
七
月

一
日
S
平
成
五
年
八
月
三
十

一
日

九
九
三
0
面

四

一
七
四
面

・
移
動
席
（
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ピ

ッ
ト）

・
車
椅
子
用
（
ス
ペ

ー
ス）

間
ロ

一
七

m

•

楽
屋
二
室

七
三
二
席

・
湯
沸
し
室

高
さ
七

m

3
4
 0
0
 
M
)
一
台

プ
レ
ー
ヤ
ー

一
台

奥
行

ご
一

m

天
地
七

・
五

m

・
ピ

ア
ノ
庫
（
除
湿

・
母
子
室
（
チ
ェ
ア
ー
ベ
ッ
ド
四
台
）

・
オ
ー
デ
ィ
オ
ミ
キ
サ
ー
卓
（
ビ
ク
タ
ー
P
Sー

M

•

C
D

プ
レ
ー
ヤ
ー

一
台

・
レ
コ
ー
ド

・
調
光
卓
（
タ
マ
テ

ッ
ク
L
C
M
|
4
5
0
0
C
)

シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
ニ
室 x
間
口

0
ホ
ー
ル
残
響
時
間

一
・
ニ
七
秒
（
五

O
O
Hz)

0
そ
の
他
音
響
反
射
板
（
天
板
照
明
付
）

管
理
棟
設
備 ー

ン
（
横
一
0
•

六
m

機
付
）

ト
イ
レ

ス
ク
リ レ

液
晶
ビ
デ
オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
（
エ
イ
キ

L
Cー

3

八

・
六

m

テ
ー
マ
「
躍
動
」

〇
舞

台

譜
面
台
八

0
台
外

一
式

六
席

―一

枚

固
定
席

0
客

席

数

八

一
四
席

ホ
ー
ル
棟
設
備

0
エ

期

一
六
ミ
リ
映
写
機

七
六
席

0
備

品

ピ
ア
ノ
（
ヤ
マ
ハ

G
5
E
)
一
台

所
作
台

ア
ッ
パ
ー

ッ
ク
2
k
W
)
二
台

ト
三
列

・
ピ
ン
ス
ポ

ッ
ト
ラ
イ
ト
（
ウ
シ
オ

U
テ

・
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
ラ
イ

・
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ト
ニ
列

ン
グ
ス
ポ

ッ
ト
ラ
イ
ト

一
列

ホ
リ
ゾ
ン
ト
ラ
イ
ト

一
列

ト
ラ
イ
ト

一
列

•

平
台
四
0
枚

・
フ
ロ
ン
ト
サ
イ

ド
ス
ポ

ッ
ト
ラ
イ
ト
（
各
上
下
手
）・
ロ
ア
ー
ホ
リ
ゾ
ン

・
高
所
作
業
台

一
台

（
エ
イ
キ

E
X
|
9
1
0
o)
一
台

・
ス
ラ
イ
ド

映
写
機
（

エ
イ
キ

E
Xー

5
6
1
A
T
)
一
台

0
0
 o)二
台

・
ビ
デ
オ
デ

ッ
キ

一
台

ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
プ
レ
ー
ヤ
ー

一
台

縦
四

．

o
m)
一
基

一
台

シ
ー
リ
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第 5章

八
年
ま
で
の
三
カ
年
は
、
施
設
の
新
し
さ
も
手
伝
っ
て
か
全
体
的

一
般
利
用

□

み
そ
め
館
の
利
用
状
況

み
そ
め
館
ホ
ー
ル
の
利
用
促
進
を
図
る
こ

館
に
よ
る
影
響
が
あ
る
の
で
は
と
考
察
さ
れ
る
。

畳）

平
成
六
年
度
頃
か
ら
若
干
減
少
し
て
い
る
の
は
、
み
そ
め
館
の
開

和
室（
三
六

0
一
階
施
設

0
二
階
施
設

・
図
書
室

リ
ー
併
設
）

・
歴
史
民
俗
資
料
室
（
展
示
ギ
ャ

ラ

・
会
議
室
二
室
（
全
三
0
名
収
容
）

・
研
修
室
（
三
室
に
分
割
可
、
全
使
用
時
二
0
0

•

音
響
設
備
（
ビ
デ
オ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ

オ
デ
ッ
キ

一
台、

レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
プ
レ
ー
ヤ

ー

一
台
、
教
材
提
示
装
置
一

台、

電
動
ス
ク
リ
ー
ン

一
台）

ス
ク
リ
ー

ン

一
台）

1
0
0
イ
ン
チ

・
視
聴
覚
室
（パ
ソ

コ

ン

一
九
台
、
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
タ
ー

一
0
台
、
ビ
デ

1
0
0
イ
ン
チ
電
動

・
創
作
室
（
エ
作
台
五
台
）

・
調
理
実
習
室
（
実
習
台
七
台
）

・
茶
室
（
―
二
畳
、
茶
道
具
一
式
）

み
そ
め
館
の
利
用
状
況
は
、

第
257
表
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る

が
、
経
緯
を
若
干
述
べ
て
み
た
い
。
平
成
五
年
度
は
、

が
十
月
か
ら
だ
っ
た
の
で
当
然
利
用
は
少
な
い
。
平
成
六
年
か
ら

ま
た

オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

一
台、

ど
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

社会教育

「ワ
ー
ド

・
エ
ク
セ
ル
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
講
座
」
な

ロ
ジ
ー）
事
業
の

一
環
で
パ
ソ
コ
ン
を
導
入
し

名
収
容）

ー

一
台
、
ダ
ブ
ル
カ
セ

ッ
ト
デ
ッ
キ

一
台、

ビ
デ

当
初
は
自
主
文
化
事
業
も
年
に
六

S
七
本
実
施
し
て
お
り
、
ホ

ー
ル
の
入
場
者
も
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
自
主
文
化
事
業
も

財
政
状
況
が
厳
し
く
な
る
と
と
も
に
実
施
本
数
も
減
り
、
そ
れ
に

伴
い
入
場
者
数
も
減
少
し
て
き
た
。

視
聴
覚
室
の
利
用
で
、

平
成
十
三
年
度
が
飛
び
抜
け
て
多
い
の

は
、
政
府
が
打
ち
出
し
た
I

T
（イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
テ
ク
ノ

タ
ー
ネ
ッ
ト」、

「
ら
く
ら
く
イ
ン

ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
・

青
少
年
の
家
の
利
用
状
況

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
会
議
利
用
（
第
256
表
コ
ミ

参
照
）
が
、

自
主
文
化
事
業
は、

と
と
、
町
民
の
文
化
意
識
の
向
上
を
目
的
に
実
施
し
て
き
た
。
事

業
実
施
に
当
た
っ

て
は
、
町
内
の

「文
化
団
体
ひ
こ
う
き
ぐ
も
」

の
皆
さ
ん
や
各
種
団
体
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
き
た
。
事
業
量
に

つ
い
て
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
開
館
当
初
は
年
に
六
＼
七

本
程
度
実
施
し
て
い
た
が
、
諸
事
情
に
よ
り
最
近
で
は
半
数
程
度

に
利
用
が
多
か
っ

た
。
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第
2
5
6
表
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
セ
ン
タ
ー
・
青
少
年
の
家
の
利
用
状
況

（
単
位
：件
，人）

遷仁怜｝．9}奴・徊挙 活9探

~
 

年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
セ
ン
タ
ー

青
少
年
の
家

合
計

会
議

宴
会

昼
食

休
憩

そ
の
他

件
数
人
員
件
数
人
員
件
数

件
数

件
数

件
数

件
数
人
員

人
員

人
員

人
員

人
員

平
成
元
年
4
9
9
 
14
,9
4
8
 
3
3
4
 
9,42
1
 
1
3
7
 
4
.6
6
6
 
2
2
 
6
3
0
 
4
 
5
1
 
2
 
1
8
0
 
2
2
 
1,
5
1
8
 

平
成
2
年
4
6
9
 
1
2,6
7
0
 
3
0
0
 
6,7
0
2
 
1
3
4
 
4,49
0
 
2
6
 
1,282 
，
 1
9
6
 

゜
゜
1
8
2
 
1,
8
01 

平
成
3
年
4
6
9
 
1
3
,9
2
3
 
3
2
4
 
7
,939 

1
5
 
5,28
0
 
11 
2
8
0
 
6
 
11
0
 
3
 
3
14
 
1
3
5
 
1,504 

平
成
4
年
4
5
4
 
1
3,2
0
9
 
3
3
9
 
8,9
1
0
 
10
9
 
4,
0
9
9
 
4
 
1
0
5
 
1
 
6
0
 
1
 
3
5
 
1
3
9
 
1,564 

平
成
5
年
5
1
0
 
14,4
1
2
 
2
6
2
 
6,335 

12
1
 
4
,2
8
9
 
2
5
 
1,1
3
2
 
2
 
14
 
1
0
0
 
2,642 
1
6
8
 
1,336 

平
成
6
年
4
1
4
 
17,035 

1
6
9
 
4,416 

1
2
5
 
4,732 

4
1
 
3,058 
，
 2
7
3
 
7
0
 
4
,5
5
6
 
2
2
2
 
1,855 

平
成
7
年
3
0
0
 
1
0
,683 
1
1
9
 
2,985 

12
3
 
4,
01
6
 
3
0
 
2,402 

2
 
18
4
 
2
6
 
1,
0
9
3
 
2
2
9
 
1,734 

平
成
8
年
3
4
0
 
11,452 

1
6
2
 
4,4
0
6
 
11
8
 
4,
2
3
7
 
1
9
 
1,431 

゜
゜
4
1
 
1,378 
1
6
5
 
1,
0
9
8
 

平
成
9
年
3
5
9
 
11
,3
0
5
 
1
3
7
 
3
,3
2
9
 
1
3
0
 
4,4
6
7
 
2
0
 
1,922 

1
 
6
1
 
7
1
 
1,526 
1
9
5
 
1,365 

平
成
1
0
年
3
8
6
 
1
3,4
7
4
 
16
4
 
4,22
7
 
1
2
6
 
5,234 

3
2
 
2
,1
3
3
 

゜
゜
6
4
 
1,88
0
 
1
9
6
 
1,11
2
 

平
成
11
年
4
0
1
 
11.
8
6
4
 
1
7
9
 
4,18
0
 
1
2
5
 
4
,7
11 
2
1
 
1.
2
0
6
 
1
 
2
 
7
5
 
1,
7
6
5
 
1
9
3
 
1,2
1
8
 

平
成
1
2
年
3
9
9
 
12,
0
4
8
 
1
9
2
 
4
,
5
2
2
 
11
3
 
4,59
0
 
1
3
 
1,1
6
9
 
1
 
6
0
 
8
0
 
1,7
0
7
 
2
2
5
 
1,32
1
 

平
成
1
3
年
4
6
5
 
12
,1
3
2
 
2
1
0
 
4,492 

1
2
6
 
4
,9
1
4
 
14
 
9
1
7
 

゜
゜
11
5
 
1,8
0
9
 
1
5
3
 
8
7
9
 

平
成
14
年
4
7
7
 
10,
8
9
6
 
2
3
1
 
4,23
0
 
11
2
 
4,
16
6
 
1
3
 
9
6
2
 

゜
゜
1
2
1
 
1,538 

9
5
 
6
8
7
 

平
成
1
5
年
5
5
2
 
1
2,454 

2
3
2
 
4
,8
9
9
 
11
7
 
4,
71
4
 
，
 3
1
3
 
1
 
3
 
1
0
4
 
1,
9
0
4
 
8
9
 
6
2
1
 
6ZS 
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第
2
5
7
表
み
そ
め
館
の
利
用
状
況

（
単
位
：
件
．
人
）

ご
大
ホ
ー
ル
研
修
室
視
聴
覚
室
調
理
実
習
室
和

室
茶

室

件
数
人
員
件
数
人
員
件
数
人
員
件
数
人
員
件
数
人
員
件
数
人
員

平
成
5
年
3
0
 
1
2
,4
7
9
 
81 
3,757 

6
 
9
5
 
7
 
1
4
5
 
4
3
 
8
1
1
 
11 
1
0
8
 

平
成
6
年
6
7
 
2
4
,
4
8
4
 
1
44
 
6,481 

15 
2
2
9
 
19 
3
2
6
 
111 
1,765 

2
2
 
2
3
7
 

平
成
7
年
3
8
 
11,3
3
5
 
1
7
1
 
8,182 

1
3
 
2
3
8
 
2
6
 
4
9
5
 
1
4
7
 
2,308 

2
0
 
3
4
3
 

平
成
8
年
4
1
 
15
,3
3
5
 
17
8
 
7,405 

1
8
 
7
5
9
 
4
2
 
9
9
4
 
1
2
3
 
1,833 

1
6
 
2
4
1
 

平
成
9
年
7
7
 
1
3,443 

1
3
2
 
6,644 

2
2
 
5
4
5
 
17 
3
5
4
 
7
2
 
8
0
9
 
1
8
 
1
7
9
 

平
成
1
0
年
6
2
 
16,050 

2
1
2
 
10,671 

1
3
 
1
4
7
 
17 
3
3
5
 
7
6
 
9
5
2
 
1
3
 
12
7
 

平
成
11
年
5
4
 
9,290 

1
7
1
 
9,235 

8
 
1
3
8
 
1
5
 
2
9
8
 
4
0
 
4
7
5
 
4
0
 
1
9
6
 

平
成
12
年
5
3
 
12,348 

1
2
0
 
8.294 

6
 
1
3
2
 
8
 
1
5
6
 
3
9
 
1,003 

1
0
 
1
6
1
 

平
成
1
3
年
4
5
 
13,841 

1
7
0
 
9,248 

1
4
4
 
2,190 

1
2
 
2
5
7
 
3
7
 
1,07
5
 
1
0
 
81 

平
成
1
4
年
5
8
 
12,76
4
 
2
5
3
 
11,130 

3
5
 
1
3
4
 
2
0
 
3
2
1
 
5
5
 
6
0
5
 
1
3
 
11
8
 

平
成
15
年
3
9
 
10,672 

2
0
2
 
7,309 

゜
゜
5
 
7
5
 
7
2
 
9
3
9
 
8
 
7
5
 

089 



第6部 教育 ・文化 ・体育編

第258表 年度ごとの主な自主文化事業

年度 事 業 名
入場者数
（人）

平成5年

ライコーオーケストラ ザ ・ジプシー（舞踊） 700 

夏休みファミリー映画会（とられてたまるか クレヨンしんちゃん） 377 
NHK第一放送 ひるの散歩道公開録音

850 
西郷輝彦，松原のぶえ他

平成6年
ふるさとファミリー劇場 弦楽四重奏 204 
宝くじ助成 古典ミュージカルヤマトタケル
三田村邦彦，河合奈保子他

686 

劇団飛行船 マスクプレイミュージカル 894 

家庭教育講演会 武田イク 700 

カントリーフェスタインみぞべ '95 702 

武田鉄矢コンサート 793 

平成7年
ひこうきぐもコスモスコンサート 常田冨士男他 375 

劇団飛行船 マスクプレイミュージカル 842 

家庭教育講演会 羽仁進 700 

ひこうきぐも イルカコ ンサート 695 
平成8年 児童 • 生徒芸術鑑費会 劇団芸優座 572 

家庭教育講演会 ケント ・ギルバート 700 

演歌まつり 961 

平成9年
児童 • 生徒芸術鑑賞会 青年劇場 375 
素人いきいき芸能まつり 750 
家庭教育講演会 小林完吾 300 

平成10年
児童 • 生徒芸術鑑賞会 劇団芸優座 332 

家庭教育講演会 岡元冨士太 400 

演歌のタベ 新沼謙治他 721 

平成11年 児童 • 生徒芸術鑑賞会 劇団芸優座 310 

家庭教育講演会 アントン ・ウィッキー 468 

平成12年
青少年のための青少年劇場 鹿児島交響楽団 638 
生徒芸術鑑賞会 劇団芸優座 新しい獲物 316 
名作ファミリーミュージカル 白雪姫

285 
矢部美穂．中山麻里，岡田真善他

平成13年
生徒芸術鑑賞会 劇団芸俊座 ベニスの商人 339 

読書講演会 松谷みよこ 300 

平成14年
児童 ・生徒芸術鑑賞会 劇団芸優座 チェーホフ先生こんにちは 410 

読書講演会 なかえよしお 100 

平成15年 児童•生徒芸術鑑賞会 ピアノ三重奏コンサート 392 

平成16年 児童 • 生徒芸術鑑賞会 東京金管五重奏団 325 
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第 5章

ア
ク
セ
サ
リ
ー
・
い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
開
設
さ
れ
、
時

絵

・
趣
味
の
園
芸

・
健
康
料
理
が
あ
る
。

新
し
い
講
座
と
し
て
、

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
・
ビ
ー
ズ

初
講
座
か
ら
継
続
し
て
い
る
講
座
と
し
て
、
手
芸

・
ち
ぎ
り

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
講
座
で
あ
る
。

一
回
中
断
し
た
も
の
が
絵
画
と

平
成
三
年
か
ら
の
資
料
に
よ
る
と
、
継
続
し
て
い
る
講
座
は
硬

の
継
続
が
期
待
さ
れ
る
。

涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
平
成
五
年
に
み
そ
め
館
が
完
成
。
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
各
種
の
講
座
を
開
設
し
、
趣
味
や
学
習
を
広
げ
‘

現
在
参
加
者
の
多
い
講
座
を
中
心
に
開
設
し
て
い
る
。

ま
た
、
時
代
の
流
れ
に
応
じ
た
ニ
ー
ズ
を
取
り
入
れ
、
期
待
さ

れ
る
講
座
を
開
設
し
、
講
座
終
了
後
も
同
好
会
と
し
て
自
主
活
動

式
テ
ニ
ス
・
弓
道
の

二
講
座
で
、

狭
い
学
習
の
場
で
あ
り
な
が
ら
講
座
を
継
続
し
て
き
た
が
、
生

場
跡
、
現
有
川
地
区
集
会
セ
ン
タ
ー
の
上
）
で
あ

っ
た
。

と
し
て
公
民
館
講
座
が
開
設
さ
れ
た
の
が
、
中
央
公
民
館
（
旧
役

町
民
が
自
分
の
趣
味
や
健
康
づ
く
り
な
ど
の
生
涯
学
習
の
場

社会教育

っ
て
い
る
。

生
涯
学
習
講
座
（
公
民
館
講
座
）

ハーモニカ講座のようす

代
の
流
れ
に
よ
る
町
民
の
ニ
ー
ズ
の
変
化
が
伺
え
る
。

公
民
館
講
座
の
移
り
変
わ
り
と
推
移
は
第
260
表
の
と
お
り
と
な
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第 6部教育 ・文化 ・体育編

第259表 平成16年度 生涯学習講座参加 ・終了数一覧表

参 加 者 修 了 者
講 座 名

男 女 合計 男 女 合計

1 絵 画 1 1 0 1 1 1 7 8 

2 絵 手 紙

゜
1 4 1 4 

゜
1 1 1 

3 押 し 花

゜
1 1 1 1 

゜
， ， 

4 韓 国 語 3 1 5 1 8 2 ， 1 1 
5 Iゞ ソ コ ン A 4 1 1 1 5 2 1 1 1 3 

6 Iゞ ソ コ ン B 6 1 1 1 7 6 1 1 1 7 

7 I¥ モ 力 7 8 1 5 7 8 1 5 

8 フラワアレンジメント

゜
， ， 
゜

7 7 ， ビーズアクセサリー
゜
1 3 1 3 

゜
， ， 

10 Jゞ ツ チ ワ ク

゜
6 6 

゜
6 6 

11 五 つ 太 鼓 1 8 ， 1 7 8 

12 陶 芸 教 室 2 2 2 24 2 1 9 2 1 

13 健 康 料 理 2 1 2 1 4 1 1 1 1 2 

14 趣 味 の 園 芸

゜
1 7 1 7 

゜
1 3 1 3 

15 手 話

゜
1 6 1 6 

゜
8 8 

小 計 2 6 1 8 3 2 0 9 2 2 1 4 6 1 6 8 

16 バ ド ミ ン 卜 ン 6 1 4 2 0 5 6 1 1 

17 テ ス 5 2 2 2 7 4 1 5 1 9 

18 ソ フ 卜 テニス 8 2 7 3 5 6 1 9 2 5 

19 弓 道 1 4 1 0 2 4 1 4 6 2 0 

20 ス 卜 レ ツ チ

゜
5 5 

゜
3 3 

21 初心者ゴル フ 4 8 1 2 3 6 ， 
22 スポーツクラプ 2 5 7 2 4 6 

小 計 3 9 9 1 1 3 0 3 4 5 9 9 3 

合 計 6 5 2 7 4 3 3 9 5 6 2 0 5 2 6 1 

※男性に比べ、女性の参加が多い。 （男性の4倍にあたる）
※途中から脱落し受講生の減っている講座もあるが、最初から最後まで殆どの方が参加し
た講座が多かった。
※修了率は77%、4人に 3人は修了したことになる。それぞれ仕事を持ち、夜の学習中
心だったにしては良い結果だったと言える。
去年よりも 1.4%参加者が増えている。 これは新しく取り入れたハーモニカ・パソコ ン
• 五つ太鼓の参加者及び修了者が多かったからと言える。今後も親しみやすい新しい講
座を取り入れていく必要がある。
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2
6
0
表
公
民
館
講
座
の
推
移
（
購
座
名
と
参
加
者
数
）

徊濫俎＃煽9抵

講
玉
石
~

度
平
成
元
2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7
 
8
 
，
 1
0
 
1
1
 
1
2
 
1
3
 
1
4
 
1
5
 
1
6
 

大
正

琴
3
4
 
3
2
 
3
0
 
2
0
 
2
1
 
2
9
 
3
5
 
3
0
 

1
0
 

レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト

1
0
 
1
2
 
1
5
 
7
 
7
 
1
5
 
1
5
 

2
7
 

絵
画
，
 11 
1
0
 

1
5
 
2
2
 
1
8
 
1
9
 

1
1
 
1
9
 
1
2
 
1
1
 
1
1
 

味
線

1
5
 
1
4
 
1
4
 
1
3
 
1
6
 
2
3
 
2
2
 
1
8
 
1
9
 
2
2
 
1
6
 
1
5
 

硬
式

ナ
ス

2
3
 
3
9
 
3
0
 
3
3
 
2
9
 
3
8
 
2
0
 
2
9
 
1
8
 
2
4
 
2
3
 
2
2
 
2
3
 
2
7
 

／ゞ
ド
ミ
ン
卜
ン

2
7
 
3
7
 
2
3
 
2
5
 
2
0
 
4
0
 
1
6
 
3
9
 
2
9
 
3
1
 
2
4
 
2
8
 
1
8
 
2
0
 

卓
球

6
 
1
2
 
1
7
 
1
8
 
1
7
 
1
4
 
1
6
 
1
6
 

レ
ク
ダ
ン
ス

2
9
 
2
5
 
2
4
 

1
0
 

弓
道

1
6
 
1
4
 
1
6
 
1
6
 
1
9
 
3
3
 
1
3
 
2
2
 

1
2
 
1
7
 
1
4
 
2
8
 
2
4
 

タ
ー
ゲ
ッ
ト
パ
ー
ド
ゴ
ル
フ

1
7
 
1
0
 
8
 
7
 
1
3
 
1
2
 
8
 
1
2
 

日
本
舞

踊
3
5
 
1
9
 
1
1
 
1
8
 
1
6
 
1
8
 

1
8
 
1
5
 
1
5
 

竹
細

工
，
 10
 
5
 
5
 

2
3
 

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

4
0
 
3
8
 
1
3
 
5
0
 

2
0
 

和
太

鼓
1
2
 
1
1
 
1
5
 
2
7
 

，
 

囲
碁
講
座

1
2
 

1
1
 

手
芸
（
編
み
物
）

1
5
 
1
0
 
1
5
 
7
 
2
3
 
1
4
 
1
7
 
1
2
 
1
8
 
1
5
 
1
0
 

生
け

花
1
5
 
1
5
 
2
4
 
2
4
 
2
0
 
1
8
 
2
1
 
1
3
 
1
4
 
1
2
 

培
付

け
1
4
 
1
3
 
1
2
 
1
2
 
1
9
 
8
 

3
 
B
体
操
教
室

4
2
 
1
7
 
4
3
 
4
3
 
2
7
 
1
7
 
1
7
 

日
舞

民
謡

1
5
 
1
9
 
1
7
 
1
6
 
1
1
 
1
4
 
1
0
 

Iヽ
プ

1
5
 
2
1
 
1
3
 

力
ラ
才
ケ

4
0
 
3
2
 
2
0
 
3
0
 
1
8
 
1
3
 

ゴ
）レ

フ
5
0
 
8
5
 
4
0
 
3
2
 

2
6
 
2
1
 
2
0
 
1
2
 

ち
ぎ
り
絵

1
7
 
1
4
 
1
6
 
1
7
 
1
7
 
1
2
 
1
7
 
1
1
 
1
0
 

司T—
:~

 
道

1
6
 
1
4
 
1
4
 
2
0
 
1
2
 

1
2
 

陶
芸

14
 
2
1
 
3
0
 
2
0
 

2
6
 
2
4
 

趣
味
の
園
芸

1
5
 
3
7
 
4
0
 
2
0
 
2
4
 
2
1
 
1
4
 
2
7
 
1
7
 
1
7
 

健
康

料
理

，
 39
 
5
1
 
1
8
 
2
5
 
1
5
 
1
9
 
1
1
 
7
 
1
4
 

寸89



蒻仁埓｝・1}以・仁濫 活9藤

太
極

拳
1
2
 
1
5
 
2
5
 
1
8
 
1
6
 
1
1
 
2
4
 
2
5
 
2
8
 

み
そ
め
館
娯
楽
部

1
5
 
2
3
 
3
0
 
1
4
 

中
国

語
2
1
 
1
0
 

8
 
1
0
 
7
 

短
歌

1
0
 
2
0
 
1
2
 

木
工

1
0
 
8
 
6
 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

2
6
 
3
7
 
1
7
 

2
3
 
1
6
 
1
8
 
3
5
 

社
交
ダ
ン
ス

6
2
 
3
9
 
3
0
 
1
4
 
1
2
 
8
 
1
5
 

菊
つ
＜
 
り

，
 13
 

1
6
 
1
5
 
1
9
 

世
界
の
食

2
5
 

1
7
 

英
会

話
2
9
 

1
3
 

ペ
ー
パ
ー
フ
ラ
ワ
ー

1
0
 
2
1
 
1
1
 

Iゞ
ソ
コ
ン

2
0
 
2
0
 
4
0
 
1
3
4
 
8
5
 
3
2
 

茶
道

1
7
 

硬
箪

3
0
 
2
6
 
1
3
 

1
1
 

音
楽
し
ま
専
科

1
9
 
1
1
 

実
用
か
な
書
道

1
4
 
1
9
 
1
0
 
2
0
 

韓
国

そ"
五'コ

1
4
 

2
0
 
1
4
 
1
8
 

手
話

3
0
 
4
5
 
1
5
 
1
3
 
1
6
 

フ
ラ
ダ
ン
ス

2
9
 

1
8
 

健
康
体
操

1
9
 

1
2
 
1
5
 

5
 

コ
ラ
ス

2
4
 

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト

1
1
 

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

1
0
 
，
 

ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー

2
8
 
1
3
 

い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
プ

2
5
 
7
 

絵
手

紙
1
4
 

押
し

花
1
1
 

/
¥
 

モ
力

1
5
 

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

6
 

講
座

数
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0
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1
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2
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参
加
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数
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第5章 社会教育

テ
ィ
し
た
学
生
は

―ニ
カ
国
、

平
成
十
年
タ
イ

高
校
生

三
名

計
八
名
の
中

・
高
校
生
を
派
遣
し
て
い
る
。

る
か
ら
い
も
交
流
「
春
」
、
韓
国
、
香
港

①
み
ぞ
べ
西
郷
ど
ん
交
流
館

昭
和
五
十
七
年
四
月
に
結
成
さ
れ
た
民
間
国
際
交
流
グ
ル
ー

プ

。

の

学

生

受

け

入

れ

や

、

主
に
「
か
ら
い
も
交
流

っ
て
い
る
。

町
内
の
受
け
入
れ
家
庭
へ
の
ア
ド
バ

イ
ス
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

国
際
交
流

春
‘
夏
」

近
年
は
、
鹿
児
島
空
港
か
ら
週
三
回
運
行
し
て
い
る
大
韓
航
空
パ

イ
ロ

ッ
ト
と
の
交
流
も
行
っ
て
い
る
。

②
か
ら
い
も
交
流

家
庭
や
地
域
で
の
国
際
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

み
ぞ

ベ
西
郷
ど
ん
交
流
館
が
中
心
と
な
り
、
昭
和
六
十

一
年
か
ら
始
ま

（
詳
し
く
は
、
『
文
化
み
ぞ
べ
』
を
参
照
）

日
本
国
内
の
大
学
に
留
学
し
て
い
る
学
生
を
二
週
間
受
け
入
れ

マ
カ
オ
の
大
学
で
日

本
語
や
日
本
文
化
を
学
ん
で
い
る
学
生
を
二
週
間
受
け
入
れ
る
か

ら
い
も
交
流
「
夏
」
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
溝
辺
町
内
に
ホ
ー
ム
ス

一
三

0
名
を
超
え
る
。

口
民
間
交
流
グ
ル
ー
プ

海
外
派
遣
事
業

①
日
韓
親
善
子
供
大
使
友
好
の
翼

国
際
性
豊
か
な
青
少
年
を
育
成
し
、

派
遣
す
る
青
少
年
国
際
交
流
事
業
。
平
成
三
年
、
韓
国
釜
山
（
プ

サ
ン
）
市
の
培
英
（
ペ

ー
ヨ
ン
）
初
等
学
校
と
の
図
画
作
品
交
換
か
ら

始
ま
り
、
平
成
四
年
八
月
に
初
め
て
培
英
（
ペ
ー
ヨ
ン
）
初
等
学
校

を
表
敬
訪
問
し
て
い
る
。

日
本
に
一
番
近
い
外
国

平
成
十
六
年
度
ま
で
に

一
三

0
名
の
小

六
年
七
月
ま
で
に
、

六
八
名
の
児
童
が
溝
辺
町
を
訪
問
し
て
い
る
。

②
鹿
児
島
県
青
少
年
国
際
協
力
体
験
事
業

国
際
交
流
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
相
互
理
解
を

深
め
国
際
性
豊
か
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
、
中
学
生
以
上
の

青
少
年
を
東
南
ア
ジ
ア
ヘ
派
遣
す
る
事
業
。
こ
れ
ま
で
に
三
回、

溝
辺
町
を
訪
問
し
、
相
互
訪
問
、
相
互
交
流
が
実
現
し
、
平
成
十

平
成
八
年

一
月
に
は
ペ
ー
ヨ
ン
初
等
学
校
の
児
童
や
引
率
者
が

学
生
を
派
遣
し
て
い
る
。

「
韓
国
」
と
の
友
好
親
善
に
寄
与
す
る
た
め
に
青
少
年
を
韓
国
に

に）

536 



第6部 教育・文化 ・体育編

平
成
十
三
年

中

国

般

一
名

高
校
生

一
名

中
学
生

二
名

小
学
生

二
名

成
十
三
年
に
六
名
派
遣
し
て
い
る
。

の
交
流
や
異
年
齢
集
団
の
中
で
の
切
磋
琢
磨
を
通
じ
て
幅
広
い
視

平
成
十
四
年

③
鹿
児
島
県
青
少
年
海
外
ふ
れ
あ
い
事
業

異
年
齢
の
青
少
年
集
団
を
中
国
に
派
遣
し
、
中
国
の
青
少
年
と

野
を
広
げ
、
次
代
の
郷
土
を
担
う
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
青
少
年

の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
平

ベ
ト
ナ
ム

平
成
十
三
年

中
、
高
校
生
三
名

ベ
ト
ナ
ム
中
、
高
校
生
二
名
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初
代
国
際
交
流
員

平
成
十

一
年

平
成
十
四
年

平

成

八

年

恨

四
月

S
平
成
十
四
年

―
―代
目
国
際
交
流
員

四
月

S
現
在

祥
恩
（
シ
ン
・
サ
ン
ウ
ン
）

二
月

ソ
ウ
ル
市
出
身

↓
 

ッ9
,̀‘ 

大
田
（
テ
ジ
ョ
ン
）
市
出
身

朴

宣
姫
（
パ
ク
・
ソ
ン
ヒ
）

四
月
＼
平
成
十

一
年

四
月

歴
代
の
国
際
交
流
員
は
次
の
と
お
り
。

す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

. ( 
.._Ai、-l・キ
會"ヽ..,, . ・・

「
語
学
指
導
等
を
行
う
外
国

青
年
招
致
事
業
(
J
E
T
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
」
に
よ
り
、
韓
国
の
国
際

韓
国
の
歴
史
・
文
化
・
習
慣
を
紹
介
し
、
ま
た
町
民
と
交
流
活

動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
町
民
の
国
際
性
の
涵
養
及
び
韓
国
に
対

交
流
員
(
C
I
R
)
を
招
致
し
て
い
る
。

、・11I , • 

苫

そ
こ
で
、
平
成
八
年
度
か
ら
は

交
流
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
立
案
な
ど
が
あ
る
。

ー
ヨ
ン
）
初
等
学
校
と
の
交
流
事
業
な
ど
韓
国
と
の
縁
は
深
い
。

の
ソ
ウ
ル
直
行
便
が
あ
る
。

ま
た
、
釜
山
（
プ
サ
ン
）
市
の
培
英
（
ペ

本
町
の
鹿
児
島
空
港
か
ら
就
航
し
て
い
る
国
際
線
に
は
、
韓
国

（三）

国
際
交
流
員

三
代
目
国
際
交
流
員

主
な
仕
事
と
し
て

恵
英
（
イ

・
ヘ
ヨ

ン）

釜
山（
プ
サ
ン
）
市
出
身

「日
韓
親
善
子
供
大
使
友
好
の
翼
」
事
業
の
企
画
、
町
内
学
校

訪
問
に
よ
る
児
童

•

生
徒
の
国
際
理
解
教
育
の
促
進
、
自
治
公
民

館
・
家
庭
教
育
学
級
生
と
の
交
流
、
韓
国
語
講
座
の
開
設
、

＼
 
叶
'
 

9

9

 
ヽヽク＇しj
 
I
-
”
 

t
ギー

ハ一
裔
＂脊
＞

¢
.
 

李

国
際
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運
動
を
展
開
さ
れ
た
元
教
育
長

・
榎
薗
高
雄
氏
（
故
人
）
の
影
響
を

親
子
読
書
二
0
分
間
運
動
の
推
進
を
は
じ
め
県
下
に
親
子
読
書

寄
付
金

平
成
七
年

二
月

冗
教
育
長
の
荻
田
三
郎
氏
よ
り
書
籍
購
入
の

「
朝
の

一
0
分
間
読
書
」

運
動
の
推
進
、

平
成
五
年
十
月
に
、
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
み
そ
め
館
が
開

館
し
そ
れ
に
伴
い
、

図
書
室
を
み
そ
め
館
に
移
転
し
た
。

校
司
書
補
と
の
連
携
、
町
内
親
子
読
書
会
の
育
成
、

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
誕
生
、
読
書
講
演
会
の
開
催
な
ど
多
岐

推
進
す
る
た
め
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
化
を
実
施
し
た
。

ま
た
、
本
町
に
は
唯

一
の
読
書
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
。
昭
和
五
十

六
年
に
誕
生
し
た
「
読
書
グ
ル
ー
プ
ひ
ま
わ
り
」

六
名
か
ら
な
る
成
人
女
性
の
集
ま
り
で
あ
る
。

お
は
な
し
ボ

で
、
会
員
数
一

十
月
み
そ
め
館
内
に
図
書
室
移
転

平
成
五
年
五
月

書
グ
ル
ー
プ
」
の
表
彰
を
受
け
る

な
お
、
平
成
十
五
年
八
月
に
は
蔵
書
の
登
録
、
点
検
、
整
理
を

十
月
読
書
グ
ル
ー
プ
ひ
ま
わ
り
が

に
わ
た
り
、
読
書
活
動
の
推
進
に
努
め
て
い
る
。

約

一
八
冊

六
五
九
三
冊

配
本
所
数

七
カ
所

そ
の
後
、
年
次
的
に
蔵
書
の
充
実
、
司
書
の
設
置
、
小

・
中
学
年
間
利
用
者
数
（
平
成
十
四
年
度
実
績
）

み
そ
め
館
図
書
室
の
状
況

蔵
書
数
（
平
成
十
五
年
四
月
現
在
）

町
民

一
人
あ
た
り
冊
数

年
間
貸
出
冊
数

開
館

一
日
平
均

平
成
三
年

平
成
十
二
年

一
月

司
書
の
設
置

―
一万
三
八
一
冊

二
．
三
冊

二
三
八

0
人

「
全
国
優
良
読

佐
藤
山
人
氏
よ
り
書
籍
購
入
の
寄
付
金

重
要
性
が
言
わ
れ
て
い
る
。

成
人
の
読
書
推
進
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
お
い
て
読
書
活
動
の

動
）
、
学
校
に
お
け
る

表
彰
を
受
け
た
。
今
後
益
々
の
活
動
の
発
展
、
充
実
を
願
う
。

近
年
、
幼
少
時
期
か
ら
の
読
み
聞
か
せ
（
ブ

ッ
ク
ス
タ
ー
ト
運
書
推
進
運
動
協
議
会
か
ら
「
全
国
優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
」
と
し
て

四

読
書
活
動
・
図
書
室

年
一
回
発
行
し
て
い
る
文
集
「
ひ
ま
わ
り
」
も

二
三
号
を
か
ぞ
え

る
。
ま
た
、
平
成
――
一
年
に
は
長
年
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、
全
国
読

受
け
て
結
成
さ
れ
、
年
間
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
中
で
も

539 



第5章

平
成
十
三
年

平
成
十
四
年

平
成
十
四
年

四
月
二
月

四
月

ク
ー
ル
時
に
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
運

動

の

説

口

マ
マ
ズ
ス

県
立
図
書
館
巡
回
展
示
の
開
催

読
書
講
演
会
実
施

講
師
松
谷
み
よ
こ
氏

「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
運
動
」
の
推
進

保
健
福
祉
課
の
乳
幼
児
健
診
、

②
地
域
活
性
化
対
策
に
関
す
る
こ
と

地
域
興
し
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
要
す
る
経
費
の
助

成。助
成
対
象
者

開
催
読
書
」
「
ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会
」

の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
「
緑
陰

小

・
中
学
校
へ
の
団
体
貸
出
の
開
始

購
入 「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
関
係
の
書
籍

校
へ
推
進

五

八
月
蔵
書
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
実
施

内
容

毎
月
第
四
土
曜
日
の
午
前
十
時
か

ら
、
読
み
聞
か
せ
、
ゆ
び
遊
び
、
エ
プ
ロ

ン
シ
ア
タ
ー
‘
紙
芝
居
な
ど

小
中
学
校
司
書
補
と
の
合
同
研
修
会
開
始

を
小
・
中
学

「
朝
の
十
分
間
読
書
運
動
」

氏

社会教育

「
お
は
な
し
の
じ
か
ん
」
の
開
催

成

平
成
十
二
年

四
月
お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
結

平
成
十
五
年

平
成
十
五
年

県
立
図
書
館
巡
回
展
示
の
開
催

読
書
講
演
会
実
施

溝
辺
町
人
材
育
成
基
金
助
成
金

こ
れ
ま
で
あ
っ
た
人
材
育
成
基
金
を
取
り
崩
し
て
、
平
成
十
五

年
四
月
か
ら
、
町
民
が
行
う
研
修
や
地
域
活
性
化
の
事
業
に
対
し

助
成
金
を
交
付
す
る

こ
と
に
な

っ
た
。

曰

対

象

事

業

①

人
材
育
成
に
関
す
る
こ
と

産
業
経
済
、
教
育
文
化
振
興
の
た
め
の
研
修
、
社
会
福
祉
、

生
活
環
境
充
実
の
た
め
の
研
修
及
び
青
少
年
の
研
修
、

交
流

事
業
に
関
す
る
経
費
の
助
成
。

二
月

講
師
な
か
え
よ
し
を

明
、
読
み
聞
か
せ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
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青
少
年
育
成
町
民
会
議

習
推
進
会
議
」

の
な
か
の
生
涯
学
習
専
門
部
会
「
す
こ
や
か
ジ
ュ

ニ
ア
部
会
」
に
移
行
さ
れ
た
が
、
平
成
十
四
年
十
二
月
に
生
涯
学

習
推
進
会
議
の
在
り
方
や
組
織
を
見
直
し
し
た
結
果
、
こ
の

六
平
成
十
五
年
六
月
現
在
で

す
る
。

三
件
の
申
請
が
あ

っ
た。

「す

て
い
る
。
平
成
十
六
年

昭
和
五
十
七
年
十
一
月
に
結
成
さ
れ
た
青
少
年
育
成
町
民
会
議

は
、
平
成
四
年
ま
で
は
、
会
の
目
的
達
成
の
た
め
に
毎
年
総
会
で

承
認
を
受
け
た
事
業
を
中
心
に
行
っ
て
い
た
。

そ
の
後
、
平
成
五
年
十
二
月
に
設
置
さ
れ
た
「
溝
辺
町
生
涯
学

み
そ
め
館
が
建
設
さ
れ

て
い
た
。
平
成
五
年
に

青少年書道席書大会

町
内
に
居
住
す
る
個
人
並
び
に
町
内
で
活
動
す
る
団
体
。

口
助
成
金
の
額

①
人
材
育
成
に
関
す
る
こ
と

研
修
の
た
め
に
必
要
と
認
め
る
経
費
の

五
割
を
助
成
す

る
。
た
だ
し
、

一
人
に
つ
き
国
外
研
修
は
三
0
万
円
、
国
内

研
修
は

一
五
万
円
を
限
度
と
す
る
。

②
地
域
活
性
化
対
策
に
関
す
る
こ
と

事
業
実
施
の
た
め
に
必
要
と
認
め
る
経
費
の
五
割
を
助
成

こ
や
か
ジ
ュ
ニ
ア
部
会
」
を
は
じ
め
四
つ
の
部
会
は
廃
止
さ
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
町
校
外
生
活
指
導
連
絡
協
議
会
が
「
青
少
年

育
成
町
民
会
議
」
に
代
わ
る
機
関
と
し
て
そ
の
機
能
を
十
分
果
た

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

「
す
こ
や
か
ジ
ュ
ニ
ア
部
会
」

の
参
加
の
も
と
行
わ
れ

て
か
ら
は
み
そ
め
館

で
、
最
勝
寺
良
寛
先
生
、

北
里
洋
一
先
生
、
岩
元

典
男
先
生
等
の
出
さ
れ

一

目協とる
指会に課
し賞｀題
て‘町及
取奨長び
り励賞指
組賞‘導
ま等文の
れを化も,-~ 
~ 
Z屯螂量 ' 
~ 

一
般
の
方
々

で
は
、
青
少
年
晉
道
席
書
大
会

と
青
少
年
育
成
弓
道
大
会
を
実
施
し
て
い
た
。

青
少
年
席
書
大
会
は
最
初
は
、
町
役
場
や
各
小
学
校
等
で
、
毎

年
夏
休
み
を
中
心
に
、
町
内
の
小
・
中
・
高
校
生
、
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第5章 社会教育

共

催

主

催

度
で
第
二
十
五
回
目
を
数
え
る
実
績
の
あ
る
大
会
で
あ
る
。

青
少
年
育
成
弓
道
大
会
も
、
溝
辺
町
弓
道
部
の
方
々
の
指
導
の

も
と
、
両
中
学
校
の
弓
道
場
で
、
町
内
の
中
・
高
校
生
及
び
一
般

の
方
々
の
参
加
を
得
て
行
わ
れ
て
き
た
。
平
成
八
年
上
床
公
園
に

弓
道
場
「
洗
心
館
」
が
建
設
さ
れ
て
か
ら
は
、
こ
こ
で
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
中
・
高
校
で
の
本
町
選
手
の
活
躍
に
大
い
に
寄
与

溝
辺
町
青
少
年
学
習
事
業

開
設
の
趣
旨

9

9

 

未
来
を
担
う
青
少
年
が
学
校
間
や
年
齢
の
壁
を
越
え
、
多
く
の

仲
間
と
触
れ
合
い
、
お
互
い
に
協
力
し
、
思
い
や
り
を
持
っ
て
接

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
体
得
す
る
と
と
も
に
、
自
分
た
ち
の
生
活

す
る
緑
豊
か
な
郷
土
を
見
つ
め
直
し
、
我
が
郷
土
を
愛
す
る
心
や

自
然
を
大
切
に
し
て
い
こ
う
と
す
る
精
神
を
身
に
つ
け
、
豊
か
な

心
を
持
っ
た
た
く
ま
し
い
溝
辺
の
子
ど
も
に
育
つ
こ
と
を
ね
ら
い

と
し
て
開
設
さ
れ
た
。

,＇ ――
 

，
 

七

し
て
い
る
。

青
少
年
学
習
事
業
実
行
委
員
会

自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会

•
夏
コ
ー
ス

・
冬
コ
ー
ス

参
加
者

五,1,
 ・
小
学
五
年
生

S
中
学
生
、
高
校
生

・
引
率
者
町
内
小
中
学
校
職
員
、
役
場
新
採
職
員
、
幼
稚
園

職
員
、
青
年
団
員
、
生
涯
学
習
課
職
員

•

夏
コ
ー
ス

ろ
う
（
第

一
四
回

S
)

・
冬
コ
ー
ス

因

学

習

内
容

園

実

施

期

間

屋
久
島
で
の
体
験
学
習
な
ど

史
跡
め
ぐ
り
、
九
重
少
年
自
然
の
家
で
の
活
動
、

ス
キ
ー
体
験
な
ど

子
ど
も
議
会
（
第
八
回

S
)
、
町
長
さ
ん
と
語

冬
休
み

夏
休
み

（
四
泊
五
日
）

（
四
泊
五
日
）

約
四

0
名

②
 的

な
子
ど
も
会
活
動
を
行
お
う
と
す
る
態
度
を
養
う
。

、
'r三

’
、

①
 学
習
目
標
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

高
校
生
父
母
の
会

自
主
的
な
活
動
を
進
め
な
が
ら
、
異
年
齢
集
団
の
中
で
お

互
い
の
役
割
を
見
極
め
、
責
任
感
、
主
体
性
、
創
造
性
、

郷
土
愛
、
自
然
愛
を
身
に
つ
け
る
。

地
域
子
ど
も
会
の
リ
ー
ダ
と
し
て

の
自
覚
を
高
め
、
自
主
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（七）

第261表

年度 ・ 回数 名 称 場 所

昭和62年 （第1回～） 溝辺町少年の船 喜 界

平成元年 （第3回～） ＂ 名 瀬

溝辺町青少年学習事業（夏コース） 屋久島

平成6年 （第8回～）
II （冬コース） 五ヶ瀕（宮崎）

” （夏コース） 屋久 島
平成11年（第13回～）

＂ （冬コース） 九重（大分）

事
業
の
推
移

，， -ヽ- ヽ'.

｀ 
． . . 

>, 

冬コース（九重）
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平成 4 平成 3 平成 2 平成元: 
副 副 会 副 副 会 副 副 会 副 副 会 役

会 会 会 会 会 会 会 会 職

長 長 長 長 長 長 長 長 長 長 長 長 名

A -, 深 笹 ｛'木?" 末 小 横 神 蔵 野 荒 横
氏

士 見 峯 見 永 田 山 田 園 村 田 山ロ

島 橋

歳 正 正 信 公 正 和 勝 公
名

晴 夫 勉 夫 邑子 男 弘 寛 次 満

溝 竹 陵 竹 陵 溝 陵 溝 竹 竹 溝 陵
辺 子 南 子 南 辺 南 辺 子 子 辺 南 所
4ヽ 小 小 ,jヽ 小 小 小 小 小 小 小 小

属

長

第

262
表

小
学
校
三
校
の
校
区
ご
と
に
集
落
を
基
礎
単
位
と
し
た
子
ど
も

会
が
育
成
さ
れ
て
い
る
。
各
年
度
の
連
絡
協
議
会
の
役
員
を
示
す

と
第

262
表
の
と
お
り
と
な
る
。

八

子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

溝辺町子ども会連絡協議会

平成 10 平成 9 平成 8 平成 7 平成 6 平成 5

副 副 副 会 副 副 副 会 副 副 副 会 副 副 副 会 副 副 副 会 副 副 会

＾ ^ 
， 
会 会 会 会 会 会 会 会 会 会 会 会 会 会云 云 ＝ 

長 長 長 長 長 長 長 長 長 長 長 長 長 長 長 長 長 長 長 長 長 長 長

豊 西 佐 重 吉 中＾ ---, 重 有 中 重 蔵 仮 植 重 蔵 中 植 山 蔵 笹＾ 7 

蔵

留 野 藤 ＊ 林 村 久 村 ＊木木 村 久 ＊木＊ 園 屋 木 林＊ 園 尾 木 崎 櫃l峯 吉 園
由 保 保 園

美 伸 昭 順 良 正 順 博 良 順 和 順 和 和 歳 和

枝 人 乃 憲 志 寛 孜 保 寛 勝 保 寛 勉 晴 寛

陵 据 有 高 崎 稲 高 石 稲 高 据 竹 陵 溝 竹 竹 陵 溝 竹 陵 溝 竹
南 石 JI! 屋 林木 荷 縄 屋 峯 荷 屋 石 子 南 辺 子 子 南 辺 子 南 辺 子
子 ケ 中 子 子 子 月こ1● / 子

ー陵一、
子 子 ヶ 小 小 ,jヽ 小 小 小 小 小 小 小 小

ど 岡 央 ど ど ど 玉 ど 芭 ど ど 岡
も 子 子 も も も 子 も

喜
も も 子

会 ど ど 会 会 会 ど 会 会 会 ど
も も も も も
会 会 L:,.. 

会 会コ=
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平成 15 平成 14 平成 13 平成 12 平成 11 

副 副 副 ム 副 副 副 会 副 副 副 会 副 副 副 会 副 副 副 会本

会 会 会 会 会 会 会 会 会 会 会 会 会 会 会

長 長 長 長 長 長 長 長 長 長 長 長 長 長 長 長 長 長 長 長

福 米 大 馬 外 久 中 馬 馬 八 馬 植 有 永 田 植 植 重 岩 重

盛 松 園 場 山 保 吉 場 場 反 場 木 村 吉 中 木 木 木＊木 プじ 木フ木

園 園 田 園

勝 洋 哲 光 竜 國 市 慎 義 良 順

刃ヽじ』、 利 修 誠 朗 幸 修 幸 修 保 展 男 保 保 明 博

陵 据 下 瀬 陵 大 瀬 崎 据 永 崎 石i 苗E3 崎 崎 高 金 高南 石 有 竹 南 JI I 縄 竹 木林 石 尾 木＊＊ 峯 我 ＊木＊ ＊ 林 屋 割 屋
子 ケ
,,, 
永 子 内 月、l,j 永 子 ケ 子 子 ,冒~ -、＾ 溝 子 子 子 子 子 子

ど 岡
切 尾 ど 岡 玉 尾 ど 岡 ど ど 召 ど ど ど ど ど ど門

も 子 子 子 も 子 子i もf も も 子 子 も も も も も も会 ど ど ど 会 ど ど 会 会 会 ど ど 会 会 会 会 会 会
も も も も も も も も も
会 会 会 会 会 会 会 会 会

平成 16 

会

長
副

会

長

副

会

長

副

会

長

福

盛

中
玉
利

今

島
甲

斐

忍
正
行

利

幸
範

昭

陵
南
子
ど
も
会

三
縄
前
玉
子
ど
も
会

大
川
内
岡
子
ど
も
会

麓
原
子
ど
も
会
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第 5章

等
を
行
っ
て
い
る
。

・
家
庭
で
で
き
る
環
境
改
善
と
し
て
、

を
体
験
学
習
し
、
利
用
す
る

．
姶
良
伊
佐
地
区
の
他
の
生
活
学
校
と
の
交
流
集
会
へ
の
参
加

・
老
人
介
護
の
実
情
を
学
ぶ
た
め
の
施
設
訪
問

「
E
M
ぼ
か
し
液
」
作
り

取
り
く
ん
で
い
る
。
菱
刈
町
の
ゴ
ミ
処
理
施
設
「
未
来
館
」
の

横
山

節
子

平
成
十
六
年

S
現
在

平
成
十
三
年

小
原
ト
ヨ
子

視
察
研
修

平
成
十
六
年
度
の
活
動
計
画
の
主
な
も
の
は

・
環
境
問
題
と
し
て
、

家
庭
か
ら
出
る
ゴ
ミ
の
資
源
利
用
と
し
て

S
平
成
十
五
年

松
山

絹
江

昭
和
五
十
八
年
＼
平
成
十
二
年

岩

元

里

江

く
ん
で
い
る
。

昭
和
五
十
五
年

S
昭
和
五
十
七
年

て
、
具
体
的
に
課
題
を
解
決
し
て
い
く
運
動
と
し
て
現
在
も
取
り

域
課
題
を
生
活
者
の
立
場
か
ら
学
習
し
、
地
域
の
実
態
を
と
ら
え

昭
和
五
十
三
年

S
昭
和
五
十
四
年

重
丸

ふ
じ

昭
和
五
十
年
発
足
。
当
初
は
町
内
に
居
住
す
る
五

0
歳
以
上
の

婦
人
会
員
で
活
動
し
て
い
た
が
、
昭
和
六
十

一
年
に
校
区
婦
人
会

が
消
滅
す
る
と
共
に
、
白
菊
会
の
活
動
は
会
長
の
所
属
す
る
大
正

琴
グ
ル
ー
プ
の
方
々
が
引
き
継
い
で
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

活
動
内
容
も
会
員
が
少
な
い
た
め
に
、
生
活
学
校
の
目
的
で
あ

る
、
日
常
生
活
に
頂
接
携
わ
る
女
性
が
、
身
近
な
生
活
課
題
や
地

鳥

丸

フ

ヂ

昭
和
五
十
年

S
昭
和
五
十
二
年

歴
代
会
長

れ
な
い
の
が
大
き
な
悩
み
で
あ
る
。

社会教育

九

生

活

学
校

「
白
菊
会
」

生
活
環
境
が
更
に
複
雑
化
す
る
に
伴
い
、
避
け
て
通
れ
ぬ
課
題

は
次
々
と
出
て
く
る
。
こ
れ
か
ら
の
生
活
学
校
の
存
在
は
大
き
い

が
、
残
念
な
こ
と
に
町
民
の
認
識
不
足
か
ら
、
会
員
の
増
が
み
ら
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町
文
化
協
会
の
主
催
に
よ
り
、
舞
踊
、

三
味
線
、
大
正
琴
、
太

生
産
は
み
ん
な
の
知
恵
と
力
か
ら

回
素
人
い
き
い
き
芸
能
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
が
溝
辺
ふ

る
さ
と
祭
り
の
前
夜
祭
の
も
と
と
な
る
。

昭
和
六
十
年
第
四
回

優
秀
賞
郷
土
愛
美
と
豊
か
さ
の
充
実

内
容
は
生
涯
学
習
講
座
生
の
作
品
展
示
発
表
及
び
、
芸
能
発
表
、

家
庭
教
育
講
演
会
、
青
少
年
育
成
弓
道
大
会
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
生
涯
学
習
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
催

し
と
好
評
を
得
た
。
そ
こ
で
、
平
成
八
年
十

一
月
二
日
に

「第一

岩
元
典
子

最
優
秀
賞
躍
動
豊
か
な
心
で
活
気
あ
る
生
産

昭
和
五
十
九
年

「
ふ
れ
あ
い
学
習
五
日
間
」
を
開
催
す
る
。

文
化
と
生
活
の
調
和

昭
和
五
十
八
年
第
二
回

創
造
新
生

二
見
剛
史

溝
辺
ふ
る
さ
と
祭
り

昭
和
四
十
九
年
十

一
月
三
日
、
文
化
の
日
に
第

一
回
『
文
化
祭
』

を
開
催
、
昭
和
五
十

一
年
か
ら
五
十
六
年
ま
で
は
文
化
協
会
主
催

で
開
催
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、
農
産
物
の
生
産
意
欲
の
向
上
を
図

る
た
め
、
昭
和
五
十
四
年
か
ら
、
『
農
村
振
興
大
会
』
を
十

一
月

二
十
三
日
勤
労
感
謝
日
に
農
業
祭
と
し
て
進
め
て
き
た
が
、
昭
和

五
十
七
年
か
ら
こ
れ
を
と
り
ま
と
め
、

と
し
て
毎
年
文
化
の
日
に
開
催
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。

平
成
八
年

一
月
に
、

『
溝
辺
ふ
る
さ
と
祭
り
』

昭
和
五
十
七
年
第

一
回

〔
開
催
年
度

回
数

テ
ー
マ

入
選
者

第
六
章

文
化
と
史
跡

エ
ア
ロ
＆

3
B
体
操
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
生
涯
学
習
講
座
生

の
学
習
の
成
果
の
発
表
の
機
会
を
設
け
た
。
講
座
受
講
生
は
こ
の

日
の
た
め
に
練
習
に
励
み
、
当
日
は
ど
の
出
演
者
も
真
剣
に
、
ま

た
楽
し
み
な
が
ら
発
表
を
し
て
き
た
。

な
お
、
平
成
十
二
年
か
ら
前
夜
祭
を
含
め
た
十

一
月
二
日、

三

日
の
両
日
を
「
溝
辺
ふ
る
さ
と
祭
り
」
と
し
た
。

昭
和
五
十
七
年
第

一
回
か
ら
「
テ
ー
マ
」
を
募
り
、
応
募
の
中

か
ら
運
営
委
員
会
に
お
い
て
審
査
、
入
選
作
を
発
表
、
表
彰
し
た
。

住
民
の
知
恵
と
生
産

第
三
回

岩
元
華
枝

上
原
タ
マ
子

満
塩
昌
代

極
拳
、
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猪
俣
重
弘

向
江
雄
星

は
ば
た
け
未
来
へ
！
心
は
ひ
と
つ
か
が
や
く
笑
顔

み
ど
り
豊
か
な
ふ
る
さ
と
み
ぞ
べ
今
年
は
開
港
二
十
年

平
成
十
六
年

平

成

四

年

第

一―

回

重
丸
静
美

有
村
和
久

新
世
紀
力
を
合
わ
せ
こ

こ
ろ
か
よ
う
ふ
る
さ
と
み
ぞ
ベ

ひ

と

は
ぐ
く

豊
か
な
自
然
の
中
で
心
豊
か
な
人
間
を
育
む
溝
辺
町

平
成
二
年

平
成
三
年

第

―
二

回

第
一
三
回

夢
と
希
望
と
郷
土
愛

明
日
の
郷
土
を
育
む
カ

平
成
十

・
十

一
・
十
二
年

第
一
七
•

一
八
・

一
九
回

平
成
十
三

・
十
四

・
十
五
年

第
二
三
回

第一―

O
・
ニ

―
・
ニ
ニ

回

ふ
る
さ
と
溝
辺

第

一
0
回

白
濱
さ
ゆ
り

藤
崎
勝
清

ほ
ほ
え
み
か
わ
し
結
ぶ
手
で
築
こ
う
ふ
る
さ
と
輝
く
未
来

咲
か
せ
よ
う
・

ニ
十

一
世
紀
へ
向
け

・
ふ
る
さ
と
の
夢

第
九
回

輝
け
台
地
み
の
り
の
ふ
る
さ
と
み
ん
な
の
宝

藤
崎
美
恵
子

藤

井

ル

ミ

子

平

成

九

年

第

一
六
回

町
制
三

0
周
年
の
歴
史
を
踏
ま
え
・
は
ば
た
＜
溝
辺

河
原
絹
代

平
成
元
年

第
八
回

知
恵
と
や
る
気
と
創
造
と

生
産
で
心
豊
か
な
溝
辺
町

猪
俣
重
博

平

成

八

年

第

一

五

回

昭
和
六
十
三
年
第
七
回

輝
く
未
来

山
口
和
美

平

成

七

年

第

一

四
回

飛
翔
実
り
あ
る
未
来
に
向
か
っ
て

G
o
溝
辺

人
光
る
み
ど
り
豊
か
な
溝
辺
町

昭
和
六
十
二
年

第

六

回

平
成
六
年

建
設
住
民
の
力
と
和
で
新
溝
辺

桑
畑
雅
代

み
そ
め
館

地
域
文
化
の
発
信
地

昭
和
六
十

一
年

第

五

回

平
成
五
年

向
井
田
邦
子

黒
木
克
子

山
下
英
明
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そ
の
頃
、
竹
子
青
年
団
は
、
竹
子
小
学
校
の
講
堂
（
現
在
の
竹

の
タ
ベ
」

と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
農
山
村
保
育
所
が
開
設
さ
れ
た
最
初
の
年
に
、
竹
子
の
子

園
に
委
ね
ら
れ
た
。

（
現
竹
子
小
学
校
長
住
宅
）

を
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
設
置

の
は
竹
子
だ
け
で
あ
っ
た
。
場
所
は
、
竹
子
共
正
会
の
公
民
館

竹
子
と
崎
森
に
設
置
す
る
計
画
を
立
て
た
が
、
実
際
設
置
で
き
た

昭
和
五
十

一
年
、
溝
辺
町
は
単
年
度
事
業
で
農
山
村
保
育
所
を

J

の
タ
ベ
が
開
催
で
き
る
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
」
竹
子
盆
踊

「
地
域
の
皆
様
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
今
年
も
盆
踊
り
の

竹
子
盆
踊
り
の
タ
ベ

連
絡
協
議
会
長
）

り
の
タ
ベ
実
行
委
員
会
西
野
克
伸
実
行
委
員
長
（
溝
辺
町
青
年
団

の
開
会
の
挨
拶
で
、

が
幕
を
開
け
た
。
毎
年
、
お
盆
の
八
月
十
四
日
に
行
わ
れ
て
い
る
、

「
盆
踊
り
の
タ
ベ
」

「竹
子
盆
踊
り
の
タ
ベ

」

の
歴
史
を
振
り
返

っ
て
み
る
。

に
あ
た
っ
て
は
、
白
蓮
保
育
園
（
昭
和
五
十
三
年
四
月

一
日
発
足
）

を
つ
く
る
た
め
の
前
提
条
件
を
も
含
み
、
す
べ
て
を
高
陵
寺
保
育

ど
も
た
ち
に
盆
踊
り
を
体
験
さ
せ
た
い
と
い
う
、
加
来
宗
暁
住
職

の
思
い
か
ら
始
め
た
の
が
現
在
も
引
き
継
が
れ
、

子
小
学
校
正
門
左
側
に
建
っ
て
い
た
。
今
は
な
い
）

「
竹
子
盆
踊
り

で
、
高
校
生

一
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い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

義
」
を
確
認
す
る
大
切
な
場
と
な

っ
て
い
る
。
殺
伐
と
し
た
今
の

時
代
、
青
少
年
の
活
躍
と
地
域
の
連
帯
感
、
そ
し
て
三
十
年
近
い

歴
史

・

伝
統
を
重
ん
じ
て
、
今
後
更
に
継
承

•

発
展
に
期
待
し
た

ふ
れ
あ
い
と
憩
い
の
場
、
そ
し
て

「
お
盆
」

の

「
定
義
」
と

「意

に
柔
道
の
指
導
を
行
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
盆
踊
り
に
参
加
し
は

内
容
は
、
盆
踊
り
の
み
な
ら
ず
、
青
年
団
の
資
金
作
り
の
一
助

と
、
来
場
者
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
の
こ
と
で
、
イ
ベ
ン

ト
的
要
素
を
取
り
入
れ
、
串
団
子
、
焼
き
と
う
も
ろ
こ
し
、

イ
カ

焼
き
、
焼
き
鳥
な
ど
の
屋
台
を
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。

今
で
は
、
青
年
団
の
活
動
の
場
は
も
と
よ
り
、
地
域
の
方
々
の

な
っ
た。

じ
め
て
、
白
蓮
保
育
園
と
青
年
団
と
の
共
催
で
実
施
す
る
よ
う
に

溝
辺
町
の
文
化
協
会
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
五
十

一
年
十

月
四
日
、
一
八
の
文
化
団
体
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
。
目
的
は
、

次
の
よ
う
に
定
め
て
あ
る
。

一
、
各
文
化
団
体
の
活
動
の
推
進
と
助
成

二
、
文
化
団
体
の
連
絡
提
携

三
、
文
化
祭
の
開
催
、
発
表
の
場
の
提
供

四
、
郷
土
文
化
の
継
承
保
存

活
動
の
特
色
（
概
況
）

`
‘
 

9

し

①

溝
辺
文
化
創
生
の
た
め
、
毎
年
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
具
体

的
実
践
事
項
に
そ
っ
て
活
動
を
し
て
来
た
。

事
は
も
と
よ
り
、
溝
辺
ふ
る
さ
と
祭
り

多
彩
な
活
動
が
あ
り
、

果
を
出
し
て
き
た
。

約
す
る
。

国
際
化
へ
の
取
り
組
み
に
も
見
る
べ
き
成

そ
れ
ら
の
活
動
を
（
文
化
情
報
）

と
し
て
集

い
わ
ば
縁
の
下
の
力
を
発
揮
す
る
場
所
で
あ
る
こ
と
を

自
覚
し
て
、
諸
活
動
、
事
業
の
基
本
と
し
て
い
る
。

（
町
民
祭
）
に
関
わ
っ
て

文
化
協
会
は
、
町
の
教
育
委
員
会
が
企
画
運
営
し
て
い
る
諸
行

文
化
協
会
の
充
実
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⑤

溝
辺
町
文
化
基
金
の
開
設

文
化
講
演
会
の
開
催

定
期
総
会
（
毎
年
六
月
か
七
月
）
の
折
に
、
公
開
の
文
化
講
演

会
を
企
画
。
講
師
は
、
で
き
る
だ
け
溝
辺
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
を

お
願
い
し
て
き
た
。
平
成
十
三
年
で
一
六
回
を
数
え
て
い
る
。

③

み
ぞ
ベ
ス
ケ
ッ
チ
大
会
の
開
催

平
成
元
年
、
鹿
児
島
県
民
文
化
会
の
秀
作
美
術
展
来
溝
を
機
に
、

親
子
触
れ
合
い
の
場
と
し
て
始
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
文
化
協

会
、
教
育
委
員
会
、
郵
便
局
の
共
催
。
町
内
の
各
学
校
美
術
担
当

教
師
が
、
指
導
者
と
な
り
審
査
す
る
。
参
加
者
は
、
町
内
外
を
問

わ
な
い
。
大
賞
は
、
ふ
る
さ
と
祭
り
で
表
彰
し

「文
化
み
ぞ
べ
」

の
表
紙
絵
と
し
て
採
用
す
る
。

『
文
化
み
ぞ
べ
』
の
定
期
刊
行
（
毎
年

一
回
刊
行
）

『
「
溝
辺
町
文
化
協
会
だ
よ
り
」
（
昭
和
五
十

一
年
十

一
月
創
刊
）

と
「
た
か
や
」
（
わ
が
町
の
読
書
観
想
文
集
）
』
（
昭
和
五
十
七
年

三
月
創
刊
ー
溝
辺
町
教
育
委
員
会
編
集
ー
）
に
掲
載
さ
れ
て
き
た

文
化
情
報
を
ま
と
め
た
「
文
化
誌
」
で
あ
る
。
一

九
九

一

（
平
成

三
）
年
創
刊
現
在
に
至

っ

て
い
る
。
寄
稿
・
文
芸

•

読
書
感
想

文

•
町
内
小
中
学
校
の
文
化
活
動

・

表
彰

・

文
化
協
会
の
動
き

・

生
涯
学
習
課
の
実
蹟

．
等
が
主
内
容
で
あ
る
。

④
 

②
 

平
成
十
二
年
十
月
二
十
日
発
行

第
二
巻
秋
峯
い
く
よ
著
『
歌
文
集
庭
椅
子
』

平
成
十

一
年
十
二
月
二
日
発
行

第

一
巻

岩
元
喜
吉
著
『
歌
文
集
風
や
わ
ら
か
に
』

0

み
ぞ
べ
文
化
叢
書

て
い
る
。

⑥
 

斎
藤
茂
吉
歌
碑

ひ
む
が
し
の
空
に
あ
き
ら
け
き
高
千
穂
の

た
だ

峰
に
直
向
ふ
み
さ
さ
ぎ
ぞ
こ
れ

（
昭
和
十
四
年
十
月
元
旦
高
屋
山
上
陵
に
て
詠
歌
）
建
立
の
浄

財
の

一
部
を
も
と
に
、
篤
志
家
の
寄
付
を
集
め
な
が
ら
。
文
化

事
業
の
た
め
に
有
効
に
活
用
し
て
い
る
。
平
成
八
年
度
、
鹿
児

島
県
芸
術
文
化
奨
励
賞
の
副
賞
(
―
10
万
円
）
も
プ
ー
ル
し
、

記
念
出
版
資
金
等
な
ど
に
あ
て
て
い
る
。

「み
ぞ
べ
文
化
叢
書
」
の
発
刊

町
民
お
よ
び
溝
辺
町
出
身
者
の
創
作
活
動
を
奨
励
し
、
将
来
へ

維
持
し
て
出
版
さ
れ
る
叢
書
と
し
て
、
平
成
十

一
年
度
よ
り
企
画

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
第

一
巻
と
し
て

「風
や
わ
ら
か
に
」
が
、

刊
行
さ
れ
、
平
成
十
六
年
度
ま
で
に
左
記
の
第
七
巻
が
続
刊
さ
れ
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第
一
六
回
）
と
移
動
し
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
講
演
内
容
は
『
文

『文
化
み
ぞ
べ
』

二
号
に
収
録

ン
タ
ー

（第
三
回
S
第
六
回
）
、

み
そ
め
館
研
修
室
（
第
九
回

S

大
山
干
年
氏
「
溝
辺
に
帰

っ
て
思
う
こ
と
」

会
場
は
中
央
公
民
館
（
第

一
回

•

第
二
回
）

第
六
回
（
平
成
三
年
六
月
二
十
二
日）

郎
町
長
で
あ
る
。
以
下
講
師
と
演
題
の
み
を
記
し
て
お
く
。
な
お

し
て
き
た
。
そ
の
き

っ
か
け
を
つ
く

っ
て
下
さ

っ
た
の
が
有
馬
四

第
五
回
（
平
成
二
年
六
月
二
十
二
日）

『
文
化
協
会
だ
よ
り
』

二
0
号
に
収
録

①
 

鳥
丸
萩
夫
氏
「
後
世
に
伝
え
る
文
化
」

活
動
の
実
績

一
九
号
に
収
録

岩

元

勝

芳

氏

第
七
巻

第
三
回
（
昭
和
六
十
三
年
六
月
十
八
日
）

『文
化
協
会
だ
よ
り』

一
七
号
に
収
録

第
六
巻
玉
利
狂
花
著
『
遺
句
集
家
郷
』

有

馬

四

郎

氏

第
二
回
（
昭
和
六
十

一
年
五
月
十
九
日
）

第
五
巻

第
四
巻

第
三
巻

佐
藤
山
人
著
『
歌
文
集

岩
元
華
枝
著
『
歌
文
集

彩
華
』

『文
化
協
会
だ
よ
り
』

―
二
号
に
収
録

平
成
十
三
年
六
月
二
十

一
日
発
行

有

馬

四

郎

氏

二
見
剛
史
著

『
エ
ッ
セ
ー
集
平
成
十
三
年

一
月

一
日
発
行

華
甲

一
滴』

平
成
十
三
年
八
月
二
十
四
日
発
行

平
成
十
五
年
十
月
三
日
発
行

最
勝
寺
良
寛
著
『
書
作
品
集
』

平
成
十
六
年
十

一
月
十
六
日
発
行

9

9

 ――
 

9

し溝
辺
町
文
化
講
演
会

ふ
る
さ
と
溝
辺
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
、

地
域
の
文
化
人
を
招
い

て
文
化
協
会
総
会
の
日
程
に
あ
わ
せ
な
が
ら
文
化
講
演
会
を
開
催

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

化
協
会
だ
よ
り
』
『
文
化
み
ぞ
べ
』

載
さ
れ
て
い
る
。

の
該
当
年
度
記
録
と
し
て
掲

第

一
回
（
昭
和
五
十
八
年
四
月
二
十
五
日
）

「
隣
国
中
国
を
訪
ね
て
」

「
ア
メ
リ
カ
を
見
聞
し
て
」

「行
政
の
今
昔
を
想
う
ー
家
計
図
づ
く
り
の

す
す
め
ー
」
『
文
化
協
会
だ
よ
り』

第
四
回
（
平
成
元
年
六
月
二
十
四
日
）

神
川
輝
彦
氏
「
剥
岩
池
と
段
溝
に
つ
い
て
」

『
文
化
み
ぞ
べ
』
創
刊
号
に
収
録

短
歌
の
き
ざ
は
し
』
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岩
元
昭
雄
氏
「
溝
辺
の
子
ど
も
か
ら
学
ん
だ
こ
と

第
十
三
回
（
平
成
十
年
六
月
二
十
日
）

努
力
と
御
協
力
に
よ
り
、
十
月
二
十

一
日
（
日
）
上
床
公
園
で
開

榎
園
高
雄
氏
「
地
域
の
風
土
と
文
化
」

『文
化
み
ぞ
べ
』
八
号
に
収
録

で
あ
る
。
文
化
協
会
役
員
、
社
会
教
育
課
職
員
、
町
内
各
小
・
中

学
校
の
図
エ
、
美
術
担
当
の
先
生
方
溝
辺
郵
便
局
員
の
献
身
的
な

催
さ
れ
た
。

第
十
二
回
（
平
成
九
年
六
月
二
十
二
日
）

会
に
、
本
町
で
初
め
て
実
施
し
た
の
が
「
み
ぞ
ベ
ス
ケ
ッ
チ
大
会
」

『文
化
み
ぞ
べ
』
七
号
に
収
録

平
成
元
年
、
溝
辺
で
行
わ
れ
た
「
秀
作
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展」

を
機

佐
藤
山
人
氏
「
現
代
の
健
康
観
」

゜第
一
回
の
記
録

第
十

一
回
（
平
成
八
年
六
月
二
十
三
日）

②
 
み
ぞ
ベ
ス
ケ
ッ
チ
大
会

『文
化
み
ぞ
べ
』
六
号
に
収
録

『
文
化
み
ぞ
べ
』

―
二
号
に
収
録

山
元
正
博
氏
「
地
ビ
ー
ル
と
地
域
文
化」

岩
橋
恵
子
氏
「
フ
ラ
ン
ス
に
学
ぶ
ま
ち
づ
く
り
」

第
十
六
回
（
平
成
十
三
年
六
月
三
十
日
）

『文
化
み
ぞ
べ
』

五
号
に
収
録

第
十
回
（
平
成
七
年
六
月
二
十
四
日
）

『文
化
み
ぞ
べ
』

―
一
号
に
収
録

新
納
教
義
氏
「
地
方
の
豊
か
さ
問
い
直
そ
う
」

海
江
田
義
弘
氏
「
神
様

•

仏
様
•
お
天
道
様
の
お
は
な
し
」

第
十
五
回
（
平
成
十
二
年
六
月
二
十
四
日
）

『
文
化
み
ぞ
べ
』
四
号
に
収
録

第
九
回
（
平
成
六
年
六
月
二
十
六
日
）

『文
化
み
ぞ
べ
』

1
0
号
に
収
録

岩
下
豊
氏

ふ
る
さ
と
放
談
「
人
を
動
か
す
こ
と
ば
」

S
子
ど
も
に
死
を
語
る

S
」

第
八
回
（
平
成
五
年
六
月
十
八
日
）

種
村
エ
イ
子
氏
「
輝
い
て
生
き
る
た
め
に

『
文
化
み
ぞ
べ
』

三
号
に
収
録

第
十
四
回
（
平
成
十

一
年
六
月
十
九
日
）

藤
谷
文
孝
氏
「
教
育
と
文
化
」

第
七
回
（
平
成
四
年
六
月
三
十
日
）

『文
化
み
ぞ
べ
』
九
号
に
収
録

＼
子
育
て
の
基
本
に
か
か
わ
っ
て

S
」
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心
が
向
い
て
く
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

を
求
め
、
高
学
年
に
な
る
に
つ
れ

て
、
風
景
や
建
物
の
形
や
色
に
関

な
ど
の
動
物
や
遊
具
な
ど
に
題
材

も
た
ち
は
、

幼
児
や
小
学
校
低
学
年
の
子
ど

く
じ
ゃ
く
、
あ
ひ
る

午
後
＝
一時
か
ら
の
閉
会
式
で
は
、
参
加
者
全
員
に
町
教
育
委
員

会
や
、
溝
辺
郵
便
局
の
隈
元
為
次

局
長
か
ら
参
加
賞
が
配
ら
れ
た
。

み
ん
な
に
こ
に
こ
顔
だ
っ
た
。

余
名
の
親
子
や
一
般
参
加
者
を
加
え
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
五
〇

開
会
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
今
吉
衛
町
長
、
村
田
三
夫
教
育
委
員

長
ら
の
激
励
の
こ
と
ば
や
、
審
査
委
員
長

・
神
川
輝
彦
先
生
（
当

時
竹
子
小
学
校
教
頭
）
に
よ
り
絵
を
書
く
と
き
の
心
が
ま
え
や
公

園
使
用
上
の
注
意
な
ど
が
あ
り
、
幼
児
か
ら
小

・
中
学
生
、

一
般

男
女
、
高
齢
者
の
方
々
ま
で
、
総
勢

一
〇
七
名
が
、
上
床
公
園
の

こ
こ
か
し
こ
に
場
を
か
ま
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
で
感
じ
た
「
溝
辺

の
秋
」
を
画
面
い
っ
ぱ
い
に
表
現
し
よ
う
と
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
。

そ
の
間
、
各
小
・
中
学
校
の
図
エ
・
美
術
の
先
生
方
は
講
師
と

第
五
回
み
ぞ
ベ
ス
ケ
ッ
チ
大
会
の
模
様

「
育
て
よ
う
、

上
床
公
園
で
絵
心
を
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
が
浮
か
ん
で
来
る
よ
う
な
、

風
光
明
媚
な
溝
辺
の
地
に
育
つ

て
十
三
塚
原
の

一
角
を
し
め
る
鹿
児
島
空
港
と
山
並
、
そ
こ
に
風

ま
く
、
文
化
を
運
ぶ
飛
行
機
の
離
着
陸
。
ま
た
ま
た
目
を
転
ず
れ

ば
絵
の
主
と
も
言
え
る
錦
江
湾
に
浮
か
ぶ
桜
島
の
う
し
ろ
姿
：
・
゜

代
わ
り
の
画
用
紙
を
広
げ
、
親
子
で
運
ぶ
筆
の
動
き
に
ほ
の
か
な

愛
を
感
じ
、
心
豊
か
な
ふ
れ
あ
い
に
感
動
す
る
の
は
私
だ
け
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
て
、
去
る
平
成
五
年
十
月
十
七
日
（
日
）
、
お
だ
や
か

な
陽
光
を
受
け
て
、
第
五
回
み
ぞ
ベ
ス
ケ

ッ
チ
大
会
は
、

J

の
よ
う
な
恵
ま
れ
た
場
所
、
上
床
公
園
内
で
、
キ
ャ
ン
バ
ス

す
。
ひ
ろ
い
上
げ
れ
ば
限
り
な
く
重
ね
合
せ
る
ス
ケ

ッ
チ
の
数
々
で

し
て
、
指
導
・
助
言
に
あ
た

っ
て
い
た
だ
い
た
。

上
陵
を
バ
ッ
ク
に
そ
び
え
立
つ
新
装
の
み
そ
め
館
の
勇
姿
、
そ
し

霊
峰
高
千
穂
の
な
だ
ら
か
な
稜
線
と
極
を
突
く
俊
頂
。
高
屋
山

子
ど
も
た
ち
は
幸
せ
で
す
。

午
前
八
時
半
か
ら
受
付
、
九
時
か
ら
開
会
、

二
見
剛
史
会
長
の

ス
ケ

ッ
チ
大
会
に
思
っ

田

上

正

人
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J

の
こ
と
か
ら
、
よ
く
耳
に
し
ま
す
「
溝
辺
の
文
化
は
停
滞
し

が
定
ま
ら
ず
、
あ
ち
こ
ち
歩
き
廻
っ
て
い
る
女
の
子
…
。
等
々
の

姿
を
見
つ
け
て
い
る
う
ち
に
、
ポ
ツ
リ
、
ポ
ツ
リ
と
雨
粒
が
落
ち
、

そ
れ
か
ら
数
時
間
後
の
午
後
三
時
に
集
め
ら
れ
た
作
品
を
、
み

そ
め
館
の
ホ
ワ
イ
エ
に
並
べ
、
町
内
小
・
中
学
校
の
図
エ
、

美
術

し
た
よ
う
に
、

し
か
し
、

い
く
ら
画
素
材
が
豊
富
で
も
、
描
く
人
の
心
が
伝

わ

っ
て
こ
な
い
作
品
か
ら
は
、
審
美
感
は
生
ま
れ
な
い
よ
う
で
す
。

一
点
一
点
の
作
品
の
中
に
は
、
幼
児
の
心
、
子
ど
も

た
ち
の
歌
や
笑
い
を
感
じ
、
大
人
に
近
づ
く
感
性
を
見
取
る
こ
と

の
で
き
る
小
学
校
裔
学
年
・
中
学
生
の
筆
さ
ば
き
、
そ
し
て
子
ど

も
に
負
け
じ
と
生
れ
つ
き
の
素
質
を
発
揮
し
て
、
す
ば
ら
し
い
風

景
画
や
、
花
を
仕
上
げ
た
大
人
の
作
品
に
も
審
査
の
目
は
お
ど
ら

さ
れ
ま
し
た
。

て
い
る
。」

と
か
「
ス
ポ
ー
ツ
に
比
べ
て
取
り
組
み
が
う
す
い
。
」

等
々
言
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
こ
の
ス
ケ

ッ
チ
大
会
で
感
じ

担
当
の
指
導
者
と
共
に
審
査
会
を
行
い
ま
し
た
。
先
に
も
述
べ
ま

慌
て
る
場
面
も
あ
っ
た
が
、
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

れ

一
枚

一
枚
の
色
に
集
中
す
る
小
学
生
の
男
の
子
、
画
面
構
成

遠
望
の
霧
島
連
山
に
挑
む
お
父
さ
ん
、

に
魅
せ
ら
れ
た
お
母
さ
ん
。
ク
ジ
ャ
ク
の
羽
根
の
美
し
さ
に
見
と

コスモスのやさしさ

＾第 開
平
成 2 催

-2 、回 回

猪 末 万 内 ぅ岩 氏
之

俣 プじ 膳 段 と プE

重 志 可 佑 め 俊

奈 ぐ

博 保 子 介 み 彦 名

小 小 小 小 幼 所

五

般 年 年 年 年 児 属

第

263
表

（
当
時
溝
辺
小
学
校
長
）

け
る
文
化
高
場
施
策
の
充
実
と
発
展
を
夢
見
、
期
待
し
つ
つ
感
想

と
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
主
催
者
で
あ
る
町
、
町
教
育
委
員
会

す。 芽
生
え
、

一
般
参
加
者
の
絵
の
心
か
ら
は
、
み
そ
め
館
運
営
へ
の

期
待
と
共
に
、
芸
術
文
化
の
土
壌
は
造
成
さ
れ
、
そ
の
息
吹
は
生

き
生
き
と
燃
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
ど
う
か
こ
れ
か
ら
も
、

こ
の
心
を
大
事
に
し
て
親
子
共
々
が
ん
ば

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

文
化
協
会
の
町
民
各
位
へ
の
働
き
が
け
に
敬
意
を
表
し
ま
す
と
共

に
、
細
か
な
心
で
終
日
指
導
し
て
く
だ
さ

っ
た
先
生
方
に
審
査
委

員
長
と
し
て
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
の
溝
辺
に
お

み
ぞ
ベ
ス
ケ
ッ
チ
大
会

大
会
秀
作
賞
一

覧

る
限
り
に
お
い
て
は
、
文
化
の
芽
は
、
子
ど
も
た
ち
の
瞳
の
中
に
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＾第平
成 4

-4 回

池 猪 Jil 佐 植 福 内 宮 ム' 池 佐 永

村

田 俣 見 床 藤 木 永 野 原
り
田 見 藤 山

力ヽ 重 朱 友 明 由 慎 絵
よ

う
r½ ヵ

太 禾フlj す

子 博 実 子 子 美 道 郎 奈 け 子

小 小 小 小 小

-'---Iヽ

般 般 般 般 般 年 年 年 年 年 般

第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第
開16 15 14 13 12 11 10 ， 8 7 6 

回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回
悶9→ --、農―̀  ． 孟、悶―̀ , 悶―̀  と悶― ̀ , 悶―̀  悶,-、悶’→一、孟,-, -孟-催
16 '1~5 ' 14 -1-3 -12 11 10 

， 8 7 6ヽ 回

馬 村 内 ひ 重 村 井 お 内 鎌

だ お
場 岡
村 か 丸 田 上 ＜ 

見
野 田
氏

ぼ

美 俊
ひ
慎

千 秀
ま り ろ 朱 名
り の 太

里 男 周 あ さ 和 郎 り 実 郎 実

中 小 小 rjヽ 小 小 小 所

四 五

年 般 年 年 年 般 年 年 般 年 般 属

朱 明 久

実 子 子

般 般 般

第264表みぞベスケッチ大会「大賞」一覧

第六回みぞベスケッチ大会から「大会大賞」を設け、
『文化みぞべ』の表紙絵に採用することとなった。

第6章 文化と史跡

＾第平
成 3

-3 、回

西 渋 住 井 沼 の 上 上 別

む

溜 谷 士 上 ロら 見 村 村 府ロ

美 ま 千 可 み
あ

き 朱 和

な 恵 奈 ひ

和 み 子 子 き ろ 実 子 茂 勇

中 中 小 小 小 小

-'I—ヽ・ 四

年 年 年 年 年 年 般 般 般 般

＾第平
成 5

~ 5 回

池 八 佐 岩 佐 清 A -, 重 松

重

見 田 尾 藤 冗 藤 水 村 林木 山

朱 広ヽ 俊 明 美 大 雄 亮 か み

由 治 な

実 子 徳 子 紀 祐 郎 介 え き

小 小 小 小 小 !Jヽ
Iー」ヽ -'--- 四Iヽ

般 般 般 般 年 年 年 年 年 年
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②
 副
賞
は
後
日
、
文
化
基
金
に
繰
入
れ
活
動
資
金
に
し
て
い
る
。

町
の
郷
土
誌
出
版
に
際
し
て
は
資
料
発
掘
に
努
め
、
「
地
つ
き
唄
」

喜
吉
殿

で
表
彰
さ
れ
、

五
年
一
月
二
十
六
日
の
第
四
回
鹿
児
島
県
生
涯
学
習
県
民
フ
ェ
ア

③
 

（
総
合
部
門
）

口

表

彰

・
祝
賀
関
係

①

鹿
児
島
県
芸
術
文
化
奨
励
賞
の
受
賞

平
成
八
年
度
は
溝
辺
町
文
化
協
会
の
創
立
二
0
周
年
と
い
う
節

目
の
年
で
あ
っ
た
。
幸
運
に
も
、
鹿
児
島
県
芸
術
文
化
奨
励
賞

を
受
賞
す
る
こ
と
に
な
り
、
十

一
月
十
四
日
、
授

「
昭
和
五
十

一
年
に
発
足
以
来
、
主
体
的
・
積
極
的
に
活
動
を

続
け
、

の
発
刊
、
や
や
も
す
れ
ば
遅
れ
が
ち
な
文
化
振
興
に
寄
与
し
て
い
る

意
義
の
大
き
さ
と
、
溝
辺
町
文
化
基
金
の
創
設
、
『
文
化
み
ぞ
べ
』

ス
ケ

ッ
チ
大
会
や
書
席
コ
ン
ク
ー
ル
の
開
催
等
、
地
域

に
根
ざ
し
た
文
化
活
動
が
、
近
隣
町
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た

功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。
」

創
立
二
十
五
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

平
成
十
四
年
十
二
月
三
日
、
溝
辺
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
文
化
協
会
設
立

―
―
十
五
周
年
記
念
式
典

・
祝
賀
会

が
開
催
さ
れ
た
。
関
係
者
約
八

0
名
が
参
加
し
、
四
半
世
紀
の
文

化
活
動
を
ふ
り
か
え
り
、
町
の
将
来
を
語
り
合
っ
た
。
初
代
会
長

最
勝
寺
良
寛
氏
（
書
家
）

と
、
協
会
発
展
に
貢
献
の
大
き
い
歌

人

・
佐
藤
山
人
氏
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。
こ
の
会
は
、
同
年
六

月
、
二
見
剛
史
会
長
が
鹿
児
島
県
文
化
協
会
会
長
に
就
任
さ
れ
た

綴
版
）
』
（

一
＼
二
0
号

は
同
誌
の
ほ
か
『
文
化
み
ぞ
べ
』
第

一
0
号
巻
末
に
「
溝
辺
町
文

化
誌
の
総
目
次
」
の

一
部
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
後
期

の
溝
辺
町
を
文
化
面
か
ら
記
録
さ
れ
た
、
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

第
三

0
回
南
日
本
社
会
教
育
賞

岩
元
喜
吉
氏

平
成
四
年
度
の
南
日
本
社
会
教
育
賞
を
、
溝
辺
町
文
化
協
会
顧

問
・
岩
元
喜
吉
氏
が
受
賞
さ
れ
た
こ
と
は
快
事
で
あ

っ
た
。
平
成

二
月

一
日、

上
床
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

盛
大
な
祝
賀
会
を
開
催
、
町
を
挙
げ
て
氏
の
功
績
を
讃
え
た
。

南
日
本
新
聞
社
か
ら
の
表
彰
状
原
文
を
記
し
て
お
く
。

「
岩
元

あ
な
た
は
溝
辺
町
の
体
育
協
会
や
文
化
協
会
の
設
立
に

貢
献
し
、
地
域
の
推
進
役
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
溝
辺

賞
式
に
臨
ん
だ
。
「
功
績
の
概
要
」
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

町
内
外
の
文
化
機
関

•

関
係
者
に
配
布
さ
れ
て
い
る

。

内
容
目
次

一
九
七
六

s九
0
)
の
刊
行
が
あ
り

な
お
、
記
念
事
業
と
し
て

お
祝
い
を
兼
ね
て
い
た
。

『
溝
辺
町
文
化
協
会
だ
よ
り

（合
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を
は
じ
め
伝
統
芸
能
の
復
活
や
民
謡
の
保
存
継
承
に
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。
俳
句
同
好
会
に
結
成
や
町
民
歌
の
作
詞
な
ど
文
芸
活
動

に
も
励
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
第
三
0
回
南
日
本
社
会
教

育
賞
を
贈
り
業
績
を
た
た
え
ま
す
。
」

氏
は
、
復
員
後
役
場
に
勤
務
、
社
会
教
育
を
中
心
に
活
躍
さ
れ

た
。
文
化
協
会
を
は
じ
め
諸
団
体
の
設
立

・
育
成
、
発
展
に
献
身

的
な
努
力
を
重
ね
ら
れ
た
功
績
が
県
レ
ベ
ル
の
評
価
を
受
け
た
の

で
あ
る
。
十
三
塚
特
攻
隊
の
記
録
『
鎮
魂
ー
白
雲
に
の
り
て
君
還

り
ま
せ
』
、
町
文
化
協
会
の
み
ぞ

べ
文
化
叢
書
第

一
巻
『
風
や
わ

ら
か
に
』
、
句
集
『
青
雨
』
等
の
出
版
も
光
っ
て
い
る
。

三
号

(

-
九
九
三
）

祝
賀
会
の
模
様
や
氏
の
功
績
に
つ
い
て
は

『文
化
み
ぞ
べ
』
第

や
『
人
輝
く
ま
ち
ー
溝
辺
人
物
小
伝
ー
』

（二
0
0
二
）
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

④

北
里
洋
一
氏
・
朴
大
君
父
子
そ
ろ
っ
て
県
知
事
賞

平
成
五
年
春
、
鹿
児
島
県
書
道
会
主
催
の
第
四
六
回
書
道
展
に

溝
辺
小
学
校
五
年
、
北
里
朴
大
君
が
小
学
校
の
部
で
、
父
親
の
洋

一
氏
が

一
般
の
部
で
、
そ
れ
ぞ
れ
最
高
の
知
事
賞
を
受
賞
さ
れ
た
。

父
子
そ
ろ
っ
て
の
知
事
賞
は
有
史
以
来
の
金
字
塔
と
称
す
べ
く
、

早
速
、
有
志
で
北
里
さ
ん
御

一
家
を
招
待
し
二
月
―
―
十
六
日
祝
賀

会
が
開
か
れ
た
。
発
起
人
は
最
勝
寺
良
寛

•

初
代
文
化
協
会
長
で

あ
る
。
同
展
審
査
員
長

・
馬
場
正
則
（
啓
彰
）
先
生
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
作
品
は
溝
辺
町
に
受
賞
記
念
と
し

て
寄
贈
さ
れ
た
。
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二

見

剛

史

神
田
寿
美
子

岩

元

喜

吉

川

床

ト

モ

平

成

二
S
六
年
度

〇

顧

問

七
枝

仁
志豊

昭
和
六
十
二
年
＼
平
成
元
年
度

徳
永
み
す
ず

隈
冗

昭
和
五
十
八
年
＼
六
十

一
年
度
（
書
記
兼
務
）

北

里

洋

岩
元
里
江
昭
和
五
十
七
年
度

永

山

作

平
成
九
＼
十
四
年
度

平
成
九
年
度

S
現
在

平
成
十
五
年
度
S
現
在

平
成
二
年
度

S
現
在

平
成
十
五
年
度
＼
現
在

平
成
七
＼
八
年
度

0
会

計
（
昭
和
五
十
七
年
度
以
降
）

川

床

ト

モ

竹
ノ
内
照
子

平
成
七
＼
八
年
度

平
成
二
S
六
年
度

石

原

久

雄

平
成
十
五
年
度

S
現
在

町

田

良

夫

平
成
元
＼
八
年
度

川

床

ト

モ

平
成
十

一
S
十
四
年
度

重

森

フ

ヂ

昭

和

六

十

一
S
平
成
元
年
度

岩

元

里

江

昭

和

五

十

八

S
六
十
年
度

松

山

絹

江

岩

元

典

男

昭

和

五

十

七

S
六
十
三
年
度

北

里

洋

岩

下

晃

昭

和

五

十

一
S
五
十
六
年
度

隈

元

為

次

平

成

四

S
六
年
度

〇
副
会
長

畑

中

幸

雄

平

成

―
-
S
三
年
度

永

山

作

岩
元

忠
義
昭
和
六
十
三
S
平
成
元
年
度

二
見

剛

史

最
勝
寺
良
寛

昭
和
五
十
七

S
平
成
十
四
年
度

平
成
十
五
年
度

S
現
在

神
田
寿
美
子

平
成
七
＼
八
年
度

平
成
七

S
十

一
年
度

平
成
九
年
度
＼
現
在

岩

元

里

江

昭

和

六

十

―
S
平
成
六
年
度

岩

元

保

雄

昭

和

五

十

五

S
五
十
六
年
度

国

生

康

雄

昭

和

六

十

年

S

昭
和
五
十
一

S
五
十
四
年
度

有
村
ア
サ
子

昭
和
五
十
七
年
＼

園
溝
辺
町
文
化
協
会
の
歴
代
役
員

0
会

長

岩

下

晃

昭

和

五

十

七

年

S

〇

監

事
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第 6章 文化と史跡

△
コ
ー
ラ
ス
（
今
吉
睦
美
）

昭
和
五
十

一
年
設
立
当
時
の
文
化
団
体
は
次
の

一
八
で
、
そ
の

代
表
者
が
全
員
理
事
と
な
る
（
定
期
理
事
会
即
年
次
総
会
）
。
△

書
道
（
最
勝
寺
良
寛
）
‘
△
生
花
（
重
森
フ
ヂ
）
‘
△
詩
吟
（
有
村

ア
サ
子
）
、
△
手
芸
（
川
床
ト
モ
）
、
△
工
〔
民
〕
芸
（
岩
下
晃
）
、

△
民
謡
（
竹
ノ
内
照
子
、
今
村
日
出
子
）
‘
△
絵
画
（
松
元
扉
子
）
、

△
花
木
（
山
本
継
甫
）
、
△
芸
能
（
丸
山
重
記
）
、
△
文
芸
（
波
江

野
賞
）
、
△
ラ
ン
（
国
生
康
雄
）
‘
△
影
絵
（
加
来
宗
暁
）
、
△
栄

養
改
善
（
野
間
ト
モ
）
‘
△
切
手
（
隈
元
仁
志
）
、

△
写
友
会
（
大

人

一
平
）
、
△
生
活
改
善
（
杉
本
す
み
え
）
‘
△
着
付
（
岩
元
里
江
）
、

そ
の
後
入
退
部
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
全
体
的
に
は
増
え
続
け

平
成
十
六
年
度
は

一
一
九
団
体
が
文
化
協
会
に
登
録
し
て
い
る
。
運

営
面
で
は
、
平
成
十
年
度
か
ら
文
化
ジ
ャ
ン
ル
を
念
頭
に
お
い
た

常
任
理
事
制
を
敷
き
、
役
員
団
の
強
化
を
図
っ
た
。

〇

理

事 大
坪

徹

町

田

英

司

隈

元

仁

志

0
書

記

平
成
―

-＼
八
年
度

昭
和
五
十
七

S
六
十

一
年
度

昭
和
六
十
二

S
平
成
元
年
度

〈加
盟
団
体
の
推
移
〉

昭
和
十
七
年
度
現
在
（
団
体
名

・
代
表
者

・
順
不
同
）
△
文
芸

（
玉
利
卓
也
）
‘
△
書
道
（
最
勝
寺
良
寛
）
‘
△
詩
吟
（
岩
元
典
男
）
、

△
着
付
．
茶
道
（
岩
元
里
江
）
‘
△
舞
踊
（
竹
ノ
内
照
子
）
、
△
三

味
線
(
A
)
（
向
江
政
廣
）
、
△
三
味
線

(
B
)

（
七
枝
豊
）
、
△
大

津
絵
節
（
波
江
野
実
）
‘
△
棒
踊
り
（
相
良
悟
）
、
△
大
正
琴

・
コ

ー
ラ
ス
（
松
山
絹
江
）
、
△
レ
ク
ダ
ン
ス
（
今
村
日
出
子
）
、
△
生

活
改
善
（
重
森
早
子
）
‘
△
栄
養
改
善
（
上
田
橋
治
子
）
、
△
写
真

（
長
野
武
弘
）
、
△
切
手
（
隈
元
仁
志
）
、
△
手
芸
・
編
み
物
（
川

床
ト
モ
）
‘
△
硬
筆

・
エ
芸
（
岩
下
晃
）
‘
△
寒
蘭

・
万
年
青
（
国

生
重
雄
）
、
△
花
木
（
山
本
継
甫
）
△
生
花
（
重
森
フ
ヂ
）

昭
和
五
十
八
年
度
以
降
の
加
盟
団
体

太
鼓
保
存
会
（
岩
元
栄
助
）
、

△
ふ
る
さ
と
水
の
会
（
土
屋
武
彦
）
‘
△
畑
中
書
道
教
室
（
畑

中
幸
雄
）
‘
△
書
道
晴
心
会
（
北
里
晴
山
）
、
△
舞
踊
・
寿
美
鈴
会

（
神
田
寿
美
子
）
、
△
等
曲
・
琴
（
瀬
戸
山
歌
寿
奈
）
‘
△
寛
友
書

道
会
岩
元
教
室
（
岩
元
典
男
）
、
△

S
P
M
葉
月
会
（
岩
元
康
良
）
、

△
津
軽
三
味
線
・
鈴
教
室
（
沼
口
つ
や
子
）
、
△
ハ
ム
同
好
会

（
隈
元
為
次
）
‘
△
刀
剣
同
好
会
（
岩
元
喜
吉
）
‘
△
溝
辺
た
か
や

△
筑
前
琵
琶
（
黒
木
ッ
タ
）
、
△
舞

△
バ
ン
ド
・
エ
ア
ー
タ
ウ
ン

踊
・
泉
流
真
泉
会
（
泉
真
――
一照）、
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（
永
山
久
子
）
、

△
フ
ラ
ダ
ン
ス

（
横
山
節
子
）
、

（
中
原
麗
子
）
、

△
太
極
拳
同
好
会
（
木
佐
木
俊
春
）、

（
今
村
日
出
子
）
、

△
腹
話
術

△
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
（
村
山
み
ど
り
）
、

※
団
体
名
の
改
称
や
代
表
者
の
交
代
に
つ
い
て
は
割
愛
す
る
。

設
立
後
半
世
紀
、
生
涯
学
習
講
座
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
、
本
町

に
も
多
彩
な
文
化
団
体
が
育
成
さ
れ
て
き
た
。
他
市
町
と
の
交
流

を
含
め
、
文
化
活
動
に
熱
心
な
町
民
は
着
実
に
増
加
し
て
い
る
。

国溝
辺
町
文
化
協
会
は
、
行
政
と
り
わ
け
教
育
委
員
会
の
社
会
教

行
政
と
文
化
協
会

△
ア
ロ
ハ
み
ぞ
ベ
フ
ラ
ダ
ン
ス

長
・
課
長
の
指
南
を
仰
い
だ
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

造
り
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
は
大
き
い
。

そ
の
背
景
に
歴
代
教
育

そ
れ
ぞ
れ
の
年
度
に
、
よ
き
指
導
者
を
得
て
文
化
活
動
の
舞
台

町
田

公
男
（
平
成
十
四
年
度
S
現
在
）

家
村

剛
夫
（
平
成
十
年
S
十
三
年
度
）

蔵
圏
輝
美
（
平
成
九
年
度
）

岩
元
石
野
田

△
和
紙
絵
画
彩
歌
詩
西
野
教
室
（
西
野
喜
代
美
）
、

△
す
こ
や
か
太
極
拳
同
好
会
（
今
村
日
出
子
）
‘
△
絵
画
同
好
会

（
今
村
勇
）
‘
△
社
交
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
（
丸
山
重
記
）
‘
△
長
野
書

道
会
（
長
野
順
子
）
‘
△
民
謡
同
好
会
（
前
田
久
美
子
）
‘
△
藤
間

流
涼
隆
会
（
住
吉
隆
子
）
、
△
社
交
ダ
ン
ス
同
好
会
（
二
見
福
美
）
、

正
治
（
平
成
二
年
＼
四
年
度
）

勇
（
平
成
七
年
度
）

昭
雄
（
平
成
八
年
度
）

今
吉

晃
（
平
成
五
年

S
六
年
度
）

新
名
上
村
茂
（
昭
和
六
十
三
年
＼
平
成
元
年
度
）

松
山
岩
元

亨
（
昭
和
五
十
九
年
S
六
十
年
度
）

寿
（
昭
和
六
十

一
年
＼
六
十
二
年
度
）

わ
り
グ
ル
ー
プ
（
堀
乃
内
美
知
子
）
、

△
池
坊
永
山
華
道
教
室

西
野
隆
志
（
昭
和
五
十
七
年
S
五
十
八
年
度
）

△
宮
城
流
股
旅
舞
踊
（
森

一
信
）
、

会
（
徳
永
み
す
ず
）
、

△
ひ
こ
う
き
ぐ
も
（
鶴
薗
祐
子
）

△
ひ
ま

文
化
協
会
を
担
当
し
た
職
員
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

△
エ
ア
ロ
・

3
B
体
操
同
好
動
を
支
援
し
て
き
た
。
財
政
面
で
も
深
き
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

坊
華
道
春
愛
会
（
古
市
広
子
）
‘
△
植
物
同
好
会
（
瀬
戸
山
和
子
）

団
の
中
に
文
化
担
当
の
職
員
が
常
時
加
わ
り
、
文
化
協
会
の
諸
活

（
山
下
順

一
）

△
チ
ャ
ー
ム
き
も
の
装
塾
（
藤
田
恵
子
）
、

△

池

育

課

（

生
涯
学
習
課
）

と
の
連
携
を
軸
に
発
達
し
て
き
た
。
役
員
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発
足
以
来
の
主
な
活
動
内
容
は
次
の
と
お
り
。

会
参
加

そ
の
後
、
会
の
正
式
名
称
を
「
ひ
こ
う
き
ぐ
も
」
と
決
定
し
文

化
協
会
に
も
加
盟
し
た
。
活
動
内
容
と
し
て
、

①
公
演
活
動
の
調
査
、
研
究
に
関
す
る
こ
と
。

②
タ
ウ
ン
情
報
等
の
収
集
や
調
査
研
究
に
関
す
る
こ
と
。

③
文
化
活
動
家
、
文
化
グ
ル
ー
プ
と
の
交
流
活
動
。

④
そ
の
他
、
目
的
達
成
に
必
要
な
事
項
。

を
掲
げ
、
様
々
な
行
事
、
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
し
地
域
興

し
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。
発
足
時
は

一
三
名
で
あ

っ
た
会
員
も
、

途
中
若
干
の
増
減
が
あ
っ
た
が
、
現
在
は
、
代
表
者
鶴
薗
佑
子
ほ

か
一
八
名
を
超
え
て
い
る
。

平
成
九
年
度

南
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進
協
議
会
研
修

地
域
文
化
推
進
事
業
地
区
公
演
運
営

影
絵
公
演
八
回

グ
リ
ー
ン
エ
ア
ポ
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
町
参
加

会
参
加

ひ
こ
う
き
ぐ
も

｀
ー
、,_' 

平
成
六
年
八
月
、
グ
リ
ー
ン
文
化
ホ
ー
ル
み
そ
め
館
の
開
館
を

機
に
、
楽
し
く
、
明
る
＜
生
活
で
き
る
心
の
環
境
を
つ
く
る
た
め
、

芸
術
文
化
に
触
れ
、
感
動
を
共
有
で
き
る
仲
間
づ
く
り
並
び
に
社

会
の
情
報
収
集
や
、
文
化
活
動
の
調
査
研
究
を
目
的
と
す
る
カ
ル

チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
（
仮
称
）
を
、
町
民
に
呼
び
か
け
て
発
足
さ
せ
た
。

文
化
諸
団
体
の
育
成

平
成
七
年
度

平
成
八
年
度

平
成
六
年
度

溝
辺
の
こ
と
を
知
ろ
う

「
溝
辺
の
民
話
」
発
行
（
募
集
・
編
集
）

武
田
鉄
矢
コ
ン
サ
ー
ト
（
み
そ
め
館
自
主

文
化
事
業
の
サ
ポ
ー
ト
）

影
絵
劇
団
発
足
、
ふ
る
さ
と
祭
り
で
初
公

演
他
影
絵
公
演
一
回

西
郷
ど
ん
の
夏
％
共
催

ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
参
加

[
南
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進
協
議
会
]

加
入
地
域
文
化
推
進
事
業
地
区
公
演
運
営

イ
ル
カ
コ
ン
サ
ー
ト
（
み
そ
め
館
自
主
文

化
事
業
の
サ
ポ
ー
ト
）

南
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進
協
議
会
研
修
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平
成
十
年
度

平
成
十

一
年
度

平
成
十
二
年
度

地
域
文
化
推
進
事
業
地
区
公
演
運
営

ガ
チ
ャ
ゴ
チ
ャ
シ
ョ

ひ
こ
う
き
ぐ
も
公
演
（
大
人
に
な
れ
な
か

消
防
自
動
車
ジ
プ
タ

ウ

ひ
こ
う
き
ぐ
も
映
画
館
（
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ

っ
た
弟
た
ち
）

陵
南
子
ど
も
劇
場

影
絵
公
演
八
回

会
参
加

ひ
こ
う
き
ぐ
も
映
画
館
（
ハ
ム
ナ
プ
ト
ラ
）

地
域
文
化
推
進
事
業
地
区
公
演
運
営

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
新
聞

C
M
撮
影

会
参
加

南
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進
協
議
会
研
修

地
域
文
化
推
進
事
業
地
区
公
演
運
営

会
参
加

影
絵
公
演
（
六
回
）

陵
南
子
ど
も
劇
場

地
域
文
化
推
進
事
業
地
区
公
演
運
営

第

一
0
回

「わ
か
ば
基
金
」
申
請
、
承
認

南
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進
協
議
会
研
修

平
成
十
三
年
度

平
成
十
四
年
度

地
域
文
化
推
進
事
業
地
区
公
演
運
営

会
参
加

影
絵
公
演
六
回

ゃ
ん

を
受
け
る

ル）

影
絵
公
演
六
回

会
参
加

グ
リ
ー
ン
エ
ア
ポ
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
⑱
参
加

南
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進
協
議
会
研
修

ひ
こ
う
き
ぐ
も
映
画
館
（
グ
リ
ー
ン
マ
イ

陵
南
子
ど
も
劇
場

番
ネ
ズ
ミ
の
ヤ
カ
ち

南
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進
協
議
会
研
修

ひ
こ
う
き
ぐ
も
映
画
館
（
ひ
っ
と
べ
）

陵
南
子
ど
も
劇
場

影
絵
公
演
八
回

南
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進
協
議
会
研
修

グ
リ
ー
ン
エ
ア
ポ
ー
ト
フ
ェ
ス
タ

ー
と
賢
者
の
石
）

陵
南
子
ど
も
劇
場

と
っ
ぴ
ん
し
ゃ
ん
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J

れ
ら
が
高
い
評
価
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

み
・
照
明
な
ど
会
員
の
特
技
を
い
か
し
自
主
的
に
参
加
活
動

N
H
K
厚
生
文
化
事
業
団
地
域
福
祉
を
支
援
す
る

金
」
支
援
金
を
い
た
だ
い
た
。

対
し
同
基
金
か
ら
「
民
話
や
影
絵
を
中
心
に
地
域
文
化
の
振
興
に

貢
献
す
る
活
動
は

ユ
ニ
ー
ク
」
と
し
て
、

全
国
六
一
六
団
体
の
な

か
か
ら
選
ば
れ
た
団
体
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

感
受
性
豊
か
な
子
ど
も
の
心
優
し
さ
と
楽
し
さ
の
活
動

影
絵
は
み
ん
な
の
手
作
り
で
、
舞
台

・
人
形
・
脚
本

・
吹
き
込

文
化
性
が
乏
し
い
と
い
わ
れ
る
溝
辺
町
に
お
い
て
、
今
後
の
活

躍
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

ひ
こ
う
き
ぐ
も
は
、
結
成
以
来
約
一

0
年
。
そ
の
自
主
活
動
に

約

一
千
万
円
か
け
て
備
品
購
入
し
、
管
理
活
用
を
保
存
会
に
全
て

す
べ
く
練
習
を
開
始
し
た
。

演
奏
曲
の
作
曲
は
、
当
時
、
溝
辺
中
学
校
の
兼
廣
晨
史
校
長
先

生
に
依
頼
し
、
合
わ
せ
て
叩
き
方
（
所
作
）
に
つ
い
て
も
、

ろ
で
あ
る
。

同
じ

く
同
中
学
校
の
山
口
客
生
教
頭
先
生
と
共
に
指
導
を
仰
い
だ
と
こ

定
さ
れ
て
お
り
、
保
存
会
の
演
奏
初
披
露
を
こ
の
除
幕
式
に
合
わ

り
し
も
こ
の
年
八
月
に
、
西
郷
像
除
幕
式
（
現
西
郷
公
園
）
が
予

ら
募
集
し
、
小
学
生
二
名
を
含
む
総
勢
二
八
名
が
集
ま
っ
た
。
折

受
け
て
い
る
。

打
ち
子
（
太
鼓
の
叩
き
手
）
は
広
く
溝
辺
町
民
か

一
任
し
た
。
な
お
、
保
存
会
は
町
か
ら
運
営
費
の
助
成
を
現
在
も

「
わ
か
ば
基

影
絵
公
演
四
回

ん 陵
南
子
ど
も
劇
場

な
ん
な
ん
な
ん
で
ま

①
溝
辺
た
か
や
太
鼓
の
継
承
保
存
に
関
す
る
こ
と
。

②
溝
辺
町
が
主
催
す
る
行
事
に
積
極
的
に
参
加
す
る
。

③
そ
の
他
文
化
の
振
興
に
関
す
る
こ
と
。
を
主
な
事
業
と
し
た
。

太
鼓
は
、
溝
辺
町
が
伊
集
院
町
に
あ
る
宮
内
太
鼓
楽
器
店
か
ら

グ
リ
ー
ン
エ
ア
ポ
ー
ト
フ
ェ
ス
タ

さ
と
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
そ
し
て

会
参
加

平
成
十
五
年
度

地
域
文
化
推
進
事
業
地
区
公
演
運
営

南
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進
協
議
会
研
修

影
絵
公
演
六
回

と
会
員
相
互
の
連
携
、
融
和
を
図
り
、

口
溝
辺
た
か
や
太
鼓
保
存
会

溝
辺
た
か
や
太
鼓
保
存
会
は
、
昭
和
六
十
三
年
八
月
、
溝
辺
町

の
町
お
こ
し
事
業
の
一
環
と
し
て
結
成
さ
れ
、
地
域
文
化
の
向
上

も
っ
て
地
域
興
し
、
ふ
る
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人
は
全
員
男
性
で
、
小

・
中
学
生
及
び
高
校
生
は
高
校
生
の
う
ち

会
演
奏
会
で
の
演
奏
を
行
い

ふ
る
さ
と
祭
り
出
演
と
元
旦
の
遥

西
郷
像
除
幕
式
後
は
、
同
年
溝
辺
町
畜
産
振
興
大
会
、
作
曲
協

一
台

（
後
に

一
尺
二
寸
の
ボ
ル
ト
式
締
小
太

六
尺
締
大
太
鼓
一
台
、

二
尺
五
寸
宮
太
鼓

一
台、

公
民
館
（
旧
溝
辺
町
役
場
跡
上
）

か
ら
は
、
太
鼓
の
音
な
ら
ぬ
夕

発
足
当
初
は
、
太
鼓
製
作
が
間
に
合
わ
ず
車
の
古
タ
イ
ヤ
を
太

鼓
に
見
立
て
て
の
練
習
で
、
練
習
場
所
で
あ
っ
た
当
時
の
町
中
央

イ
ヤ
を
叩
く
鈍
い
音
が
響
い
て
い
た
。
初
め
の
頃
は
リ
ズ
ム
も
バ

ラ
バ
ラ
で
あ
っ
た
が
、
本
物
の
太
鼓
が
到
着
し
た
頃
は
打
ち
子
の

腕
も
大
分
上
達
し
て
い
た
。

0
太
鼓
明
細

二
尺
宮
太
鼓
二
台
、

一
尺
二
寸
締
小
太
鼓
六
台
、

鼓
五
台
を
購
入
）

一
尺
四
寸
宮
太
鼓
六
台
、

ホ
ラ
貝

一
台
、
鐘

拝
式
に
お
け
る
打
ち
初
め
は
、
毎
年
の
恒
例
演
奏
と
し
て
現
在
も

続
け
て
い
る
。
翌
年
か
ら
は
溝
辺
町
夏
祭
り
に
も
出
演
依
頼
が
あ

り
、
同
じ
く
毎
年
恒
例
と
し
て
現
在
も
続
け
て
い
る
。

た
だ
、
年
を
追
う
ご
と
に
保
存
会
会
員
（
成
人
）
が
減

っ
て
き
て
、

現
在
は
小
学
生

一
名
、
中
学
生
二
名
、
高
校
生
八
名
、
成
人
五
名
、

計
一
六
名
の
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
男
女
の
比
率
は
、
成

ど
が
、

小
・
中
・

高
校
生
の
み
の
構
成
で
行
っ
て
い
る
。

主
な
活
動
内
容
（
太
鼓
演
奏
）
は
次
の
と
お
り
。

平
成
元
年
度

平
成
二
年
度

平
成
三
年
度

平
成
四
年
度

す
田
鹿
児
島
女
子
大
銀
杏
祭

陵
北
地
区
夏
祭
り

林
田
ホ
テ
ル

か
ら
い
も
祭
り

龍
門
滝
ま
つ
り
溝
辺
町
綱
引
き
大
会

林
田
温
泉
日
本
ト
ラ
ベ
ル
旅
行
会

け
る

町
制
施
行
三
0
周
年
記
念
式
典

東
京
都
台
東
区
と
の
友
好
の
タ
ベ

西
郷
公
園
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー

霧
島
九
面
太
鼓
の
一

員
よ
り
演
奏
指
導
を
受

西
郷
公
園
夏
祭
り

フ
ラ
ワ
ー
ホ
ー
ム
敬
老
の
日

姶
良
地
区
芸
術
祭

竹
子
盆
踊
り
の
タ
ベ

育
園
落
成
式

溝
辺
町
成
人
式

グ
リ
ー
ン
エ
ア
ポ
ー
ト
完
走
歩
大
会

竹
子
コ
ス
モ
ス
ふ
ぇ
す
田

鹿
児
島
ク
ボ
タ

西
郷
公
園
夏
祭
り

竹
子
コ
ス
モ
ス
ふ
ぇ

高
陵
寺
保

一
人
だ
け
男
性
で
後
は
全
て
女
性
で
あ
る
。
演
奏
出
演
の
ほ
と
ん
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平
成
七
年
度

平
成
八
年
度

平
成
九
年
度

平
成
十
年
度

平
成
十

一
年
度

平
成
十
二
年
度

平
成
十
三
年
度

平
成
六
年
度

平
成
五
年
度

鹿
児
島
県
太
鼓
連
合
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ン
ク
ー
ル

鹿
児
島
県
太
鼓
連
合
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ン
ク
ー
ル

陵
北
地
区
夏
祭
り

町
制
施
行
四
十
周
年
記
念
式
典

元旦遥拝式

竹
子
盆
踊
り
の
タ
ベ

茶
業
青
年
の
タ
ベ

元
旦
演
奏
の
み

竹
子
盆
踊
り
の
タ
ベ

県
立
桜
ヶ
丘
養
護
学
校
太
鼓
体
験
学
習

横
川
緑
風
園
夏
祭
り

竹
子
盆
踊
り
の
タ
ベ

打ち初め

プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー

ご
し
ま
お
茶
ま
つ
り

日
本
道
路
公
団

西
郷
公
園
菊
祭
り

か
ご
し
ま
の
太
鼓
％

陵
北
地
区
夏
祭
り

い
き
い
き
芸
能
祭
り か

陵
北
地
区
夏
祭
り
溝
辺
カ
ン
ト
リ
ー
オ
ー

照
国
神
社
初
市

加
治
木
喜
び
の
里

麓
原
自
治
公
民
館
十
五
夜
ま
つ
り

カ
ン
ト
リ
ー
フ
ェ
ス
タ
イ
ン
み
ぞ
べ
叫

陵
北
地
区
夏
祭
り

会

は
ら
っ

陵
北
地
区
夏
祭
り

ぱ
村
の
カ
ー

ニ
バ
ル
み
そ
め
館
落
成
式

姶
良
地
区
青
少
年
育
成
協
議

霧
島
高
原
太
鼓
ま
つ
り

J
A
あ
い
ら

林
田
ホ
テ
ル

平
成
十
四
年
度

平
成
十
五
年
度

焼
酎
公
園
G
E
N
夏
祭
り

県
立
桜
ヶ
丘
養
護
学
校
太
鼓
体
験
学
習

陵
南
小
学
校
五
年
生
和
楽
器
体
験
学
習
に
係

る
太
鼓
指
導

フ
ラ
ワ
ー
ホ
ー
ム
夏
祭
り

里

加
治
木
喜
び
の
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文
書
そ
の
他
）
の
有
形
文
化
財
。
②
芸
能
（
演
劇
・
音
楽
）

技
術
そ
の
他
の
無
形
文
化
財
。
③
衣
食
住
、
生
業
、
信
仰
、
年
中

行
事
な
ど
に
関
す
る
風
俗
慣
習
、
民
俗
芸
能
な
ど
の

こ
れ
ら
に
用
い
る
衣
服
、
器
具
、
家
具
な
ど

園
・

橋
・
峡
谷
•
海
浜
・
山
岳
）
⑤
天
然
記
念
物
（
動
物
・
植

物
・
鉱
物
）
な
ど
学
術
上
価
値
の
高
い
記
念
物
に
分
か
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
文
化
財
の
中
か
ら
特
に
溝
辺
町
で
指
定
し
、
そ
の

文
化
財
の
保
護
を
し
て
、
町
民
の
財
産
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
文

化
的
活
用
に
努
め
る
必
要
か
ら
、
昭
和
五
十
三
年
溝
辺
町
文
化
財

保
護
条
例
が
制
定
さ
れ
、
昭
和
五
十
七
年
六
月
一
日
第
265
表
の
一

④
史
跡
（
貝
塚

・
古
墳
．
都
城
跡

・
城
跡
・
旧
宅
）
名
勝
（
庭

第265表

の
生
活
推
移
の
理
解
の
た
め
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
民
俗
文
財
。

「
有
形
」
の
、
町
民

「
無
形
」
と

溝辺町指定文化財

曰
文
化
財
の
指
定

文
化
財
の
保
護
は
、
文
化
財
保
護
法
に
よ
り
わ
が
国
の
歴
史
文

化
な
ど
を
正
し
く
理
解
、
認
識
し
、
文
化
財
の
保
護
が
適
切
に
行

わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
文
化
財
と
は
①
建
造

物
、
美
術
工
芸
品
（
絵
画
・
彫
刻
・
エ
芸
品
。
書
籍
・
典
籍
・
古

工芸

番
種別 名 称 所有者 管理者 場 所

号

1 史 跡 溝辺城跡 麓公正会 同左 麓4644-1他

2 記念物 鷹屋神社の檜 ” ” 麓4260
3 ” 鷹屋神社銀杏 II 

” ＂ 
4 
有形民俗

祝儀園田ノ神 祝儀園集落 ” 竹子祝儀園文化財

5 ” 石原の田ノ神 石原集落 溝辺町 中央公民館
6 有形文化財 金山橋（第 3橋） 溝辺町 同左 竹子上牟田

7 記念物 段 溝 跡 並松博他 II 竹子野坂

8 II 野首の墓石群 岩元晴美他 ” 麓野首， 
＂ 瑞泉山心慶寺跡 麓公正会他 II 麓中丸

日
襲
来
し
た
台
風
七
号
に
よ
り
倒
木
し
現
在
は
消
滅
し
て
い
る
。

四

文

化

財

か
ら
五
ま
で
の
物
件
が
、
さ
ら
に
平
成
一
二
年
十
一
月
八
日
に
六
か

ら
九
ま
で
の
物
件
が
、
溝
辺
町
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
た
。

な
お
、

2
の
鷹
屋
神
社
の
檜
に
つ
い
て
は
、
平
成
五
年
八
月
九
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蔵
文
化
財
専
門
員
の
配
置
を
行
い
、
本
格
的
な
発
掘
調
査

を
行

っ
て
き
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
埋
蔵
文
化
財
発

掘
調
査
報
告
書
を
参
照
し
て
い
た
だ
く
と
し
、
遺
跡
の
概

要
に
つ
い
て
第
266
表
に
示
す
。

な
お
、
本
町
の
遺
跡
の
分
布
状
況
は
、
第
11
図
及
び
第

溝
辺
町
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書

H

収
蔵
遺
跡
南
十
三
塚

c遺
跡

水
尻
原

c遺
跡

南
十
三
塚
原
遺
跡

南
十
三
塚
B
遺
跡

溝
辺
町
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
口

収
蔵
遺
跡
水
尻
原
A
遺
跡

267
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

参
考
図
書

査

・
保
護

・
啓
発
普
及
を
図
る
た
め
、
平
成
八
年
度
に
埋

述
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調

島
県
教
育
委
員
会
が
実
施
）

が
、
初
版
及
び
続
編

一
に
記

口

埋

蔵

文

化
財

溝
辺
町
に
お
け
る
埋
蔵
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
空
港
建

設
や
九
州
縦
貰
自
動
車
道
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
（
鹿
児

第266表 遣退 跡 概

要

遺跡名
みずしりばるエー みずしりばるシー みなみじゅうさんつかばる みなみじゅうさんつかピー みなみじゅうさんつかシー

水尻原A 水尻原c 南十三塚原 南十三塚B 南十三塚C

所在地 溝辺町麓 溝辺町麓 溝辺町崎森 溝辺町崎森 溝辺町崎森

遺跡番号 55-45 55-44 55-25 55-36 55-37 

~t 緯 31'48'15" 31°48'41" 31'46'36" 31'46'54" 31'46'20" 

東 経 130'41'25" 130'41'36" 130'42'43" 130'42'46" 130'42'30" 

：確認調査
平成10年1月19日 平成10年1月19B 平成7年7月17日平成8年11月12日
~2月16日 ~2月16日 ~8月8B ~11月25日

期間 全面調査
平成11年7月5日 平成11年7月5日 平成10年5月18日 平成9年2月17日 平成12年2月4日
~8月6日 ~8月6日 ~5月29B ~2月21日 ~2月29日

調査面積 125m' 440m' 45.7m' 72m' 242m' 

調査原因 県営畑地帯農道網整備事業
県地方特定道路
整備事業

種 別 散布地 散布地 散布地 散布地 散布地

主 な時代 古 代 縄文時代 古 代
縄文時代

縄文時代 古墳時代
古墳時代

土 坑

主 な遺構 ピ ッ ト
焼 土

押型文土器
土師器

主な遺物 土 器
撚糸文土器

須 恵器
石 鏃 中原式土器

成川式土器
手向山式土器

内黒土師器
成川式土器 石坂式土器

石坂式土器
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27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 番弓ロ

向十 南 松葛 松柳 菅菅倉 曲山東栢 木 七長 桑 石 橋 中 据竹 麦木 ＃ 目 石 遺

塚 十 ノノ 石 佐
井
原
ケ 根 木 ケ ノ 屋 ツ ケ ノ ノ 牟 ノ 跡第

塚
口口 ケ 貫

i也
原 迫 原 迫 山迫神 原 場原 次 原 丸原 野 岡 山 原 峰 名田点i 塚 B A 口 田 口

鹿 崎 麓 麓 麓 麓 有 有 有 麓 麓 崎 麓 麓 麓 麓 崎 有 麓 麓 竹 有 有 麓 有 麓
所

縄 児
杯フ

松葛 松柳Jil Jil JI I 林オ 木 七長
木木木
JI I 橋

子
Jil Jil 木JI I 

向
島 南

＃ 目 ＃ 目 倉 曲 山 栢 桑 中
据
麦佐 菅石 在

グニエこ十 ケ 根 木 ケ 東 屋 ツ ケ 石 ノ 石 竹井港 ノノノ ノ ケ 牟 貫 ノ
地

田内塚 迫塚 原 迫 ロ口山迫神原 場原 次 原 丸原 口野 岡 山 田原 ロ峰

弥 弥 縄 II II ！，弥 弥 弥 弥 ”” ”” II II ！， 縄 縄 II 縄 縄 縄 縄 縄 縄 縄
時

古 s s ¥ 文 ) 文ヘ 又文文文
文^  歴 歴 歴

弥
歴 ~ 月ヽlヽj '月.,―l‘j ’ 

月.I.J 
早ヽ

生 ~ 代

弥 弥 成 弥 弥 弥 弥 弥 弥 弥 縄 縄 縄 縄 縄 縄 縄 縄 縄 縄 縄 押 石 右中 還石 押
生生/I I 生生生生生生生文文 文 文斎文文文 文文斎型鏃崎 状斧型式式式式式式式式式式式式式式 式式式式式 文

石
下石
土
文

土土 土 土土 土 土 土土 土
後^  ヽ ＾ 月`l＇j ^  月‘’IJ ＾ 月`iJ＇ ＾ 月、I,) 後^ヽ  ヽ^  月_,IJ 土 土 土

土 土 層斧 土
器器器器器器 益ロロ 器器器 器蛮ロロ 器貫器石 式

症ロロ

器
琶 磨 片

土 土 土 土
片 土 後ヽ 後ヽ 後ヽ 土 土 片、弥 弥 斧塞製 縄 遺

師 師 師 師 土器土 土 土 土器器弥 生生
弥
吉 之石

文^  器 式
生

器器器器 師 弥 器器器 弥 弥 生 式式 田神斧 月ヽ9 lj 
器 生
弥 弥 弥

弥 生生式土 土土 式塁片 式 生式式土器器器 土
石
後、一生生生式 片 鏃土

式式式土
土 土器 土土 器木 土

器土土 土器器器土 師 師 式石 器
物

土器器器土土 土 師 器
器 土匙

チ
師 師 師 師 器 悶 器
土土 土

ャ

器師 師 師器器器 閃
I 

須器器器霊
卜

恵 石 質

器
須 石
霊
器 鏃 石

恵鏃 片、 黒 器 等

器 器 青 曜

青 磁 石

磁 片 片

第

267
表

溝
辺
町
遺
跡

一
覧

570 



第6部教育 ・文化 ・体育編

54 53 52 51 50 49 48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 

後木五麓 北北北北北水 牙．、草 竹 竹 竹 竹 南 南 南 西 榎 丹笹溝玉高 高

佐 右
麓 麓 麓 麓 麓 子子子子十

十十 辺利 松松

ケ貫 エ 尻 ノ 水 ＝ ＝ 生 山

原 門
原 原 原 原 原 原 原 原 原

塚 塚
城 城 城

城

原 B 塚 原 E D C B A 原 峯 原 D C B A 塚 CB  原 原 附段跡跡跡跡

麓 麓 麓 麓 麓 麓 麓 麓 麓 麓 麓 麓 竹 竹 竹 竹 崎 崎 崎 崎 崎 有 有 麓 崎 有

鳥木
五

~t ~t ~t 水 水 子子 木＊＊ 
フ杯 森

木林 オ木木
JI! 

木林
右 ~t ~t 水 子子 南 南南 Jil Jil 縄
佐
工
麓 石宮 十十十 丹 城

ケ 麓 麓 麓 麓 麓 尻 尻 尻 宮 宮 西 榎 笹 玉竹 高貫 門 井Jll 生

原 原 塚 原 原 原 原 原 原 原 原 原 原 脇 ロ内 塚 塚 塚 原 原 附段山利 山松

古古古古古古古古古縄 縄 古縄 縄 縄 縄 縄 古 歴 古古古縄
墳 墳 墳 代 墳 代 墳 代 代 文 文 代 文文文文文墳 史墳 墳 墳 古

古 歴 歴
代 史史

平内平土 縄 成 桑 成 成 成縄
桁 黒桁 師 文Jil ノJil Jil Jil 斎式土式器 時式丸 式式式
土師土 代 夕

土土 成
器器器 贔；。師師 Jil 
山須 山 器 器 式恵形
形 器押
押 型
型 文
文 土
土 硝ロロ

器 楕
楕
腐円

押 型
型 文
文 土
土 器
器 土
師

器
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ん
と
か
読
み
取
っ
て
み
よ
う
と
、
そ
の
板
切
れ
を
写
真
に
撮
り

そ
れ
ほ
ど
貴
重
な
も
の
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
な

平
成
四
年
秋
、

が
溝
辺
町
に
来
ら
れ
、
江
之
口
さ
ん
は
『
高
屋
山
陵
孝
』
（
明
治

四
年
刊）

や
「
三
國
名
勝
図
会
」
な
ど
を
調
べ
る
う
ち
に
、
内
之

浦
に
あ
る
高
屋
神
社
や
溝
辺
の
鷹
屋
神
社
の
社
殿
の
奥
に
無
造
作

に
置
か
れ
て
い
る

二
枚
の
板
を
み
つ
け
、

こ
り
を
拭
い
て
い
く
う
ち
に
、

は
じ
め
に

（三）

鷹
屋
神
社
の
棟
札

（
本
文
は
平
成
九
年
三
月
発
行
の
『
文
化
み
ぞ
べ
』
第

七
号
に
掲
載
さ
れ
た
岩
元
昭
雄
氏
の
文
章
で
あ
る
。
）

川
内
市
の
郷
土
史
研
究
家
、
江
之
口
汎
生
さ
ん

ぬ
ら
し
た
タ
オ
ル
で
ほ

ほ
こ
り
の
下
か
ら
う
っ
す
ら
と
墨

で
書
か
れ
た
文
字
が
見
え
て
き
た
。

そ
の
時
、
調
査
に
加
わ
っ
た
人
々
は
、
こ
の
板
切
れ
の
文
字
が

い
ろ
ん
な
人
に
見
て
も
ら
い
、
溝
辺
町
教
育
委
員
会
や
文
化
保
護

審
議
委
員
会
で
も
力
を
尽
く
し
た
が
、
解
読
は
で
き
な
か
っ
た
。

最
後
に
板
は
県
の
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
へ
持
ち
込
み
調

査
資
料
科
の
課
長
、
長
谷
川
宏
さ
ん
の
お
世
話
も
あ
っ
て
、

小
池

一
徳
さ
ん
が
読
み
取
り
、
出
村
卓
三
さ
ん
が
第
一
歩
の
意
味
付
け

を
な
さ
れ
た
。

多
く
の
棟
札
に
は
、
武
運
長
久
、

災
延
命
、
火
災
消
滅
な
ど
の
願
文
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
棟
札
を

作
成
す
る
こ
と
は
、
寺
社
の
造
営
と
同
様
に
国
家
の
安
泰
、
領
主

や
村
の
繁
栄
を
祈
願
す
る
重
要
な
作
業
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

り
記
入
さ
れ
て
お
り
、

天
下
泰
平
、

発
見
さ
れ
た
こ
の

二
枚
の
棟
札
と
も
書
か
れ
た
年
代
が
は

っ
き

一
枚
は
正
保
（
し
ょ
う
ほ
う
）
四
（
一
六

四

七
）年、

も
う

一
枚
は
宝
暦
（
ほ
う
れ
き
）
＋
二
(-
七
六
三
）年
で
あ

る
。
百
年
以
上
も
隔
た
っ
た
時
間
を
超
え
て
、

わ
る

二
枚
の
棟
札
が
同
じ
場
所
に
現
存
し
て
い
た
と
い
う
こ
と

は
、
奇
跡
に
近
い
。
し
か
も
今
ま
で
郷
土
の
文
献
に
わ
ず
か
に
残

る
人
名
や
、
か
す
か
な
言
い
伝
え
と
し
て
語
ら
れ
て
い
た
人
の
名

が
、
薄
れ
て
は
い
る
が
、
い
わ
ば
墨
痕
鮮
や
か
に
残
っ
て
い
た
。

こ
の

こ
と
は
、
文
献
資
料
の
希
薄
な
溝
辺
町
の
郷
土
史
研
究
に
、

銘
文
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

な
ど
を
書
い
て
棟
木
に
打
ち
付
け
た
木
札
で

―
つ
の
社
に
ま
つ

五
穀
豊
穣
‘
息

い
わ
ば
建
築
記
念

主

（
ス
ポ
ン
サ
ー
）

・
工
事
年
月
日

・
エ
匠
名
（
工
事
担
当
者
）

に
建
物
と
そ
の
工
事
内
容

・
願
文

・
経
文
（
偶
句
ー
げ
く
）

施

は
だ
ん
だ
ん
重
く
貴
重
な
宝
物
に
変
化
し
つ
つ
あ
り
、
こ
の

二
枚

の
板
は
『
棟
札
（
と
う
さ
つ
）
』
と
い
い
、
建
築
物
の
棟
上
の
時

J

の
解
読
と
意
味
付
け
の
作
業
が
進
む
過
程
で
、
こ
の
板
切
れ
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が
心
慶
寺
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

A
面
②
ー
標
題
的
な
部
分

確
か
な
「
物
」

で
検
証
で
き
る
新
た
な
分
野
が
開
け
た
こ
と
を
意

味
し
ま
す
。
今
回
解
読
さ
れ
た
二
つ
の
棟
札
は
、
当
時
の
村
落
組

織
や
麓
の
人
数
、
名
前
等
の
よ
く
わ
か
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

こ
れ
を
調
べ
て
い
く
と
、
近
世
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
村
落
の
変

遷
が
分
か
っ
て
く
る
。
同
時
に
溝
辺
町
だ
け
で
は
な
く
、
近
世
薩

ま
だ
、
研
究
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
多
く
の
人
の
関
心
と
協

カ
で
、
溝
辺
の
歴
史
が

一
歩

一
歩
解
明
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
た
い
も
の
で
あ
る
。

正
保
四
年
棟
札
に
つ
い
て

A
面
①
ー
「
封
」
四
文
字

棟
札
の
四
隅
に
あ
る
「
封
」

四
文
字
は
、
災
い
を
封
じ
る
と
い

う
意
味
で
書
か
れ
た
、
祈
祷
の
慣
例
的
書
式
で
あ
る
。
こ
の
棟
札

は
社
殿
造
営
の
完
成
に
当
た

っ
て
鷹
屋
大
明
神
の
別
当
寺
の
僧

（
修
験
者
）
に
よ

っ
て
書
か
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
、

そ
の
当
時

4ヽ

0
し
以
下
の
説
明
で
は
、
六
四
頁
以
降
の
資
料
を
参
考
に
し
て
ほ
し

資
料
と
し
て
も
、
貴
重
な
資
料
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

摩
藩
の
「
門
切
り
」
制
度
や
郷
土
の
実
態
を
解
明
す
る
歴
史
研
究

「
大
壇
邦
大
梵
天
王
」
と

は
、
大
宇
宙
を
支
配
す
る

二
つ
の
神
に
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
表

現
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
修
験
道
系
の
人
が
作
成
す
る
棟
札

の
基
本
的
な
様
式
で
あ
る
。

A
面
③
ー
願
文
の
枕
「
四
行
二
0
字」

こ
れ
は
願
文
の
枕
に
あ
た
る
部
分
で
、

っ
た
の
で
し
ょ
う
。

文
（
偶
句
）

「
大
願
主
帝
釈
天
」

（
天
地
諸
々
の
神
々
）

を
併
記
す
る
の

形
式
的
な
決
り
文
句
だ

こ
の
よ
う
な
経

は
法
華
経
な
ど
か
ら
と
っ
た
例
が
多
そ
う
で
あ
る
。

A
面
④
ー
願
文
の
本
文

謹
ん
で
お
礼
申
し
上
げ
る
。
」
と
い
う
意
味
で

大
意
は

「衆
生
を
救
う
た
め
宇
宙
の
す
べ
て
の
神
々
に
我
等
は

「
我
等
令
敬
礼
」

1
1

（
私
ど
も
は
敬
い
申
し
上
げ
ま
す
）

「
哀
慇
衆
生
者
」

（
一
般
の
人
々
1
1
村
人

・
民
衆
た
ち
）

「
迦
陵
頻
伽
磐
」

1
1

（
極
楽
に
い
る
と
い
う
想
像
上
の
鳥
の
声
）

「
聖
主
天
中
天
」

願
を
掛
け
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

神
（
両
善
神
社
）
の
社
殿
一
宇
（
一
棟
）
を
建
て
る
に
当
た
っ
て

神
社
の
こ
と
を
大
明
神
と
も
い
い
、

社
の
こ
と
で
あ
る
。
鷹
屋
神
社
の
門
（
出
入
口
）
を
守
る

二
つ
の

「
鷹
屋
大
明
神
」

は
鷹
屋
神

「
奉
造
立
鷹
屋
大
明
神
両
善
神
王
宝
殿

一
宇」

1
1
江
戸
時
代
は
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よ
そ
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

同
時
に
地
頭
伊
集
院
宮
内
少
輔
忠
勝
‘
曖
岩
元
平
左
衛
門
尉
篤

重
、
並
び
に
溝
辺
講
の
衆
生
各
々
は
、
①
息
災
（
無
事
）
‘
②
延
命

（
長
生
き
）
、

③
子
孫
繁
昌
（

一
家
繁
栄
）
、
④
武
運
長
久
（
戦
い
に
勝

つ）‘

⑤
領
内
安
全
‘

⑥

万
民
豊
楽
（
み
ん
な
豊
か
で
楽
を
す
る
）
、

⑦

四
海
太
平
（
世
の
中
平
和
）
‘

⑧
皆
令
満
足
（
何
事
も
満
足
な
状

態
）
‘
⑨
如
意
成
就
（
思
い
が
実
現
す
る
）
、
⑩
心
身
堅
固
（
心
身
健

康
）
‘
⑪
悉
地
円
満
（
全
て
の
場
所
が
円
満
に
い
く
）
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

願
文
の
中
の
、

「
聖
皇
」

「
地
頭
」

1
1
天
照
大
神
。

（
藩
主
の
名
代
と
し
て
そ
の

1
1
伊
集
院
宮
内
少
輔
忠
勝
。

地
の
軍
事

・
行
政
。
司
法

・
人
事
を
掌
握
す
る
役
職

で
、
い
つ
も
は
城
下
に
移
住
し
、
め
っ
た
に
所
領
地

に
来
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
藩
の
重
職
を
兼
務
す
る

「
金
輪
」

1
1
太
陽
゜

あ
る
。

二
、
三
の
語
句
の
意
味
は
既
ね
次
の
と
お
り
で

の
状
態
が
い
つ
ま
で
も
円
満
で
あ
る
よ
う
に
願
う
も
の
で
あ
る
。

天
照
大
神
に
、

天
地
が
い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
、

今

J

れ
は
社
殿
寄
進
に
あ
た
っ
て
の
願
文
で
、
そ
の
大
意
は
お
お

「
敬
白
」
と
照
合
す
る
。

て
結
集
し
た
購
で
あ
ろ
う
。
札
下
隅
の
「
諸
衆
」

味
。
平
生
の
講
で
は
な
く
こ
の
造
営
に
当
た
っ

「
一
結
講
衆
」

1
1
こ
の
企
画
に
参
加
し
た
講
の
者
全
て
と
い
う
意

B
面
①
ー
こ
れ
も
祈
願
や
奉
納
の
場
合
の

一
形
式
で
あ
る
。

「
水
災
」
（
水
害
）
、

「
火
災
」
、
「
風
災
」
（
風
の
害
で
当
時
も
台
風

に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
）
か
ら
逃
れ
た
い
と
い
う
願
い
だ
。

「
正
保
四
丁
亥
年
」

1
1
西
暦

一
六
四
七
年
で
、
今
か
ら
三
六

0
年

名
簿
゜
B
面
ー
は
こ
の
社
殿
造
営
の
企
画
を
推
進
し
た
主
だ
っ
た
人
々
の

下
の
「
封
」
は
、
上
部
の

本
大
宮
司
1
1
神
官
。

右
大
宮
司
1
1
神
主
。

「曖

（
あ
っ
か
い
）
」

1
1
岩
元
平
左
衛
門
尉
篤
重
゜

で
郷
政
を
総
括
す
る
役
職
）

「
溝
辺
講
衆
中
」

1
1
溝
辺
の
郷
士
（
武
士
）
組
織
の
者
た
ち
。

A
面
⑤
ー
直
接
造
営
の
仕
事
を
し
た
人
た
ち
。

社
殿
造
営
（
工
事
）
に
携
わ
っ
た
神
官
や
神
社
関
係
の
人
た
ち

で
あ
ろ
う
。

J

と
が
多
い
。
）

「
封
」
と
照
応
す
る
。

（
郷
土
の
年
寄
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の
呼
び
名
だ
。

け
た
例
が
多
い
そ
う
で
あ
る
。

B
面
④
ー

「
源
四
郎
」
か
ら
「
助
市
」
ま
で
の
三
五
人
は
、
苗
字

（
姓
）
が
な
く
、
薩
摩
藩
独
特
の
農
民
支
配
の
行
政
組
織

「門
」

の
代
表
（
名
頭
と
い
う
）
た
ち
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
か
ら
当
時
溝

辺
の
こ
の

一
帯
に
は
三
五
の

．「門
」
が
あ

っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

「門
」
は
ほ
ぼ
四

S
五
軒
が

一
組
に
組
織
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
農

家
戸
数
は
役

一
七
五
戸
程
度
だ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

B
面
⑤
ー
大
工
1
1

（
武
士
）
建
物
を
作
る
。
小
エ
1
1
建
築
に
か
か

わ
る
大
工
以
外
の
仕
事
を
し
た
。
例
え
ば
、

壁
ー
左
官
、
造
作
ー

な
違
い
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
般
に
は
郷
士
の
年
配
者
に
付

「尉
」
の
付
い
た
人
と
付
い
て
い
な
い
人
に
ど
ん

代
か
ら
の
役
人
（
今
の
公
務
員
の
三
等
官
に
あ
た
る
）

の

一
官
位

「
丁
亥
年
」

前
に
書
か
れ
た
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。

1
1
ひ
の
と
ゐ
の
年
。
「
九
月
吉
祥
日
」

1
1
九
月
の
め
で

た
い
日
。

B
面
②
ー
「
岩
元
小
左
衛
門
」
か
ら
「
藤
田
蔵
之
助
」
ま
で
は
苗

字
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
当
時
の
武
士
の
戸
長
が
二
0
名
い
た
と

い
う
こ
と
で
、
溝
辺
郷
に
藩
の
軍
役
に
応
ず
る
武
士
の
戸
数
が
二

〇
軒
だ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
。

B
面
③
ー

「
有
馬
六
兵
衛
尉
」
の

「
尉
（
じ
ょ
う
）
」

は
平
安
時

「与
頭
」

に
従
事
し

二
＼
四
人
の
集
団
で
こ
の
役
を
果
た
し
て
い
た
。

者
的
存
在
で
、
村
長
と
い

っ
た
人
物
。
大
き
な
郷
で
は

容
は
次
の
と
お
り
。

細
工
師
等
。

二
三

四
年
前
。

宝
暦
十
二
年
棟
札
に
つ
い
て
。

こ
れ
は
社
殿
改
築
（
御
造
替
）
の
際
の
寄
進
に
関
す
る
記
録
だ
。

A
面
に
は
改
築
の
年
と
此
の
事
業
を
進
め
た
人
々
の
役
職
名
と
氏

名
が
記
さ
れ
、

B
面
に
は
改
築
の
経
費
を
寄
進
し
た
多
く
の
人
々

の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。

A
面
①

「
宝
暦
十
二
年
壬
午
天
」

1
1
西
暦

一
七
六

二
年、

み
ず
の
う
え
う
ま
の
年
。

「
御
造
替
二
付
寄
進」

1
1
改
築
に
当
た

っ
て
の
寄
付
。

A
面
②
ー
こ
の
改
築
を
進
め
た
人
々
の
役
職
と
名
前
で
役
職
の
内

「曖」

1
1

「あ
つ
か
い
」
と
呼
び
、
郷
政
の
中
心
に
な
る
役
職
で
、

普
通
は
郷
士
の
年
配
者
が
な

っ
た
。
そ
の
土
地
の
支
配

「＜
み
が
し
ら」

と
呼
び
、
麓
郷
士
で
組
織
す
る
軍

事
集
団
の
リ
ー
ダ
ー
。
薩
摩
の
郷
士
は
通
常
は
農
業

い
ざ
と
い
う
時
は
武
土
の
役
目
を
担

っ
て
い
た
。
軍
役
に
出
る
場
合
に
郷
士
を
指
揮
し
た
。

575 



第6章 文化と史跡

「
よ
こ
め
」

や
役
の
な
い
郷
士
も
配
下
に
し
て
い
た
。

と
言
い
、
治
安
を
司
り
、
今
の
警
察
・

以
上
三
役
を
「
郷
三
役」

「
筆
者
」

検
察
と
似
た
役
目
と
同
時
に
、
郷
全
体
の
経
済
統
制

に
も
か
か
わ
り
、
酒
の
製
造
販
売
な
ど
も
管
理
し
税

を
取
り
立
て
た
り
庶
務
の
役
も
果
た
し
た
。

と
呼
ぶ
。
こ
れ
ら
の
人
々
が
政
治
を

「
溝
辺
町
郷
土
史
」

行
っ
た
場
所
を
「
地
頭
館
（
地
頭
仮
屋
）
と
言
う
が
、
溝
辺
郷
の

仮
屋
は
今
の
役
場
の
駐
車
場
の
辺
り
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
詳

の
九

O
S
九

一
頁
を
参
考
に
し
て
ほ

「
普
請
見
回
」

ミ
カ
ン

一
本
ず
つ
植
え
さ
せ

届
け
出
さ
せ
た
り
、
山
の
竹
や
木
材
の
管
理
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
庭
木
の
一
本
一
本
ま
で

調
べ
税
を
掛
け
た
り
す
る
役
だ
。
竹
や
木

一
本

切
っ
た
り
す
る
の
に
も
許
可
が
必
要
で
、
島
津

藩
の
厳
し
い
財
政
事
業
と
統
制
を
し
の
ば
れ
る
。

1
1
道
路
、

河
川
な
ど
郷
土
全
体
で
普
請
を
す
る
と

き
の
監
視
役
。
神
社
の
普
請
も
担
当
し
た
。

1
1
書
記
の
役
目
。
記
録
係
。

「竹
木
見
回
」

1
1
各
家
に
柿
一
本
、

、TO
し
し
し
く
は

「
横
目
」

通
常
も
郷
士
を
配
下
に
し
、
さ
ら
に

ニ
オ
（
に
せ
）

の 当
時
「
曖
四
人
、
見
回
三
人
、
与
頭
四
人
、
牛
馬
改
役
二
人、

横
目
三
人
、
普
請
方
見
回
役
一
人
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

B
面
③
ー

「
岩
元
甚
右
衛
門
」

こ
の
人
は

A
面
の
役
職
者
に
は
例
記
さ
れ
て
い
な
い
。
特
別
な

役
職
や
地
位
に
は
無
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
「
曖
の
竹

下
興
左
衛
門
」
や
「
与
頭
の
岩
元
佐
金
」
が
三
百
文
「
横
目
の
上

原
辰
右
衛
門
」
百
三
十
二
文
な
ど
と
比
べ
る
と
「
銭
壱
貫
文
」
と

寄
進
の
金
額
が
ず
ば
抜
け
て
多
額
だ
。
さ
ら
に
「
右
同
母
」
、
さ

ら
に
「
岩
元
甚
右
衛
門
下
人
与
左
衛
門
」
と
い
う
よ
う
に
、
こ
の

人
物
に
ゆ
か
り
の
人
が
別
々
に
寄
進
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、
こ

「
岩
元
甚
右
衛
門
」

と
い
う
人
物
は
、
鷹
屋
神
社
と
深
い
関
わ

溝
辺
町
郷
土
史
（
九
二
頁
）
で
は
、
慶
応
元
(
-
八
六
五
）
年

の
旧
家
の
当
主
な
ど
が
な
る
こ
と
も
あ
り

「在」

の

主
に
地
郷
士
が
こ
れ
を
勤
め
た
。
「
麓
」
に
対
し
「
在
l

る
人
々
の
代
表
の
役
と
、
農
民
の
代
表
の
役
を
兼
ね
、

区
長
て
き
存
在
で
あ

っ
た。

り
も
あ
る
が
、
農
民
は
定
住
し
、
そ
の
定
住
し
て
い

に
住
ん
で
お
り
、
武
士
は
移
動
で
他
所
か
ら
の
出
入

「
庄
屋
」

1
1
郷
内
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
は
武
士
も
農
民
も

一
緒

「
取
締
」

1
1
風
紀
係
の
よ
う
な
役
目
。
密
偵
や
取
締
り
。
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人
名
の
中
に
は
「

0
0之
母

・
0
0之
妻
」
と
い
っ
た
記
述
が

辺
町
は
、
近
世
に
他
所
か
ら
移
住
し
て
き
た
人
々
に
よ
っ
て
、
次

言
わ
れ
る
が
、

」
の
間
の
島
津
藩
の
歴
史
を
解
明
す
る
の
に
も
貴

島
津
藩
は
総
人
口
に
対
し
て
武
士
の
数
が
非
常
に
多
か
っ
た
と

え
た
こ
と
に
な
る
。

も

ら
没
落
し
か
け
た
人
た
ち
を
田
舎
に
送

っ
て
荒
地
を
開
墾
さ
せ

「
な
か
や
ど
い
」

と
言
い
、
薩
摩
藩
が
、
武
士
か

り
を
持
つ
人
物
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

B
面
固
ー
の
増
加
が
意
味
す
る
も
の
は
？

前
の
棟
札
が
、
正
保
四

ら、

――

五
年
後
の
宝
暦
十
二

（
西
暦

一
七
六
二
年
）
に
本
殿
の

改
築
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
、

こ
の
棟
札
は
そ
の
時
書
か
れ
た
も
の

だ
。
そ
の
間
に
郷
土
、
す
な
わ
ち
軍
役
に
従
事
す
る
武
士
の
戸
数

0
名
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
女
性
や
「
心
慶
寺

祥
天
和
尚
」
や
「
岩
元
甚
右
衛
門
下
人
与
左
衛
門
」
「
大
定
院
即

印
坊
」
な
ど
、
明
ら
か
に
軍
役
に
関
係
な
さ
そ
う
な
人
を
引
い
て

1
0
四
名
の
名
前
が
見
え
る
。

よ
う
な
武
士
が

二
0
名
ほ
ど
だ
か
ら
、
正
保
四
年
の
棟
札
に
は
こ

の

―一

五
年
間
に
、
い
ざ
と

言
う
時
に
、
直
ち
に
組
織
さ
れ
る
兵
力
と
な
る
武
土
が
五
倍
に
増

重
な
資
料
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

B
面
⑤
ー
女
性
が
寄
進
し
た
記
録
の
意
味
？

1
0
ヶ
所
余
り
あ
る
。
女
性
の
地
位
が
低
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
当

時
に
、
こ
れ
だ
け
の
女
性
が
、
夫
や
息
子
と
は
別
口
に
寄
進
を
し
、

そ
れ
が
記
録
さ
れ
て
い
る
の
は
珍
し
い
の
で
は
な
い
か
。

B
面
⑥
ー
「
水
尻
橋
之
口
庚
甲
講
物
」

「庚
甲
講
物
」
と
は
「
ニ
オ
組
講
（
に
せ
1
1
若
も
の
の
講
）

を
し
た
の
だ
ろ
う
。

ば
、
元
の
所
に
帰
る
人
も
い
た
。

の

の
無
い
若
者
は
、
今
で
言
う
青
年
団
の
よ
う
な
組
織
と
し
て
寄
進

そ
の
期
間
は
租
税
を
免
除
し
、
立
ち
直
ら
せ
る
制
度
を
と

っ
た
も

の
で
、
立
ち
直

っ
た
後
も
そ
の
ま
ま
そ
こ
に
住
み
つ
く
人
も
い
れ

八
段
か
ら
十
二
段
に
か
け
て
こ

の
よ
う
な
人
が
八
五
人
も
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
溝
辺
に
未

の
武
士
が
移
住
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、

そ
の
詳
し
い
理

B
面
⑦
ー

「
諸
中
宿
」

「
中
宿
J

は

の
岩
元
甚
右
衛
門
か
ら
七
段
の

「
岩
元
右
衛
門
」
ま
で
に

が
ど
れ
ぐ
ら
い
増
え
た
か
が
こ
の
記
録
か
ら
推
測
さ
れ
る
。

一
段

開
拓
の
荒
地
が
多
く
あ
り
、
藩
の
政
策
で
あ
る
中
宿
で
相
当
多
く

由
、
ど
こ
か
ら
移
住
し
た
の
か
、
他
に
ど
の
よ
う
な
受
入
れ
の
条

件
が
あ
っ
た
か
等
々
、
多
く
の
疑
問
や
研
究
の
課
題
が
残
る
。
溝

J

と」

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
個
人
的
に
寄
進
を
す
る
財
力

（
西
暦

一
六
四
七
）
年
に
書
か
れ
て
か
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こ
こ
に
あ
る
苗
字
で
七
段
ま
で
に
は
無
く
て
現
在
も
溝
辺
町
内

に
あ
る
苗
字
が
あ
る
。
そ
の
ル
ー
ツ
が
こ
こ
あ
た
り
だ
っ
た
の
か

て
い
る
も
の
が
付
い
て
い
る
。
こ
れ
は
「
門
」
の
呼
び
名
で
あ
る
。

「
門
」
の
代
表
を
「
名
頭
」
と
い
い
、
当
時
竹
子
に

二
二
ほ
ど

あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

な
お
、
竹
子
地
域
の

「
並
松
之
」

「
門
」
だ
け
が
寄
進
を
し
た
と
は
思
え
な

い
が
、
他
の
有
川
・

麓

．
崎
森
な
ど
の
分
も
、
ど
こ
か
に
残
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
と
も
、
門
割
制
度
は
水
田
耕

作
地
の
多
い
竹
子
地
区
だ
け
で
行
わ
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な

い
。
こ
れ
を
機
会
に
他
の
大
字
の
記
録
や
郷
土
史
物
語
な
ど
を
比

較
し
な
が
ら
、
調
べ
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

非
常
に
ま
れ
で
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

苗
字
と
し
て
残
っ
て
い
る
こ
と
を
、
現
存
す
る
資
料
で
証
明
す
る

の
呼
び
名
が
そ
の
ま
ま
地
名
や

っ
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
棟
札
の
掘
り
起
こ
し
は
、
溝
辺
の
郷
土
史

研
究
が
、
科
学
的
な
資
料
に
基
づ
く
研
究
と
し
て
、
新
た
な
深
ま

り
を
見
せ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
、
大
き
な
発
見
だ
。

郷
土
史
な
ど
に
つ
い
て
は
全
く
無
知
な
私
が
、
図
ら
ず
も
報
告

の
筆
を
執
る
こ
と
に
な
っ
た
。
様
々
な
ご
批
判
を
お
待
ち
す
る
と

と
も
に
、
黎
明
館
の
諸
先
生
方
、
町
文
化
保
護
審
議
会
委
員
会
の

方
々
、
生
涯
学
習
課
の
ス
タ
ッ
フ
な
ど
関
係
さ
れ
た
方
々
の
ご
協

力
に
深
い
敬
意
を
表
す
。
特
に
出
村
卓
三
先
生
に
は
数
々
の
ご
教

示
、
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
深
く
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。

「門」

軒
か
ら
五
軒
の
農
家
で
形
成
さ
れ
て
お
り
、
百
戸
ほ
ど
の
農
家
が

史
を
調
べ
る
上
か
ら
も
、
大
変
貴
重
な
歴
史
資
料
で
あ
る
」

と
言

の
「
門
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

―
つ
の

「
門
」
は
四

こ
の
棟
札
の
解
読
に
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
っ
た
、
黎
明
館
の
出

村
先
生
は
、
「
こ
れ
は
、
溝
辺
郷
だ
け
で
は
な
く
、
薩
摩
の
近
世

之」

「
祝
儀
園
之
」

と
い
っ
た
、
現
在
の
地
名
や
苗
字
で
残
っ

な
思
い
を
私
た
ち
に
投
げ
か
け
て
来
る
。

む
す
び

も
知
れ
な
い
。

B
面
⑧
ー
十
三

・
十
四
段
の

「
竹
子
村
」
に
つ
い
て

J

の
二
つ
の
段
の
人
名
の
上
に
は
、

第
に
人
口
が
増
え
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

「
岩
崎

B
面
⑨
ー

宝
暦
十
二
年
と
い
う
年
は
、
木
曽
川
の
治
水
工
事
の
た
め
に
、

薩
摩
藩
の
島
津
藩
全
体
が
極
端
な
窮
乏
の
状
態
に
あ
っ
た
時
期
で

あ
る
。
こ
の
時
期
に
、
村
を
あ
げ
て
こ
の
よ
う
は
改
築
の
た
め
の

寄
進
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
鷹
屋
神
社
が
溝
辺
の
人
々
に
と
っ
て

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
な
ど
、
こ
の
棟
札
は
い
ろ
い
ろ
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天
長
地
＇
、
御
願
円
満

嘗
地
頭
伊
集
院
宮
内
少
輔
忠
勝
▲
岩
元
平
左
衛
門
尉
篤
重

殊
者
溝
辺
講
衆
中
各
々
息
災
延
命
子
孫
繁
昌
武
運

長
久
領
内
安
全
万
民
豊
楽
四
海
太
平
―
一
求
願

皆
令
満
足
如
よ
成
就
心
身
竪
固
悉
地
円
満

ヽ
~

4
 
（
 

4
岩
本
小
左
衛
門
野
添
権
左
衛
門
尉
竹
下
清
右
衛
門
尉

年
幻
同
名
助
右
衛
門
下
蝸
与
七
兵
衛
尉
）
中
原
作
蔵

2
 

亥
（
薗
田
久
左
衛
門
鳥
井
助
兵
衛
尉
（
藤
井
与
左
衛
門
尉

有
馬
六
兵
衛
尉
③
下
村
久
左
衛
門
卜
藉
田
蔵
之
助

同
名
五
郎
衛
門
瀬
戸
口
藤
右
衛
門
源
四
郎

吉
左
衛
門
尉

t
 

岩

重

磯

衛

門

塚

田

主

斗

介

〇

窪

田

源

衛

門

隈

本

権

之

允

（

慶

右

衛

門

尉

鳥

井

伝

左

衛

門

藤

井

源

左

衛

門

彦

兵

衛

尉

竹
下
興
左
衛
門

岩
元
佐
金

岩
元
甚
左
衛
門

上
原
辰
右
衛
門

岩
元
岩
右
衛
門

宗
像
小
左
衛
門

牧
田
六
郎

外
山
幸
兵
衛

岩
元
平
六

岩
元
権
右
衛
門

市
左
衛
門
尉

源
助
助
左
衛
門
尉

休
蔵
武
蔵
作
蔵
長
吉
源
左
衛
門
尉

右
大
宮
司

宮
地
源
左
衛
門
兼
将

本
大
宮
司

中
原
甚
作
教
秀

田
上
次
郎
左
衛
門

岩
本
主
左
衛
門
篤
昌

吉
原
内
蔵
丞
篤
次

徳
田
善
右
衛
門
盛
能

）

封

5
 
（
 

助
四
郎

弥
左
衛
門
尉

源
兵
衛
尉

助
吉
仲
左
衛
門
尉

孫
右
衛
門
尉

十
助
次
之
助

大
右
衛
門
尉

与
右
衛
門
尉

弥
右
衛
門
尉

休
兵
衛
尉

次
之
作

市
右
衛
門
尉

権
右
衛
門
尉

休
左
衛
門
尉

封

敬
白

内

蔵

助

大

工

与

助

赤

塚

主

膳

正

源
左
衛
門
尉
竹
下
杢
右
衛
門
尉

与
市
左
衛
門
尉
大
内
山
藤
兵
衛
尉

助

作

小

工

蔵
石
衛
門
尉
村
田
九
衛
門
尉

助

市

切

（
 

諸
衆
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「
四
段
」

同
四
拾
文

同
三
拾
弐
文

同同同同同同同同同同
三
拾
文

同
弐
拾
四
文

同同同同同

岩
元
新
左
衛
門

前
田
五
郎

前
田
利
右
衛
門

久
保
田
勘
左
衛
門

国
生
伝
左
衛
門

国
生
六
左
衛
門

村
田
清
右
衛
門

沼
口
休
左
衛
門

牧
田
弥
右
衛
門

倉
元
堅
之
丞

横
山
伊
左
衛
門

岩
元
喜
三
右
衛
門

野
間
仁
左
衛
門

上
原
藤
次
郎

野
間
七
兵
衛

外
山
十
兵
衛

田
上
次
郎
左
衛
門

国
生
仁
左
衛
門

「
五
段
」
同
弐
拾
四
文

同同同同同同同同
弐
拾
弐
文

同
拾
六
文

同同同同同同同同

「六
段
」

閲
拾
六
文

同同同同同
拾
三
文

同同同同同同同同同
拾
弐
文

同
拾
文

同
九
文

同
八
文

← (4)← (3) 
-, 

同同同同同同同同同同同同同同同同同銭
百 弐百 ―-- -段＿百＿＿五五五二壱'----
四 百文 百文百百百百百百貫
拾 文 文文文文文文文文

変
岩
元
甚
右
衛
門

右

之

母

岩
元
周
左
衛
門

岩
元
甚
太
夫

岩
元
六
太
夫

心
慶
寺
祥
天
和
尚

竹
下
興
左
衛
門

）

右
之
母

6

岩
元
甚
五
右
衛
門

岩
元
権
右
衛
門

岩
元
勘
兵
衛

岩
元
佐
金

岩
元
平
六

右
之
妻

岩
元
甚
左
衛
門

宗
像
舎
人

岩
元
岩
右
衛
門

宗
像
小
左
衛
門

『
宝
暦
棟
札

B
面
』

(5) (5) 

「二
段
」

二
同
百
四
拾
八
文

一
同
百
三
拾
弐
文

一
同
百
文

ー
同
一
同
一
同
一
同
ー
同
ー
同
一
同
ー
同
ー
同
ー
同
ー
同
ー
同
ー
同
ー
同
一
同

上町大町前寺竹横横倉岩田岩外岩岩上田
原田定田田田下山山元元上元山元元原上
八休院覚園仲興助助源平次源幸周喜辰五
左右即右右左次武右右助郎五兵五平右次
衛衛印衛衛衛右衛衛衛 兵右衛郎太衛右
門門坊門門門衛門門門衛衛 門衛
門 門門

国国神同同郡久村前宗岩横野国神神久倉
生生田苗苗山保田田像元山間生田田保元
次喜橋与喜権田茂源新長佐栢六橋橋田武
兵右新左右右幸太助助蔵太左之慶新弥三
衛衛兵衛衛衛兵夫 夫衛丞右助左右
門衛門門門衛 門衛衛衛

門門門

「
三
段
」

一
同
百
文

一
同
ー
同
一
同
ー
同
四
拾
八
文

一
同
一
同
一
同
一
同
一
同
一
同
十
三
文

一
同
四
拾
八
文

一
同
一
同
一
同
一
同
一
同
一
同

村
田
次
右
衛
門

沼
口
甚
六

宗
像
猪
之
助

岩
元
五
郎
左
衛
門

田
上
八
郎
左
衛
門

寺
田
主
左
衛
門

寺
田
仲
次
郎

野
間
平
兵
衛

寺
田
武
兵
衛

花
堂
武
左
衛
門

右
之
母

岩
元
喜
八

池
上
長
左
衛
門

同
苗
十
左
衛
門

外
山
甚
右
衛
門

③

岩
元
甚
右
衛
門
門
下
人
与
左
衛
門

外
山
千
次
郎

牧
田
六
郎

花同村沼町郡国薗久同溝野宗岩横村前花
堂苗田口田山生田保苗口問像下山田田堂
休満九武武太宇次田喜新幸金郷善三弥休
八右左右兵次右右藤兵助太蔵兵助右平右
衛衛衛衛右衛衛兵衛 夫 衛妻衛次衛
門門門衛門門衛 母門門

門

(5) (5) 
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---, 

同同同同同同同同同同同同同同同同同同十

拾百弐 弐三良
六文拾
文文

拾拾
四弐
文文

(6) I-→ (4)→ 
-, 

同同同同同同同七

式六 段
八-

貫文文
文

花
堂
戸
兵
衛

花
堂
喜
左
衛
門

同
苗
善
七

横
山
稲
右
衛
門

花
堂
休
左
衛
門

岩
元
平
右
衛
門

水
尻
橋
之
口
庚
申
講
物

海萩岩荒右岩野津朝恒二永二鳥鳥大久鳥
老原下武之切間曲隈吉見田見丸丸迫保井
原六休十妻次八宇主関次稲喜源源覚田藤
三右次左 郎兵太右八右右左六七右源五
右衛郎衛兵衛夫衛衛衛衛 衛六右
衛門門衛 門門門門 門衛
門 門

→ 

同同同同同同同同同同同同同同同同同同十

八拾拾 十枠―
文文式 三 £段

Iヽ '-
文 文文

久飛竹萩竹緒益黒江横横本宮萩美竹猪岩
木松下原之方山田藤山山吉路原坂下俣下
田太市納内助長半牧七権五才仲与休十慶
三郎左右清右左左右右四兵右右左蔵左右
七右衛衛右衛衛衛衛衛郎衛衛衛衛 衛衛
母衛門門衛門門門門門 門門門門門
門門

ト→(7) 
---, 

同同同同同同同同同同同同同同同—十

三拾百 五
拾三文 文 斐医
賢

(7) .. 
同同同同同同同同同同同同同同同同同銭 八

八 百三 百拾 百弐三諸芭
拾 文拾文三 文百百中
文 弐文 文文宿

文

元猪大荒中右右有宮鳥右宮鳥大甲鳥福朝
新俣山武村四之馬田井之崎井山斐井屋隈
蔵＋佐周市郎妻四藤藤母正正五甚孫七利
兵平次郎右 郎右左 左左郎左七右右
衛次郎左衛 右衛衛衛衛左衛衛衛
衛門衛門門門門衛門門門
門母門 門

「
九
段
」
同
六
拾
四
文

同同同同
四
拾
八
文

同同同同
四
拾
文

同同
三
拾
弐
文

同同同同
拾
三
文

同
三
拾
弐
文

同同

轟鳥佐右有今大児壱久海萩猪松有二有大
木井藤母馬村山玉岐木老原俣元馬見馬山
甚藤覚 喜休源長休田崎長直仁分休助次
兵兵七 藤七太右左喜彦右右右右兵右郎
衛衛 衛衛右市衛衛衛衛衛衛右

門門衛門門門門門衛
門 門

児隈同中壱谷古田美古堀谷佐緒古
玉元苗原岐山藤中坂藤之山藤方藤
八八市甚周休半甚三半内三伊慶半
郎左拾作兵右兵左五次権右右右左
右衛郎 衛衛衛衛郎郎八衛衛衛衛
衛門

門胃
門門 門門門門
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(8) 
-; 

―+ 同同同同同同同同銭＝
廿廿ー
四 tー・段二'-
文文

宝

暦

棟

札

A
面

中祝田同同オ上岩並竹
吉儀中所所土別崎松子
之薗之之之之府之之村
之 幸之
六与蔵三左源源
左清七右之衛長右八
衛八 衛丞門左衛
門門衛門

門

一
同
一
同
拾
六
文

一
同
一
同
一
同
一
同
一
同
一
同
拾
五
文

一
同

剥
岩
之
長
左
衛
門

同
所
之
長
右
衛
門

並
松
之
八
郎

榎
園
之
慶
八

中
吉
之
長
蔵

上
久
保
之
六
左
衛
門

中
村
之
長
次
郎

上
牟
田
之
清
吉

二
月
田
之
与
左
衛
門

「
十
四
段
」

一
同
拾
三
文

一
同
拾
弐
文

一
同
八
文

一
同

正
保
四
年
棟
札

A
面

同剥馬中
所岩場村
之之之之

清源長七
助之之郎
丞丞
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第6章 文化と史跡

位
の
間
隔
を
以
っ
て
ほ
ぼ
直
線
上
に
並
列
す
。

古
老
の
伝
え
に
よ
れ
ば
長
承
元
年
、
今
よ
り
お
よ
そ
七
八

0
年

地
に
現
存
す
る
こ
と
に
よ
り
て
も
明
ら
か
な
り
。

と

も
の
に
非
ず
く
し
て
、
く
の
字
形
に
屈
曲
せ
る
線
上
に
並
列
せ
る

園

十

――
一
塚
史
跡
公
園

旧
十
三
の
塚
は
、
鹿
児
島
空
港
の
南
端
よ
り
更
に
五

0
0
m
程

南
西
の
方
向
に
点
在
し
て
い
た
塚
跡
に
、
農
業
構
造
改
善
の
際
コ

ン
ク
リ
ー
ト
柱
を
建
て
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
昭
和
十
二
年
十

二
月
、
崎
森
青
年
団
の
善
意
で
実
施
さ
れ
た
。
現
在
は
、
十
三
塚

の
由
来
を
記
し
た
第
十
三
号
碑
と

二
、
三
の
碑
が
残
る
の
み
と
な

野
田
昇
平
氏
（
加
治
木
町
出
身
）

っ
て
い
る
。

以
下
昭
和
九
年
、

の
実
施
踏
査
報
告
書
よ
り
抜
粋
す
る
。

十
三
塚
は
、
国
分
鹿
児
島
神
宮
北
方
台
地
十
三
塚
原
の
中
央
道

な
れ
ど
も
存
在
せ
る
を
予
想
せ
ら
れ
る
も
の
四
箇
、
計
十

一
箇
を

も
大
体
の
方
向
は
高
屋
山
陵
の
方
向
に
向
へ
る
こ
と
が
注
意
す
べ

き
こ
と
な
り
。
各
塚
の
間
隔
は
不
定
な
れ
ど
も
十
間
及
至
十
五
間

一
、
二
、
三
号
の

三
箇
は
、
東
南
よ
り
西
北
の
線
に
並
べ
り
。
而
し
て
一
号
、

二
号

―
-s-―一
号
の
距
離
は
十
間
な
り
。

し
く
南
北
の
線
に
沿
う
て

一
直
線
に
並
列
す
。

相
当
大
な
る
円
墳
な
り
し
な
ら
ん
、

三
号

―――

S
五
号
の
距
離

三
号
墳
の
甚
部
を
少
し
く
発

を
認
め
ざ
り
き
、
当
時
発
掘
の
土
器
は
加
治
木
町
郷
土
館
の
陳
列

棚
の
中
に
あ
り
。
こ
れ
等
の
土
墳
は
埋
葬
墳
に
非
ず
し
て
仏
教
伝

来
以
来
神
仏
混
滑
思
想
の
産
物
供
養
塚
の
類
な
る
べ
き
は
そ
の
名

称
に
よ
り
て
明
ら
か
な
り
。
十
三
塚
と
称
す
る
も
の
は
我
が
国
各

前
（
平
成
十
六
年
よ
り
八
七

―
一
年
前
）

そ
の
正
統
を
争
い
敗
れ
た

在
せ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
全
部
の
塚
は

一
直
線
上
に
並
列
せ
る

の
位
置
は
全
く
不
明
な
り
。
こ
れ
は
現
存
塚
の
両
端
に
沿
い
て
存

数
え
た
り
。
も
し
最
初
に
十
三
箇
現
存
せ
る
も
の
と
す
れ
ば
二
箇
掘
し
て
弥
生
式
か
斉
部
土
器
の
破
片
数
箇
を
得
し
外
何
等
の
遺
物

更
に
や
や
不
明
な
る
も
存
在
せ
る
を
認
む
べ
き
も
の

二
箇
、
不
明
畑
地
な
れ
ば
多
年
削
小
せ
ら
れ
し
も
の
と
思
わ
る
。
建
造
当
事
は

路
に
沿

っ
て
略
南
北
の
線
に
現
存
す
る
も
の
五
箇
を
数
え
た
り
。

各
塚
の
高
さ
は
三
尺
位
、
経

一
間
位
の
小
塚
な
れ
ど
も
周
囲
は

一
尺
は
約
三
十
Cm)

に
少
な
く
と
も
三
箇
の
塚
あ
る
を
予
想
さ
れ
る
。
（
一
間
は
六
尺
、

隔
は
十
五
間
な
り
。
七

S
九
号
の
間
隔
は
五
十
間
な
れ
ば
そ
の
間

置
は
不
明
な
り
。

五
＼
六
号
の
間
隔
は
十
五
間
、
六
＼
七
号
の
間

は
二
十
五
間
そ
の
中
間
に
四
号
の
存
在
を
予
想
さ
る
。
四
号
の
位

及
至
九
号
の
内
正
確
に
そ
の
存
在
を
認
め
ら
れ
る
も
の
五
箇
は
正

二
号
の
距
離
は
十
四
間
、

は
、
や
や
不
明
な
れ
ど
も
そ
の
痕
跡
充
分
に
認
め
ら
れ
る
。

-s
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第12図 旧十三塚の位置想定図
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云
々
。

次
第
を
報
告
し
た
と
云
う
。
土
地
の
人
は
之
を
あ
わ
れ
み
、
そ
の

0名 称

〇所在地

〇面 積

〇付帯施設

十三塚史跡公園

崎森字南十三塚32 1 4番地

1,057m' 

東屋、駐車場

二
人
殖

朦
々
た
る
黒
煙
は
自
ら
「
正
八
幡
」

か
わ
し
国
分
八
幡
を
焼
か
し
め
た
と
こ
ろ
火
焔
は
天
を
お
お
い

宇
佐
八
幡
か
ら
国
分
八
幡
を
焼
討
す
べ
く

一
四
人
の
密
使
を
つ

の
文
字
を
成
し
て
現
れ
た
。

驚
き
恐
れ
た
密
使
は
逃
れ
て
こ
の
地
に
至
り
一
人
殖
れ
、

れ
続
い
て

一
三
人
に
及
び
、
僅
か
に

一
人
が
宇
佐
に
帰
り
て
事
の

場
所
に
塚
を
盛
り
、
そ
の
数

一
三
で
あ

っ
た
の
で
十
三
塚
と
い
う
、

第
12
図
は
昭
和
五
十
二
年
十
月
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
の
岩

元
時
義
氏
を
参
考
人
と
し
て
、
農
業
構
造
改
善
事
業
後
の
標
柱
を

も
と
に
当
時
の
想
定
図
を
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

に
な

っ
た
の
で
、
平
成
二
年
三
月
、
記
念
碑
と
共
に
こ
の
地
に
当

時
の
縮
尺
（
第
12
図
旧
十
三
塚
の
位
置
想
定
図
）
を
も

っ
て
原
形

を
保
存
し
、
十
三
塚
史
跡
公
園
と
し
て
整
備
し
た
。
史
跡
見
学
は

も
と
よ
り
、
休
憩
所
と
し
て
の
利
用
や
、
中
秋
の
月
見
会
な
ど
町

内
外
か
ら
多
数
訪
れ
て
い
る
。

農
業
構
造
改
善
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
そ
の
旧
跡
を
失
う
こ
と
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に
は
木
を
里
に
は
人
を
』
基
本
に
、
現
在
も
会
有
林
の
施
業
管

理

・
簡
易
水
道
の
維
持
を
行
う

一
方
、
公
民
館
運
営
審
議
会
に
お

い
て
は
地
区
民
総
参
加
の
各
種
行
事
も
実
施
し
て
い
る
。

碑
文
の
全
文
を
原
文
の
ま
ま
掲
載
し
た
。

勝

馬

田

淵

徹

長

野

久

員
に
長
野
春
政

久
木
田
憲
昭

下
久
保
良
憲

村
田
哲
二
が
あ
た
り
、
郷
土
訓
『
山

言
わ
れ
対
立
は
年
々
激
化
し
極
め
て
深
刻
な
有
様
で
あ

っ
た
。

こ
の

二
つ
の
事
を
非
常
に
憂
え
た
久
木
田
青
年

（二
0
オ
）
は

村
田
経
助
（
ニ
ニ
オ
）
、
斎
藤
栄
助
（
二
六
オ
）
、
村
田
定
左

エ
門

き
の
こ
と
で
上
方
限
下
方
限
は
反
目
し
水
の

一
滴
は
血
の

一
滴
と

毎
年
打
ち
続
く
旱
害
に
よ

っ
て
水
不
足
を
来
た
し
水
田
へ
の
水
引

か
せ
そ
の
ま
ま
宿
泊
し
翌
朝
帰
宅
す
る
の
が
常
で
あ
っ
た
こ
と、

夜
は
竹
子
中
央
の
上
寺
説
教
所
で
夜
遅
く
ま
で
馬
鹿
話
に
花
を
咲

田
中
勝

岩
崎

資
金
は
財
団
法
人
竹
子
共
正
会
が
三
二

0
万
円
を
投
じ
建
立。

建
立
に
あ
た
り
建
立
委
員
会
設
立
、
委
員
長
に
延
時
力
蔵

田
舎
で
何
の
剌
激
も
無
く

委

田
久
木
田
築
之
助
翁
胸
像

竹
子
集
会
セ
ン
タ
ー

の
敷
地
の
一
角
に
胸
像
が
建
立
し
て
あ

る
。

り
竹
子
共
生
会
を
創
立
さ
れ
、

『山
に
は
木
を
里
に
は
人
を
』
を

会
是
と
し
て
会
有
林
の
整
備
、
産
業
の
振
興
、
人
づ
く
り
に
努
力

竹
子
の
偉
大
な
指
導
者
久
木
田
築
之
助
翁
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
建
立

こ
び
と
な

っ
た
。

の
話
が
立
ち
上
が
り
、
平
成
十
四
年
三
月
二
十
八
日
除
幕
式
の
は

さ
れ
、
そ
の
理
念
は
今
も
脈
々
と
し
て
生
か
さ
れ
て
い
る
。

か
ら
聡
明
で
利
発
に
富
み
神
童
と
呼
ば
れ
そ
の
将
来
に
大
き
な
期

学
ん
だ
の
で
あ
る
。

そ
の
当
時
、
加
治
木
の
青
年
は
「
青
雲
舎

・
有
為
舎
」
で
勉
学

や
討
論
会
の
開
催
、
剣
道

・
柔
道
に
励
み
示
現
流
で
身
体
と
精
神

の
鍛
錬
を
行
い
修
姜
に
打
ち
込
み
気
力
に
満
ち
た
毎
日
を
過
ご
し

て
い
る
こ
と
に
感
動
し
、
学
業
を
終
え
て
郷
里
竹
子
に
帰
っ
た
築

之
助
青
年
は
、
竹
子
の
青
年
達
が
明
治
二
十
七

・
八
年
の
日
清
戦

争
の
勝
利
に
よ
る
戦
勝
に
酔
い
し
れ
、

竹
子
小
学
校
を
卒
業
し
更
に
加
治
木
村
柁
城
小
学
校
補
習
科
で

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

久
木
田
築
之
助
の
胸
像
で
あ
る
。
碑
文
に
書
か
れ
て
あ
る
と
お

翁
は
宮
川
内
久
木
田
家
に
明
治
七
年
二
月
十
五
日
生
を
享
け
幼
少

竹
子
地
区
民
が
郷
土
の
師
と
仰
ぎ
慕

っ
て
い
る
久
木
田
築
之
助

碑

文

586 



第6部 教育・文化 ・体育編

内
彦
太
郎
（
二
六
オ
）
等
の
先
輩
同
輩
と
幾
回
と
な
く
懇
談
し
納

得
賛
同
を
得
て
竹
子

一
円
の
青
年
有
志
を
以
っ
て
、
明
治
二
十
九

年
九
月
二
十
八
日
竹
子
青
年
共
会
を
創
設
し
そ
の
会
長
に
推
さ
れ

解
決
す
べ
き
地
域
課
題
の
多
い
こ
と
を
知
り
青
年
の
力
だ
け
で
は

解
決
に
至
ら
な
い
と
判
断
し
上
原
矢
左
エ
門
、
宗
像
林
角
、
原
田

尚
健
、
翌
岐
矢
太
郎
氏
ら
先
輩
有
志
者
と
話
し
合
い
翌
明
治
―
―-
+

年
十
月
に
は
青
年
の

二
字
を
削
除
し
竹
子
共
会
と
名
称
を
改
名
し

区
民
総
意
に
依
っ
て
会
の
運
営
を
行
う
組
織
に
変
更
し
荒
廃
し
た

道
路
の
改
修
、
稲
荷
神
社
の
修
築
等
の
事
業
に
乗
り
出
し
た
の
で

あ
る
。

必
要
に
迫
ら
れ
旧
島
津
藩
時
代
の
衆
力
山
を
基
礎
に
し
て
官
有
林

の
払
い
下
げ
に
奔
走
し
た
。

当
時
官
有
林
の
払
い
下
げ
事
務
は
県
庁
で
行
わ
れ
て
い
た
為
、

交
通
機
関
も
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
事
か
ら
、
早
朝
暗
い
う
ち
に

宮
川
内
の
家
を
出
て
徒
歩
で
加
治
木
港
ま
で
行
き
加
治
木
港
か
ら

船
で
鹿
児
島
に
渡
り
県
庁
で
交
渉
を
行

っ
た
。

度
重
な
る
交
渉
で
県
庁
内
は
又
竹
子
の
久
木
田
が
来
た
と
県
庁

職
員
の
注
視
の
中
で
交
渉
に
当
た
り
そ
の
熱
意
が
県
庁
を
動
か
し

然
し
忽
ち
に
し
て
資
金
財
源
面
で
行
き
詰
ま
り
、
共
有
財
産
の

員
と
し
て
姶
良
郡
政
に
貢
献
さ
れ
た
。

然
る
に
払
い
下
げ
賃
金
や
交
渉
費
用
等
の
捻
出
に
は
大
変
な
苦

労
が
あ
っ
た
。

人
を
」

の
基
礎
と
な
り
造
林
事
業
を
会
是
と
な
し

の
基
本
理
念
を
掲
げ
地
域
振
巽
の
基
を
為
す
財
源
措
置
が

講
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

久
木
田
築
之
助
翁
は
青
年
共
会
長
、
共
正
幹
事
、
会
長
職
を
明

治
三
十
六
年
か
ら
昭
和
十
七
年
ま
で
通
算

一
九
年
間
、
発
足
当
時

初
か
ら
五

一
年
間
会
の
運
営
に
心
血
を
注
が
れ
る
と
共
に
、
明
治

三
十
四
年
二
七
オ
に
し
て
溝
辺
村

一
級
議
員
に
選
ば
れ
新
憲
法
公

布
の
昭
和
二
十
二
年
ま
で
の
四
六
年
間
村
会
議
員
と
し
て
奉
職
さ

れ
そ
の
内
昭
和
九
年
か
ら
昭
和
十
七
年
の

二
期
八
年
間
村
長
と
し

て
又
溝
辺
村
報
効
農
事
組
合
長
と
し
て
農
民
の
指
導
機
関
と
し
て

役
割
並
び
に
溝
辺
村
産
業
組
合
長
と
し
て
の
翁
の
職
見
、
弛
み
な

情
熱
を
傾
注
し
村
政
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
。

又
明
治
四
十
年
か
ら
昭
和
十
七
年
ま
で
の
三
五
年
間
姶
良
郡
畜

産
組
合
評
議
員
、
同
組
合
議
員
、
姶
良
家
畜
保
健
組
合
評
議
員
を

歴
任
し
更
に
は
明
治
四
十
二
年
か
ら
三
期
に
わ
た
り
姶
良
郡
会
議

「山
に
は
木
を
里
に
は

払
い
下
げ
後
の
会
有
林
は
三
百
五
十
町
歩
に
も
及
び
、
会
運
営

(
-
―
―
オ
）
、
長
野
七
郎
（
ニ
―
オ
）
、
沼
口
源
内
（
二
九
オ
）
、
竹
官
有
林
の
払
い
下
げ
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
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竹
子
地
域
社
会
の
構
造
は
財
団
法
人
竹
子
共
正
会
に
脈
々
と
し
て

翁
が
残
さ
れ
た
足
跡
は
余
り
に
も
大
き
く
其
の
理
想
と
さ
れ
た

に
生
涯
を
捧
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
―
―十
二
年
公
職
を
勇
退
さ
れ
て
か
ら
昭
和
三
十
三
年
十

一

月
三
日
八
四
オ
で
逝
去
さ
れ
る
ま
で
地
元
の
竹
子
青
年
壮
の
指
導

引
き
継
が
れ
て
お
り
我
々
は
翁
の
築
か
れ
た
功
績
に
感
謝
し
地
区

民
の
親
睦
融
和
を
基
に
、
森
林
、
林
業
の
振
興
を
図
り
自
然
環
境

あ
る
。

郡
畜
産
組
合
長
か
ら
表
彰
を
受
け
ら
れ
新
記
録
を
作
ら
れ
た
の
で

馬
を
飼
育
し
改
良
に
傾
注
さ
れ
郡
内
で
始
め
て
の
夫
婦
揃
っ
て
の

中
で
も
畜
産
振
興
に
は
特
に
意
を
払
い
、
自
ら
も
夫
婦
し
て
牛

惟
う
に
弱
冠
ニ
ニ
オ
か
ら
七
三
オ
ま
で
の
五

一
年
間
郷
土
竹
子

区
民
の
融
和
親
睦
を
旨
と
し
次
代
を
担
う
人
づ
く
り
の
基
礎
で
あ

る
竹
子
小
学
校
の
教
育
環
境
の
整
備
拡
充
敬
神
宗
祖
の
精
神
を
区

民
の
融
和
の
拠
り
所
と
し
て
稲
荷
神
社
の
修
築
、
隼
人
、
日
当
山
、

山
陵
、
竹
子
、
永
野
を
結
ぶ
県
道
昇
格
運
動
、
里
道
の
拡
張
工
事
、

畜
産
を
始
め
と
す
る
産
業
の
振
興
、
全
国
に
先
駆
け
て
の
昭
和
三

年
十
一
月
十
五
日
に
第

一
回
敬
老
会
の
開
催
等
、
竹
子
の
発
展
を

主
軸
に
お
き
村
政
に
ま
た
郡
関
係
の
要
職
に
優
れ
た
職
見
と
指
導

性
を
発
揮
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

昭和15年据石ヶ岡にて撮影

訓
導

等
小
学
校

溝
辺
村
立
竹
子
尋
常
高

溝
辺
村
長

学

校

長

飯

野

武

夫

文
と
し
ま
す
。

（
記
述
責
任

平
成
十
四
年

延
時
力
蔵
）

三
月
二
十
八
日

溝
辺
村
立
青
年
学
校

久
木
田
筑
之
助

松
田
善
治

財
団
法
人
竹
子
共
正
会

建
立

理
事
長

つ
事
を
約
し
、
此
処
に
偉
大
な
先
人
久
木
田
築
之
助
翁
を
称
え
碑

像
力
に
富
ん
だ
人
づ
く
り
に
財
団
法
人
竹
子
共
正
会
が
先
頭
に
立

を
生
か
し
た
産
品
の
創
出
、
人
情
味
豊
か
な
区
民
性
を
醸
成
し
想
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と
共
に
、
事
業
を
進
め
る
こ
と
が
協
議
さ
れ
、
早
速
大
字
会
長
会

検
討
委
員
会
を
開
催
し
両
手
を
天
に
向
か
っ
て
差
し
の
ベ

両
の

あ
り
、
戊
辰
戦
争
か
ら
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
ま
で
幾
多
の
戦

い
が
あ
り
、
そ
の
度
ご
と
に
、

愛
す
る
家
族
を
残
し
、
懐
か
し
い
故
郷
を
後
に
し
て
戦
場
に
赴
か

れ、

三
0
四
名
の
尊
い
生
命
を
捧
げ
ら
れ
、

慰
霊
碑
の
保
存
と
恒
久
平
和
を
願
う
公
園
整
備
は
現
代
に
生
き

る
我
々
の
努
め
で
あ
る
と
し
て
、
五
つ
の
大
字
と
町
内
各
種
団
体

霊
を
祭
り
、
毎
年
四
月
に
戦
没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ
て
い
る
。

せ
ら
れ
た
。

こ
の
浄
財
を
も
と
に
、
現
在
に
ふ
さ
わ
し
い
『
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
』

と
す
る
こ
と
と
な
り
、
数
回
に
わ
た
り
委
員
会
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

J

の
大
川
内
岡
に
御

J

の
溝
辺
か
ら
も
多
く
の
若
者
が

日
本
が
戦
争
を
放
棄
し
、
平
和
の
た
め
に
努
力
し
て
い
る
か
ら
で

保
存
整
備
委
員
会
の
委
員
長
は
大
字
会
長
会
の
世
話
役
で
あ

っ

た
。
五
大
字
役
員
は
、
今
日
の
よ
う
に
平
穏
に
暮
ら
せ
る
の
も

し
て
整
備
し
て
い
く
事
を
協
議
し
て
頂
き
た
い
』
と
の
事
で
あ
っ

が
設
立
さ
れ
た
。

J

の
席
に
、
当
時
の
有
村
久
行
助
役
が
出
席
さ
れ
挨
拶
の
な
か

平
成
十
三
年
十
二
月
十
四
日
、
町
内
五
大
字
の
役
員
で
構
成
す

る
溝
辺
町
土
地
総
代
、
氏
子
総
代
会
の
総
会
が
、

三
二
名
の
参
加

を
得
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

で
、
岩
元
町
長
が
、
今
吉
元
町
長
か
ら
の
申
し
送
り
事
項
の

一
っ

で
あ
っ
た
『
大
川
内
の
慰
霊
碑
保
存
と
鳥
居
の
復
元
を
、
こ
の
際

大
字
に
よ
っ
て
実
施
し
て
い
た
だ
き
、
恒
久
平
和
を
願
う
場
所
と

因
愛
郷
平
和
祈
念
塔

愛
郷
平
和
祈
念
塔
建
立
の
経
緯

重
森
会
長
に
お
願
い
し
た
。

重
森
会
長
は
、
早
速
大
字
役
員
会
を
開
催
賛
同
を
得
て
、
無
償

譲
渡
す
る
決
定
を
頂
い
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
町
遺
族
会
、
町
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
、
町

社
会
福
祉
協
議
会
、
各
大
字
、
有
志
の
方
々
で
保
存
整
備
委
員
会

当
座
の
準
備
資
金
に
当
て
る
た
め
、
各
大
字
か
ら
三
万
円
の
寄

付
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
広
く
町
民
に
呼
び
か
け
寄
付
金

を
募
る
こ
と
と
し
た
。

た
こ
と
か
ら
、
竹
子
大
字
会
長
の
延
時
力
蔵
氏
が
就
任
し
た
。

募
金
の
目
標
額
は
三
0
0
万
円
と
し
、
自
治
公
民
館
長
、
自
治

会
長
の
協
力
に
よ
り
、

一
般
寄
付
金

一
、
九
三
八
件

一
、
0
二
七
、

五
五

0
円
、
特
別
寄
付
金
一
三
二
件

一
、
三
五
五
、
五

0
0
円
が
寄

所
有
者
は
、
大
字
麓
と
な
っ
て
い
る
の
で
こ
の
際
町
へ
の
寄
付
を

が
開
催
さ
れ
、
町
民
の
募
金
で
事
業
を
行
う
こ
と
か
ら
、
用
地
の
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委
員
（
溝
辺
町
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
長
）
今

島

光

委
員
（
溝
辺
町
遺
族
会
長
）

森

田

恵

美

子

委
員
（
崎
森
共
志
会
長
）

笹

峯

護

委
員
（
麓
公
正
会
長
）

重

森

吉

利

委
員
（
三
縄
自
彊
会
長
）

迫

田

雄

委
員
（
有
川
同
志
会
長
）

村

田

芳

孝

有

委
員
長
（
財
団
法
人
竹
子
共
正
会
理
事
長
）
延

副
委
員
長
（
溝
辺
町
遺
族
会
壮
年
部
会
長
）

村

秀

忠

往

時

を

追

幕

し

平

和

日

本

の

礎

と

し

て

散

っ
た
英
霊
に
感
謝
の
誠

大
川
内
岡
慰
霊
碑
保
存
整
備
委
員
会

元
今
吉
町
長

時

力

蔵

手
の
平
に
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
白
鳩
を
向
か
い
合
わ
せ
、
胸

の
あ
た
り
に
町
花
で
あ
る
梅
の
花
を
配
し
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
恒

久
平
和
を
願
う
思
い
か
ら
『
愛
郷
平
和
祈
念
塔
』
を
彫
り
こ
み
基

礎
に
は
亡
く
な
ら
れ
た
三
0
四
名
に
ち
な
み
、

三
0
四
個
の
玉
石

を
埋
め
込
む
こ
と
と
な
っ
た
。

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
総
事
業
費
二
、
二
0
0、五
0
0
0
円
で
、

豊
か
な
経
験
と
優
れ
た
技
術
を
も
つ
戦
没
者
の
遺
族
で
あ
る
川
口

石
材
店
川
口
光
雄
氏
が
制
作
さ
れ
、
八
月
十
五
日
終
戦
記
念
日
に

建
立
し
た
。

前
岩
元
町
長
現
有
村
町
長
と
三
代
に
わ
た
る

慰
霊
碑
保
存
整
備
と
、
恒
久
平
和
の
願
い
が
こ
こ
に
成
就
し
た
。

重

丸

紘

美

委
員
（
社
会
福
祉
法
人
溝
辺
町
社
会
福
祉
協
議
会
長
）

顧
問
（
溝
辺
町
長
）

顧
問
（
溝
辺
町
助
役
）

団

十
三
塚
原
海
軍
特
攻
慰
霊
銘
碑

上
床
公
園
で
は
、
特
攻
碑
保
存
会
に
よ
る
慰
霊
祭
が
、
毎
年
四

月
三
日
に
行
わ
れ
、
遺
族
を
は
じ
め
戦
友
や
、
志
有
る
も
の
が
、

を
捧
げ
心
か
ら
冥
福
を
祈
っ
て
い
る
。

一
、
鎮
魂
『
白
雲
に
の
り
て
』
特
攻
誌
の
発
行

昭
和
か
ら
平
成
へ
、
世
の
中
は
目
ま
ぐ
る
し
い
程
の
変
遷
を
く

り
返
し
て
、
昔
日
の
影
は
な
い
、
世
代
と
共
に
、
も
の
の
考
え
方

も
、
そ
し
て
心
の
在
り
方
ま
で
、
変
わ

っ
て
行
く
よ
う
に
思
わ
れ

る。

有

村

久

行

有
志

長

谷

川

喜

有
志

上

原

正

大

有
志

岩

プ［；

勝

芳

有
志

岩

元

喜

吉

松

山

淳

一
郎
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幸
に
し
て
、
資
料
も
整
い
、
内
容
も
い
く
ら
か
納
得
の
い
く
も

山
河
ふ
る
さ
と
の

と
で
あ
る
。

「
平
和
」

保
存
会
に
よ

っ
て
出
版
で
き
た
の
で
あ
る
。

の
建
立
は
平
成
九
年
四
月
三
日
で
あ
る
。

は
な
ら
な
い
。

常
攻
撃
に
お
い
て
散
華
し
た
勇
士
の
多
数
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て

て
』
は
、
約

一
年
半
の
歳
月
を
要
し
て
平
成
四
年
二
月
に
特
攻
碑
機
激
撃
の
空
中
戦
に
お
い
て
、
ま
た
特
攻
に
も
劣
ら
ぬ
熾
烈
な
通

」
の
ほ
か
に
、
特
攻
機
の
直
掩
機
と
し
て
、
或
い
は
来
襲
の
敵

た
。

る
。

者
の
方
々
か
ら
｀
自
ら
の
体
験
を
綴

っ
た
手
記
を
も
寄
せ
て
頂
い

一
国
分
を
含
む
）

の
戦
死
者
は
推
定

一
七

一
機、

そ
こ
で
、
特
攻
碑
保
存
委
員
会
の
意
向
で
、
十
三
塚
原
特
攻
隊

の
記
録
を
残
す
べ
く
、
本
誌
『
白
雲
に
の
り
て
』
の
鎮
魂
誌
の
編

集
を
は
じ
め
た
が
、
戦
時
中
の
機
密
に
属
す
る
も
の
で
、
資
料
や

記
録
な
ど
皆
無
に
等
し
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
こ
こ
で
分

か
る
だ
け
で
も
、
書
き
残
さ
な
け
れ
ば
年
を
経
る
程
に
資
料
も
な

く
な
り
、

当
時
を
知
る
人
の
手
が
か
り
も
少
な
く
な
っ
て
、
編
集

が
困
難
に
な
る
と
思
わ
れ
た
の
で
、
少
な
い
資
料
を
基
に
し
て
、

幸
に
し
て
多
く
の
遺
族
の
方
々
か
ら
、
貴
重
な
遺
書
や
写
真
な

ど
御
提
供
を
頂
い
た
り
、

又
特
攻
関
係
生
存
者
や
、

敢
て
本
誌
の
編
集
に
着
手
し
た
も
の
で
あ
る
。

当
時
の
関
係

そ
し
て
平
成
二
年
に
編
集
に
着
手
し
た
鎮
魂
誌
『
白
雲
に
の
り

太
平
洋
戦
争
の
是
非
を
論
ず
る
と
か
、
特
攻
を
賛
美
す
る
と
か

い
う
も
の
で
は
な
い
。
歴
史
的
事
実
を
記
録
に
と
ど
め
、
美
し
い

へ
の
資
と
な
る
こ
と
を
願

っ
て
の
こ

八
月
）

五
0
0
部
を
重
版
し
希
望
者
の
要
望
に
応
え
て
い
る
。
僅

か
な
が
ら
本
代
益
金
は
、
毎
年
の
慰
霊
経
費
の

一
部
と
し
て
加
え

二
、
第
二
国
分
特
攻
基
地
関
係
戦
死
者
名
簿

基
地
か
ら
の
特
攻
出
撃
は
、
六
月
三
日
九
九
艦
爆
六
機
の
出
撃
を

最
後
に
し
、

一
六
回
、
四

0
五
機
の
多
き
に
の
ぽ

っ
た。

第
二
国
分
基
地
関
係
（
三
月
十
八
日
、
十
九
日
、
二―

七
程
で
あ

第
二
国
分
基
地
関
係
戦
死
者
名
簿
（
三
月
十
八
日
、
十
九
日
、

二
十
日
は
第

一
国
分
基
地
を
含
む
）

は
次
の
通
り
で
あ
り
、
銘
碑

二
十
日
は
第

昭
和
二
十
年
三
月
十
八
日
に
始
ま
っ
た
国
分
（
第

一
、
第
二
）

ら
れ
て
い
る
。

再
版
三
百
部
更
に
再
版
を
幾
度
か
重
ね
て
、
今
回
（
平
成
十
五
年

の
で
、
対
外
的
に
も
好
評
を
得
て
い
る
。
当
初
五

0
0
部
を
印
刷
、
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彗

！ 機隊星

七

数名

3 月

1 日
8 

第 第

: II 域
出出

悶 国 撃撃
分

基場

地所

※ 
--— 上上上上上上上少少少少少少少少少中中中中 階

曹飛飛曹飛曹飛曹飛曹飛曹飛曹飛曹飛曹飛曹尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉
級

江佐植小松石滝猿湯西島畠田葛野宮小堀井久木島田寛応 野岩平 氏
崎々村崎原井 渡浅 中中和 山 保村 間上田

木理吉 田
志 平朗消隆 弘正忠良精之善治仁康衛 正 潔 ー 降茂 一 博 名
満栄 三治成 平四秀生 男 郎 一
夫 治 助

※ 

第
二
国
分
基
地
関
係
戦
死
者
名
簿

鹿
児
島
県
出
身
者

（三
月
十
八

・
一
九

・
ニ
十
日
は
第

一
国
分
基
地
を
含
む
）

彗
星
二
三

3
.
1
9
 第

二
国
分

第
一
国
分

九
州
南
海
域

※ 
少少少少中中中中大大大飛飛飛飛飛 ―-- - - - - - -

飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛
尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉長長長 長 長曹曹曹曹曹曹曹曹曹曹曹曹曹

佐

藤

清

市
川

末
人

小
野
塚

一
江

勝

俣

市

太

郎

金
山

一
雄

益

岡

政

一

市
毛

喜
代
夫

助

田

義

一

山

下

利

之

中
川

茂

男

古

長

正

好

小

野

庄

治

岡

本

寿

夫

藤

園

勝

黒

田

和

三
郎

白
川

一
夫

三
鬼

昭

一

小

綱

十

九

雄

柏

井

弘

川
口

宮
司

中

村

恒

夫

坂

田

明

治

藤

田

春

男

山
路

博

天
野

一
史

斎

藤

幸

雄

夏

目

康

高

梨

総

理

出

島

広

良
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彗
星
一

七

3
.
2
0
 第

二
国
分

九
州
南
海
域

第

一
国
分

少

尉

福

西

l

隆

少

尉

川

畑

弘

保

飛

曹

長

山

下

敏

平

飛

曹

長

西

口

速

雄

上

飛

曹

関

矢

忠

雄

上

飛

曹

飯

塚

英

一

上

飛

曹

宮

下

万

次

郎

上

飛

曹

北

村

良

二

上

飛

曹

千

野

五

郎

一

飛

曹

木
村

福

松

一

飛

曹

山

口

春

一

一

飛

曹

竹
川

福
一

一
飛
曹
長
谷
川

次
郎

一

飛

曹

大

屋

武

※

飛

長

山

元

当

四

郎

飛

長

上

田

元

太

郎

飛

長

石

黒

喜

八

飛

曹

長

熊

沢

孝

上

飛

曹

森

下

亮

一
郎

上

飛

曹

大

谷

吉

雄

上

飛

曹

佐

藤

甲

一
飛
曹
谷
本

七
郎

一
飛

曹

栗

沢

栄

吉

一
飛

曹

横

田

利

夫

一

飛

曹

福

下

良

和

飛

長

中

島

茂

夫

飛

長

生

稲

康

夫

飛

長

根

上

義

茂

飛

長

宮

本

オ

治

朗

第
一
草
薙
隊

九
九
艦
爆
一
六

第

一
正
統
隊

九
九
艦
爆

一
四

4
.
6
 

4
.
6
 

沖
縄
北
中
飛
行
場

第
二
国
分

沖
縄
北
中
飛
行

場
沖
第
二
国
分

※ ※  
少少少少少中中 ニニニニニ J::J:: 上飛飛飛少少少少中中中中中飛飛

飛飛飛飛飛飛飛飛曹曹曹
尉尉尉尉尉尉尉曹曹曹曹曹曹曹曹長長長尉尉尉尉尉尉尉尉尉長長

中時坂松阿作裔岩武中山利駒石加沓千森本桝加高和前牛横桑寺原
村任本本部田橋松田本内根井川藤名葉 山 田江藤橋田橋尾 山 原道田

JII 
盛正充厚英幹義利武昭文 重宗啓達正唯実秀三元喜誠久忠知良幸
雄明 治雄郎光雄二夫吉雄夫 一夫 史雄絹男郎 ーー一二 重 美
郎 郎
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第

一
八
幡
護
皇
隊

九
九
艦
爆

一
七

4
.
6
 
沖
縄
北
中
飛
行
場
沖

第

二
国
分

※ 
少少少少少少中中中中― ―-----------------―上飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛
尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉曹曹曹曹曹曹曹曹曹曹曹曹曹曹曹曹曹曹曹

小

鷹

時

雄

後

藤

友

春

水

品

清

太

田

潔

中
西

三
津
夫

柏

村

成

太

郎

網

田

浩

之

大

田

鎮

雄

船

生

敏

郎

小

田

好

朗

桜

井

利

喜

一

今

井

敏

夫

五
十
川

武
夫

斎

藤

義

正

三
井

位

吉

岡

隆

成

鈴

木

孝

一

長
谷
川

喜
市

佐
山

一

寺
内

博

土

屋

大

作

円

並

地

正

壮

糀

本

武

次

郎

末

藤

餐

富
坂
弥
右
ヱ
門

酒

井

品

幾

島

達

雄

上

野

晶

惟

白

崎

雅

亮

第
三
八
幡
蔑
皇
隊

九
九
艦
爆

一
九

4
.
6
 
嘉
手
納
沖

第

一
一
国
分

※ 
ニニニニニニニニニ ー 上少少少少少少少少少 ニニ ニニ ーー一 少少
飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛 飛飛飛飛飛飛飛
曹曹曹曹曹曹曹曹曹曹曹尉尉尉尉尉尉尉尉尉曹曹曹曹曹曹曹尉尉

桐 宮石名 山 大久浅富新木島石伊箕渡大萩高松大堀椋瀬北鈴生古杉
野田 川和 本橋保見 山 井村 田藤村辺木原橋葉沢川木 川川 木井市本

澄
秋正耕貞昭芳督育枝堤一夫力英正政勇巌健進政功慶長義芳長敏貢
弘義弘二男明男 三 郎 雄次男則蔵 男 勝 造助蔵三雄

郎
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第6部 教育 ・文化 ・体育編

第
三
草
薙
隊

九
九
艦
爆

一
四

第

二
正
統
隊

九

九

艦

爆

六

4
.
2
8
＿
沖
縄
周
辺

第
二
国
分

4
.
2
8
沖
縄
周
辺

＿
第
二
国
分

※ ※  
少少少少少少少少少少少少中中 ニニニニーー 上少少少少中 ニニニ
尉尉 飛飛飛飛飛飛飛 尉飛飛飛
候候尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉曹曹曹曹曹曹曹尉尉尉尉 曹曹曹

大鹿正久吉近奥笠江厚菊村渡永小伊漆福阿片緒小山熊久後耕尾財
塚野木保武藤村原澤地地田辺尾野藤谷田部寄方野下井保藤作浪部

晟茂蕃登淑清周越敏兼利定浄博義宣康周一従忠嘉久常強俊精富武
夫 美郎 一 朗 夫 之夫雄 明夫 夫 幸之道幸市 夫 郎郎夫一夫夫
夫 助

第
三
正
統
隊

九
九
艦
爆

一

第
四
正
統
隊

九

九

艦

爆

六

6
.
3
 

5
.
2
5
 沖
縄
周
辺

第

二
国
分

沖
縄
周
辺

第

二
国
分

少
尉
候

少
尉
候

少
尉
候

少
附
候

少
尉
候

少
尉
候

一
飛
曹

二
飛
曹

二
飛
曹

二
飛
曹

―
―飛
曹

二
飛
曹

上
飛
曹

一
飛
曹

中

尉

少

尉

少

尉

上
飛
曹

一
飛
曹

一
飛
曹

南服鳥前野関鹿安犬井寺梅竹上下吉吉宮萩遠
里部山山津島島斎飼上戸沢村村地田田内田藤

武
徳
祥
敬
栄弘
資
武
夫
恵
尚
須
佐
夫

久
志
―
二
三

安
和
信
瘍
茂
二

岩
男
昭
雄
進誠富

士
生

政
幸
英
昭
勇
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第6章文化と史跡

四
月
六
日
宇
佐
空
、

名
古
屋
空
、

特
攻
隊
行
動
図

種
子
島[
 
島

o
o
a
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〇

硫
黄
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第
13
図

第
二
国
分
基
地
か
ら
出
撃
し
た
特
攻
隊
の
行
動
図
で
あ
る
。

Q, 

び喜界島

恋

絲

繁

魯
尽

>
南大東島 0° 島
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第6部 教育 ・文化・体育編

加
入
競
技
団
体
も
十
二
種
目
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
、
硬
式
テ
ニ
ス
、
ゴ
ル
フ
、

ク
レ
ー
射
撃
が
加
わ
り
、
庭

球
も
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
と
改
め
ら
れ
た
。

姶
良
地
区
体
育
大
会
で
は
、
十
六
前
後
の
種
目
に
出
場
し
、
例

県
民
体
育
大
会
に
は
、
陸
上
競
技
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
等
の
種
目

を
中
心
に
、
毎
年
十
名
程
度
が
姶
良
地
区
の
代
表
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
。

市
町
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
で
は
、
平
成
六
年
度
か
ら
A
ク
ラ
ス

入
り
し
四
年
連
続
総
合
三
位
の
結
果
を
残
し
た
。

年
B
ク
ラ
ス
に
定
着
し
て
い
る
。

を
目
的
に
、
溝
辺
町
体
育
協
会
が
設
立
さ
れ
た
。

実
施
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
体
育
協
会
主
催
に
よ
る
竹
子
小
学
校
を
主
会
場
に
、

規
模
を
縮
小
し
、
地
域
職
場
グ
ル
ー
プ
な
ど
に
よ
る
健
康
づ
く
り

や
仲
間
づ
く
り
を
目
的
に
、
竹
子
小
学
校
中
心
の
周
回
コ
ー
ス
で

さ
な
ど
で
、
平
成
六
年
第
十
二
回
を
も
っ
て
中
止
と
な
っ
た
。

J

の
駅
伝
競
走
大
会
も
道
路
交
通
規
制
や
、
選
手
選
考
の
難
し

抗
に
よ
る
駅
伝
競
走
大
会
が
復
活
し
た
。

月
十
一
日
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
主
催
に
よ
る
地
区
公
民
館
対

る
意
欲
と
町
民
の
融
和
、
体
力
の
向
上
健
康
で
明
る
い
郷
土
作
り

昭
和
五
十
八
年
に
自
治
公
民
館
制
度
発
足
、
昭
和
五
十
九
年

術
指
導
と
助
言
、

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す

昭
和
五
十
六
年
で
中
止
に
至
っ
た
。

昭
和
三
十
七
年
に
、
体
育

・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
の
立
案
、
技
保
の
困
難
な
ど
で
、
青
年
団
主
催
に
よ
る
開
催
は
極
め
て
難
し
く

社
会
体
育

溝
辺
町
体
育
協
会

第
七
章

駅
伝
競
走
大
会

昭
和
四
十
九
年
に
溝
辺
町
青
年
団
が
、
青
年
団
活
動
の
ひ
と
つ

と
し
て
町
内
一
周
の
駅
伝
競
走
大
会
を
主
催
し
た
。

職
場
地
域
グ
ル
ー
プ
参
加
者
も
多
く
盛
会
だ

っ
た
。

し
か
し
、
交
通
量
の
増
加
、
青
年
団
員
の
減
少
に
よ
る
役
員
確
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第 7章 社会体育

※
平
成
十

一
年
は
、
職
務
代
理
者
末
重
良
規

末

重

良

規

六
代

＼
現
在

五
代
平
成
九
年

福

永

忍

四
代
平
成
四
年

今
吉

耕
夫

役
員
体
制

体
育
協
会
の
役
員
は
、
各
競
技
団
体
の
代
表

者
、
そ
の
他
の
団
体
、
学
識
経
験
者
か
ら
構
成

さ
れ
、
第

268
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

ま
た
、

•

三
代

昭
和
五
十
九
年

S
平
成
――一年

0
歴
代
会
長
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第268表

会
の
中
止
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

理
由
と
し
て
は
、
地
区
公
民
館
駅
伝
競
走
大

し
て
い
た
だ
い
た
。

民
館
長
は
、
平
成
十
二
年
度
の
総
会
よ
り
勇
退

か
ら
役
員
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
地
区
公

昭
和
五
十
四
年
か
ら
の
新
組
織
体
制

平
成
十
一
一
年

＼
平
成
八
年

＼
平
成
十
年

神
田
橋
景
光

溝辺町体育協会理事名（平成15年度）

種 別 氏名 チーム数 人数

ソフ トボ ー ル 横山秀行 5 75 

バレーボール 長野清則 6 70 

各
ゲートボール 重森吉利 22 270 

軟 式 野 球 岩下剛司 2 40 

弓 道 満塩郁夫 ＼ 25 
競 陸 上 競 技 中山 誠 ＼ 

剣 道 松元 深 ＼ 7 
理
技
ソフトテニス 松下美千代 1 20 

卓 球 林木 輝明 ＼ 25 
バドミントン 伊澤 裕 ＼ 10 

団 サ ツ 力 蔵前義一 1 20 

グラウンド・ゴルフ 清本千春 10 158 

体
ソフトボール女子 向井田雅昭 1 15 

ゴ ル フ 末重忠義 ＼ 200 

硬式テニス 佐藤昭人 1 10 

ク レー射撃 沼口輝実 ＼ 5 

事 のそ スポ少本部長 清本昌宏

昇 自公連代表 長野清則
体育指導委員代表 長野清則

= 
教育委員長 松山淳一郎

教 コ目 長 登岐 修

経 校長会会長 鈴木哲也
験 社会体育有志指導者 末重良規
者
社会体育有志指導者 福永 ,刃.,、、
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第6部 教育・文化 ・体育編

視
野
に
入
れ
た
活
動
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

体
育
指
導
委
員
会

体
育
指
導
委
員
は
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
に
よ
り
社
会
的
信
望
が

あ
り
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
深
い
関
心
と
理
解
を
持
ち
、
及
び
そ
の

職
務
を
行
う
の
に
必
要
な
熱
意
と
能
力
を
持
つ
も
の
の
中
か
ら
委

嘱
す
る
と
な
っ
て
る
。

平
成
十
一
年
度
の
法
改
正
以
前
は
、
教
育
委
員
会
が
任
命
す
る

と
あ
っ
た
が
、
地
方
分
権
に
よ
る
体
育
指
導
委
員
必
置
規
制
の
弾

力
化
が
図
ら
れ
た
。

今
吉
耕
夫

川
原
清
美

恵

の
各
位
が
任
命
さ
れ
、
体
育
指
導
委
員

連
絡
協
議
会
も
組
織
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
ス
ポ
ー
ツ
行
事
等
の
支
援
、

ツ
の
普
及
等
を
中
心
に
出
前
講
座
の
取
り
組
み
が
お
こ
な
わ
れ
る

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

内
容
も
ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
減
少
に
よ
り
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
を

制
度
発
足
以
来
約
三

0
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
現
在
、
活
動

重

丸

静

美

中
村
歳
文

森
口

誠

西

四

雄

福

永

忍

野

村

萩
原

豊

有

村

友

志

最

初

に

菊

浦

明

治

前

田

文

夫

竹

下

睦

旺

上

屋

和

夫

岩

プE

忠

記

溝
辺
町
に
お
け
る
体
育
指
導
委
員
は
昭
和
五
十
年
四
月
発
足
し

長

野

清

則

神

田

橋

景

光

野

村

文

子

昭

和

五

十

九

年

度

福

永

忍

今

県
体
育
指
導
委
員
功
労
者
表
彰

昭
和
五
十
六
年
度

吉

耕

夫

体
育
指
導
委
員
の
表
彰

平
成
十
五
年
度

平
成
五
年
度

平
成
八
年
度

平
成
十
年
度

平
成
十
三
年
度

野

村

文

子

今

九
州
地
区
体
育
指
導
委
員
功
労
者
表
彰

昭
和
六
十
三
年
度

吉

耕

夫

よ
う
に
な

っ
た
。
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第7章

町
民
体
育
祭

郷
土
の
建
設
を
す
す
め
る
目
的
で
、
町
民
体
育
祭
を
計
画
し
、

秋
睛
れ
の
中
開
催
さ
れ
た
。

気
を
集
め
て
観
衆
拍
手
の
中
に
熱
戦
が
続
け
ら
れ
た
。

採
点
種
目
は
婦
人
の
お
手
玉
競
争
、

P
T
A
の
各
校
区
対
抗
の

綱
引
き
、
年
齢
別
校
区
対
抗
リ
レ
ー
な
ど
で
大
い
に
も
り
あ
が
っ

昭
和
四
十
九
年
か
ら
は
完
成
し
た
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
会
場

を
移
し
実
施
し
て
き
た
。

昭

そ
の
後
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
工
夫
で
毎
年
実
施
し
て
き
た
が
、

昭
和
五
十
八
年
自
治
公
民
館
制
度
発
足
に
よ
り
、
自
治
公
民
館
連

絡
協
議
会
主
催
と
な
り
地
区
公
民
館
対
抗
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
各
自
治
公
民
館
で
も
運
動
会
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に

第
一
回
大
会
は
、
溝
辺
校
区
が
優
勝
し
た
。

た。
中
で
も
剣
道
大
会
、
角
力
（
相
撲
）
大
会

バ
レ
ー
大
会
等
が
人

和
三
十
八
年
十
一
月
――一
日
溝
辺
中
学
校
校
庭
で
、
第

一
回
大
会
が

さ
れ
た
。

自治公民館対抗球技大会
（ソフトバレーボール）

球
技
大
会
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。

第
二
十
四
回
は
、
昭
和
六
十
三
年
十
月
十
日
体
育
の
日
に
開
催

位
向
上
、
総
親
和
を
図
る
と
と
も
に
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
明
る
い

り
方
を
協
議
し
た
結
果
、
三
年
に

一
回
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

溝
辺
町
は
、
町
の
活
性
化
と
町
民
の
ふ
れ
あ
い
や
、
町
民
の
体

昭
和
六
十
年
、
第
二
十
三
回
町
民
体
育
祭
の
あ
と
、
今
後
の
あ

社会体育

大
会
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

年
号
も
平
成
と
な
り
、
次
回
の
開
催
に
つ
い
て
協
議
の
結
果
、

町
民
体
育
祭
は
中
止
す
る
こ
と
に
決
定
し
現
在
に
い
た

っ
て
い

る。 加
者
も
少
な
く
盛
り
上
が
り
も
な
く
な
り
、
役
員
選
手
だ
け
の

な
り
、
各
自
治
公
民
館
の
運
動
会
が
盛
ん
で
、
町
の
体
育
祭
は
参

600 



第6部 教育 ・文化 ・体育編

団
コ
ー
ス
は
竹
子
小
学
校
を
中
心
と
し
た
コ
ー
ス
で
、
そ
の
後
、

駅
伝
競
走
大
会

優
勝
は
、
三
縄

六
位
有
川
A
の
記
録
が
あ
る
。

そ
の
後
、
青
年
団
の
主
催
に
よ
る
町
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会
が
、

地
区
公
民
館
対
抗
町
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会
の
中
止
に
よ
り
、

平
成
七
年
度
か
ら
、
町
内
企
業

ス
ポ
ー
ツ
少
年

同
好
会
な
ど
の
チ
ー
ム
編
成
で
健
康
づ
く
り
を
目
的
と
し

た
、
駅
伝
競
走
大
会
を
開
催
し
た
。
職
場

学
校

規
制
や
選
手
選
考
が
む
ず
か
し
く
、
本
大
会
も
中
止
と
な
っ
た
。

内
一
周
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
道
路

自
治
公
民
館
制
度
発
足
に
よ
り
、
地
区
公
民
館
対
抗
に
よ
る
町

に
至
っ
た
。

職
域
た
が
、
役
員
不
足
や
、
選
手
の
確
保
が
む
ず
か
し
く
な
り
、
中
止

グ
ル
ー
プ

同
好
会
な
ど
の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
て
き

崎
森

二
位
麓

二
位
有
川
B

四

位

竹

子

五

位

公
民
館
を
ゴ
ー
ル
に
大
字
対
抗
で
実
施
さ
れ
た
。

記
念
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

昭
和
四
十
四
年
四
月
一
日
旧
中
央

溝
辺
町
に
お
け
る
駅
伝
競
走
大
会
は
、
溝
辺
町
制
施
行
十
周
年

ま
た
、
第
三
回
大
会
か
ら
は
、
従
来
ど
お
り
ゴ
ー
ル
し
た
時
点

で
の
順
位
を
競
う
競
技
の
ほ
か
に
、
チ
ー
ム
の
申
告
タ
イ
ム
を
競

四

う
申
告
タ
イ
ム
制
の
種
目
も
設
け
た
。

回
コ
ー
ス
に
変
更
し
た
。

国
道
五

0
四
号
線
の
交
通
事
情
を
考
慮
し
、
第
七
回
大
会
か
ら
周
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第7章社会体育

第269表 地区公民館対抗駅伝競走大会年次別成績表

大会回数 開催年月日
参 加 成 績

チーム数 優勝 準優勝 第3位

1 昭和59.2.11 13 竹子 A 崎森 A 有 川 B

2 昭和60.1.20 13 陵南 A 崎森 A 麓 A 

3 昭和61.1.19 12 有 川 A 崎森 A 陵北 A

4 昭和61.10.26 10 麓 B 陵南 A 有川 A

5 昭和62.11.1 10 有川 A 陵南 A 麓 B 

6 昭和63.11.6 ， 麓 B 崎森 A 有川 A

7 平成元10.29 12 有 川 A 崎森 A 麓 A 

8 平成 2.10.28 12 有 川地区 崎森地区 麓地区， 平成 3.11.24 12 有川地区 陵北地区 麓地区

10 平成 4.11.22 12 有）11地区 陵北地区 麓地区

11 平成 5.11.14 12 有 川 地区 麓地区 陵北地区

12 平成 6.11.6 12 有 川地 区 陵南地区 陵北地区

※第8回大会から各地区2チームずつ参加し、 2チームの合計タイムで順位を競った。
※交通事情によるコースの確保が困難になったことと、地区によっては選手の確保に苦慮
し、 2チームの参加が極めて困難になったこと等の理由から、第 12大会で幕を閉じる
こととなった。
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第6部 教育 ・文化 ・体育編

尻
バ
ス
停

・
北
原

・
石
峯

・
高
速
取
り
付
け
道
路

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前
ス
タ
ー
ト

・
水

尻

水

第
二
回

昭

和

六

三

年

三

月

二
十
日

空
港
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
広
場
に
会
場
を
移
し
、
上
床
公

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前
ゴ
ー
ル

ゴ
ー
ル
と
も
空
港
近
く
の
西
久
大
倉
庫
前
の
鹿
児
島

石
峯
空
港
地
下
ト
ン
ネ
ル
を
過
ぎ
折
り
返
し
、
コ

り
、
完
走
歩
大
会
と
と
も
に
国
際
文
化
交
流
の
祭
典

と
し
て
カ
ラ
モ
ジ
ア
祭
り
と
あ
わ
せ
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
回
よ
り
コ
ー
ス
の
変
更
が
あ
り
、
ス
タ
ー
ト
・

園
か
ら
は
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
選
手
の
送
迎
を
行
い
、

閉
会
式
、
抽
選
会
、
文
化
交
流
の
催
し
な
ど
は
上
床

国
道
五

0
四
号
線
上
床
公
園
入
ロ
ス
タ
ー
ト
、
北
原

第

一

回

昭

和

六

十

二

年

三
月
十
五
日

回
数

開

催

日

コ
ー
ス

(
1
0
km
の
み
）

こ
の
回
よ
り
グ
リ
ン

エ
ア
ポ
ー
ト

フ
ェ
ス
タ
と
な

第
一
回
大
会
か
ら
の
経
過
。

第

九

回

平

成

七

年

三
月
二
十
六
日

い
る
。

第

八

回

平

成

六

年

三
月
二
十
日

第
七
回
コ
ー
ス
と
同
じ

通
規
制
や
コ
ー
ス
の
不
適
当
な
ど
の
経
過
を
経
て
現
在
に
至
っ
て

第
七
回

平
成
五
年
三
月
二
十
一
日

第
六
回
コ
ー
ス
と
同
じ

参
加
人
員

六
九
四
人
。
メ
イ
ン
会
場
は
上
床
公
園
、
以
後
交

第
六
回

（第
三
日
曜
日
増
健
の
日
）
第
一
回
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

第
五
回

「
み
ぞ
べ
」

を
舞
台
に
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
人
と
人
と
の
出
会

い
、
町
内
外
の
地
域
間
交
流
を
深
め
る
た
め
に
、
走
っ
て
も
歩
い

て
も
良
い
完
走
歩
大
会
と
し
て
、

昭
和
六
十
二
年
三
月
十
五
日

第
三
回

平
成
元
年
三
月
十
九
日

平
成
二
年
三
月
十
八
日

平
成
三
年
三
月
十
七
日

平
成
四
年
三
月
十
五
日

第
四
回

第
三
回
コ
ー
ス
と
同
じ

第
四
回
コ
ー
ス
と
同
じ

第
五
回
コ
ー
ス
と
同
じ

折
）
・
空
港
入
ロ

・
北
原

・
公
園
入
ロ
ゴ
ー
ル

峯
（
重
森
商
店
左
折
）

・
陵
南
中
裏
門

・
西
郷
像

・
（左

鹿
児
島
の
玄
関
口
、
み
ど
り
豊
か
な
空
港
の
町
、
増
健
の
町

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

・

公
園
入
ロ

・
北
原
（
右
折
）•
石

五

グ

リ

ー
ン
エ
ア
ポ
ー
ト
完
走
歩
大
会

ン
タ
ー
前
コ
ー
ル

陵
南
中
・
空
港

入
口
•
山
陵
前
·
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
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第 7章

第
十
七
回
平
成
十
五
年
三
月
十
六
日
第
十
六
回
と
同
じ

第
十
六
回

第
十
五
回

第
十
四
回

返
し
上
床
公
園
ス
タ
ー
ト
ゴ
ー
ル

1
0
 km
房
山
の
町

第
十
三
回

1
0
 km
の
折

第270表
グリーンエアポー ト完走歩大会参加者数

（人）

ト
空
港
地
下
道
を
抜
け
三
km

五
km

コ
ー
ス
は
、
九
回
と
同
じ
で
西
久
大
倉
庫
前
ス
タ
ー

く
、
再
び
元
の
エ
ア
ポ
ー
ト
完
走
歩
大
会
と
な
り

第
十
二
回

第
十

一
回

平

成

九

年
三
月
十
六
日

社会体育

第
十
回

公
園
で
行
っ
た
。

平
成
八
年
三
月
十
七
日

第
九
回
と
同
じ
コ
ー
ス
と
行
事

第
十
回
と
同
じ
コ
ー
ス
と
行
事

平
成
十
年
―
―
一
月
十
五
日

こ
の
回
よ
り
エ
ア
ポ
ー
ト
フ
エ
ス
タ
の
運
営
も
難
し

り
返
し

コ
ー
ス
で
実
施
。

平
成
十

一
年
三
月
二
十

一
日

界
付
近
折
り
返
し
、

五
km
水
尻
原
基
幹
農
道
折
り

三
km
修
道
院
の
方
に
下
り
左
折
し
国
道
に

出
て
上
床
公
園
ゴ
ー
ル
。

平
成
十
二
年
三
月
十
九
日

平
成
十
三
年
三
月
十
八
日

平
成
十
四
年
三
月
十
七
日

第
十
二
回
と
同
じ

第
十
四
回
と
同
じ

第十五回と同じ

回数 参加者数 町内 町外

1 694 353 341 

2 768 405 363 

3 711 421 290 

4 990 564 426 

5 911 549 362 

6 828 511 317 

7 782 506 276 

8 883 569 314 ， 951 390 561 

10 979 366 613 

11 902 376 526 

12 825 327 498 

13 607 324 283 

14 553 273 280 

15 681 314 367 

16 718 293 425 

17 766 317 449 

18 728 320 408 

二
十

一
日

第
十
七
回
と
同
じ

各
年
度
の
参
加
数
は
別
表

（第
270
表
）
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
十
八
回
平
成
十
六
年
三
月
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第
2
7
1
表
自
治
公
民
館
対
抗
球
技
大
会
年
度
別
成
績
表

遷仁姓・1}似・仁蓄 活9抵

年
度
回
数
総
合
成
績

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ミ
ニ
パ
レ
ー
ポ
ー
ル
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
50
歳
代
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
6
0
歳
代
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
70
歳
以
上

優
勝
準
優
勝
第
3
位
優
勝
準
優
勝
優
勝
準
優
勝
優
勝
準
優
勝
優
勝
準
優
勝
優
勝
準
優
勝

昭和
58
1
 

玉
利
陵

~t 
陵
北
稲
荷

昭和
59
2
 

玉
利
十
三
塚
論
地
下
有
川
切角

昭和
60
3
 
陵
北

論
地

宮
久

水
尻
横
頭

昭和
61
4
 
玉
利

縄
石
原
玉
利
金
割
西
原
陵
南
石
原
玉
利
玉
利
大
川
内
岡

縄
水
尻
横
頭

附相
62
5
 
石
原
玉
利
石
峯
玉
利
据
石
ヶ
岡
石
原
西
原
十
三
塚
陵
北
石
峯

縄
大
川
内
岡
陵
南

昭和
63
6
 
陵
北
玉
利
十
三
塚
天
利
十
三
塚
西
原
陵
北
桑
坂
十
三
塚
陵
北
上
石
原
据
石
ヶ
岡
石
峯

単
成
元
7
 
陵
北
玉
利
下有
Iii
別門
・石沿
玉
利
陵
北
玉
利
西
原
鍋
麓
原

縄
陵
北
石
峯
下
有
川
切
門
十
三
塚

平成
2
8
 
石
峯
玉
利
大
川
内
岡
至
利
金
割
石
峯
陵
南
大
川
内
岡
下
有
川
切
門
石
峯
十
三
塚

縄
宮
久

平成
3
，
 玉
利
石
峯
上
石
原
玉
利
石
峯
石
峯
鍋
麓
原
大
川
内
岡
鍋
麓
原
天
利
石
原
上
石
原
永
尾

平成
4
1
0
 
十
三
塚
鍋
麓
原
三
縄
・金
割
至
利
金
割
鍋
麓
原
西
原

縄
大
川
内
岡
石
峯
十
三
塚
十
三
塚

縄

平成
5
1
1
 
下
有
川
切
門
玉
利
石
峯
玉
利
下
有
川
切
門
陵
南
西
原
下
有
川
切
門
稲
荷
宮
久
石
峯
桑
坂

縄

平成
6
1
2
 
十
三
塚

玉
利

平成
7
1
3
 
鍋
麓
原
玉
利
石
峯
玉
利
十
三
塚
西
原
鍋
麓
原

縄
苗曰
我
下
有
川
切
r・1
鍋
麓
原
水
尻
横
頭
石
峯

平成
8
1
4
 
玉
利
石
峯
大
川
内
岡
玉
利
金
割
玉
利
鍋
麓
原
曽
我
石
峯
石
峯
大
川
内
岡
大
川
内
岡
玉
利

平成
9

台
風
の
た
め
中
止

平成
10
1
5
 
石
峯
玉
利
石
原
上
石
原
稲
荷
石
原
玉
利
石
原
鍋
麓
原
下
有
川
切
門
陵
北
十
三
塚
石
峯

平成
II
1
6
 
陵

~t 
縄
十
三
塚
西
原
上
石
原
石
原
玉
利
十
三
塚
上
石
原
陵
北
鍋
麓
原
大
川
内
岡

縄

平成
12
17 

縄
稲
荷
玉
利
上
石
原
大
川
内
岡
玉
利
宮
久

縄
大
川
内
岡
麓
原
稲
荷
稲
荷
石
峯

平成
13

雨
天
の
た
め
中
止

平成
14

雨
天
の
た
め
中
止

年
度
回
数
優
勝
準
優
勝
第
3
位
ソ
フ
ト
パ
レ
ー
ポ
ー
ル

9
グ
ラ
ウ
ン
ドゴ
ル
フ
男
性
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
女
性
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル

＼
 

平成
15
18 
麓
原
水
尻
横
頭
石
峯
陵
北
曽
我
石
峯
麓
原
麓
原
水
尻
横
頭
水
尻
横
頭
稲
荷

平成
16
19 
麓
原
石
峯
石
原
十
三
塚
据
石
ヶ
麓
原
石
峯
麓
原
稲
荷
石
原
宮
久

※
パ
レ
ー
ポ
ー
ル
欄
及
び
ミ
ニ
パ
レ
ー
ポ
ー
ル
欄
の
は
、
種
目
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
競
技
に
変
更
し
、
実
施
し
た
こ
と
を
示
す
。

※
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
各
年
代
欄
の
は、
5
0
歳
代
を
男
性
の
部
、
6
0
歳
代
を
女
性
の
部
、
7
0
歳
代
以
上
を
混
成
の
部
に
そ
れ
ぞ
れ
変
更
し、
実
施
し
た
こ
と
を
示
す
。
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第 7章 社会体育

近
年
、
社
会
人
に
お
け
る
健
康
の
増
進
や
嗜
好
と
グ
ル
ー
プ
交

際
の
場
と
し
て
公
設
体
育
施
設
の
整
備
が
求
め
ら
れ
、
公
認
プ
ー

ル
を
除
き
、
大
概
な
施
設
は
お
よ
そ
整
備
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、

全
天
候
型
の
多
目
的
交
流
施
設
の
上
床
ど
ー
む
の
完
成
を
み
た
。

0
総
合
体
育
館

平
成
四
年
度

第
四
六
回
県
民
体
育
大
会
（
開
催
地
区
二
姶
良
地
区
）
に
お
い

て
、
本
町
総
合
体
育
館
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
会
場
と
な
る
。

総
合
体
育
館
の
天
井
部
分
の
出
窓
は
競
技
に
支
障
を
き
た
す
た

め
遮
光
工
事
が
な
さ
れ
た
。

平
成
八
年
度
整
備
事
業

（
一
工
区）

①
上
床
公
園
体
育
施
設
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
工
事

三
、
二
九
六
、

0
0
0
円

0
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

総
合
体
育
館
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
遮
光
工
事

五
、
七
九
八
、
九

0
0
円

昭
和
四
十
九
年
の
完
成
以
来
、
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
中
心

A

B
両
コ
ー
ト
の
土
を
入
れ
替
え
て
排
水

設
の
向
上
を
固
っ
た
。

②
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
改
修
工
事

四
、
七

0
0、
0
0
0
円

①
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
及
び
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
照
明

側
溝
排
水
対
策

施
設
ご
と
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

六

溝
辺
町
に
お
け
る
社
会
体
育
施
設

（
一
工
区
）

グ
ラ
ウ
ン
ド
芝
張
り
替
え

②
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
倉
庫
新
築
工
事

七

一
0
、七

0
0
円

（
設
計
管
理
委
託
）

平
成
九
年
度
整
備
事
業

八
、
八
五
八

‘
0
0
0
円

平
成
十
二
年
度
整
備
事
業

ド
式
へ
移
行

八
二
九
、
五

0
0
円

タ
イ
マ
ー
盤
取
り
替
え
工
事

二
、
二
0
五
、
O
O
0
円

利
用
者
の
照
明
取
り
扱
い
方
法
を

コ
イ
ン
方
式
か
ら
カ
ー

対
策
及
び
施

工
事
費

バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
立
て
替
え
工
事

五
、
三
五
六

‘
0
0
0
円
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第6部 教育 ・文化・体育編

平
成
十
年
度
改
修
工
事
に
よ
り
コ
ー
ト
が
人
工
芝
に
整
備
が
な

合
計

総
合
グ
ラ
ン
ド
の
欄
に
記
入

矢
取
道

的
場

延

床

面

積

射

場

＊
起
債
外
i

審
判
代
他
工
事
費

合
計

二
九
一
．
五
六
面

（ニ
エ
区
）

平
成
十
二
年
度
整
備
事
業

照
明
施
設
の
取
り
替
え

土
か
ら
人
工
芝
へ
移
行

一
、
九
九
五
、

0
0
0
円

矢
取
道

的
場

0
テ
ニ

ス
コ
ー
ト

平
成
十
年
度
整
備
事
業

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
改
修
工
事

（
一
工
区
）

建

築

面

積

射

場

ニ
―
三
．
八
六
面

敷
地
面
積

構
造
規
格

一
六
六
五

三
三
互

m

鉄
骨
造
平
家
建
て

一
部

ど
に
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

①
設
計
管
理
委
託

②
工
事
費

六
九
、
八
三
四、

0
0
0
円

溝
辺
町
弓
道
場
「
洗
心
館
」

「
ふ
る
さ

と
な
っ
て
い
る
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、

て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

〇
弓
道
場

き
な
か

っ
た
ナ
イ
タ
ー
施
設
も
、
平
成
九
年
度
か
ら
年
間
を
通
じ

町
外
の
利
用
者
も
多
い
。

た
め
。

五
十
三
年
度
に
ナ
イ
タ
ー

照
明
施
設
の
整
備
も
な
さ
れ
、
多
く
の
方
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
施
設
の
有
効
利
用
と
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
充
実
を
図
る
た

め
に
そ
れ
ま
で
四
月

一
日
か
ら
十
月
三
十

一
日
ま
で
し
か
利
用
で

平
成
八
年
度
に
は
野
外
ス
テ
ー
ジ
の
整
備
が
な
さ
れ

と
祭
り
」
「
夏
祭
り
」
「
グ
リ
ー
ン
エ
ア
ポ
ー
ト
完
走
歩
大
会
」
な

ニ
四
、
九
九
九
、
0
0
0
円

地
区
内
に
ナ
イ
タ
ー
で
利
用
で
き
る
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
少
な
く

さ
れ
て
か
ら
、
利
用
者
が
増
え
て
き
て
い
る
。

理
由
二
雨
が
降

っ
て
も
ぬ
か
ら
な
い
た
め
に
す
ぐ
に
利
用
で
き
る

平
成
七
年
度
整
備
事
業

三
、
五
五
三
、五

0
0
円木

造
平
家
建
て

四
三
．
二
0
面

三
四
．
五
0
面

ニ
八

―
1·
O
O
~E

四―
二
．
二
0
”-m

三
四

五

0
面

三
五
九
．
七

0
面
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第7章 社会体育

社
団
法
人
日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
認
定
コ
ー
ス

大
会
等
）

上
床
公
園
整
備
一
工
区

上
床
公
園
整
備
ニ
エ
区

平
成
九
年
度

平
成
十
三
年
度

九
九
、

三
九
五
、

0
0
0
円

一
五
、九

0
1
、
0
0
0
円

①
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
便
所

・
休
憩
所
新
築
工
事

四
、
八
三
0
、
0
0
0
円

番
号
第
七
七
号
）

①
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
整
備
事
業

三
九、

三
―
―

-‘
0
0
0
円

0
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

一
六
面
（
八
面
X
二
）

一
四
、
九
九
八
、

0
0
0
円

上
床
公
園
内
道
路
整
備 一

、
六
一
六
、
0
0
0
円

（
生
涯
学
習
推
進
協
議
会

・
す
こ
や
か
ジ
ュ
ニ
ア
部
会
で
の
弓
道

①

工
事
費

弓
道
を
通
じ
て
青
少
年
健
全
育
成
を
は
か
っ
て
い
る
。

平
成
六
年
度

そ
れ
ま
で
は
、
旧
中
央
公
民
館
を
利
用
し
て
い
た
。

0
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

（
承
認
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所
在
地
溝
辺
町
有
川

―一

七
番
地
二
七

基

金

起

債
五
六
、

0
0
0、0
0
0
円

[
施
設
の
概
要
]

源
地
域
産
業
再
配
置
促
進
費
補
助
事
業
）

「
溝
辺
町
ス
ポ
ー
ツ
公
園
」
が
建
設
さ
れ
た
。

六
0
、七

0
五、

0
0
0
円
（
補
助
事
業
名
＼
電

九
月
三
十
日
ま
で
）

を
楽
し
め
る
。

五
年
度

・
一
五
八
名
）

0
ス
ポ
ー
ツ
公
園

平
成
九
年
度
、
青
少
年
の
健
全
育
成
と
町
民
の
健
康
増
進

・
体

力
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、

ア
ス
レ
チ

ッ
ク
遊
具
等
を
設
置
し
た

一
三
、八
O
O
NE

・
敷
地
面
積

・
遊
技
施
設
（
ア
ス
レ
チ

ッ
ク
遊
具
）

ロ
ー
ラ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
五

二

m
．
ス
カ
イ
ロ
ー
プ
一
基
（
ニ

事
業
費
基

体
育
協
会
に
も
加
入
し
て
協
会
人
口
も
増
え
て
き
た
。
（
平
成
十

て
普
及
し
て
き
た
。
溝
辺
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
も
で
き

ト
イ
レ

管
理
道
路
二
七
六

m

男
女
年
齢
を
問
わ
ず
に
誰
で
も
で
き
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
し

基

・
ア
ス
レ
チ

ッ
ク
ベ
ン
チ
A
一
基

・
ス
ト
レ
ッ
チ
ベ
ン
チ

B
一
基

・
ス
ト
レ

ッ
チ
ベ
ン
チ
C
一
基

・
擬
木
ス
テ
ッ
プ
五

三
段

・
山
登
り
一
基
・
草
ス
キ
ー
場
五

0
m

・
ス
ポ
ー
ツ
施
設

三
一
八
面

・
付
帯
施
設

・
流
末
排
水
路
八

0
m
・
駐
車
場
十
五
台

・
木
柵
三
八
一

m

・
東
屋
一
棟

・
水
飲
み

一
基

・
外
灯
四
基
・
木
製
案
内
板

一

[
財
源
内
訳
]

・
国
庫
補
助
金

・
一
般
財
源

（
大
便
器
ニ
・
小
便
器
二
）

一
四

一
、九
三
0
、
0
0
0
円

ニ
四
、
五

0
0、
0
0
0
円
（
社
会
教
育
施
設
等

七
二
五
、

0
0
0
円

（
国
民
年
金
融
資
）

建
設
基
金
）

る
景
勝
の
地
に
あ
る
。

東
に
霧
島
の
霊
峰
、
南
に
空
港
、
錦
江
湾
、
桜
島
を
一
望
で
き

ジ
ョ
ギ
ン
グ
ロ

ー
ド
四
三
四

m
・
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
場

全
面
張
り
芝
の
く
せ
の
な
い
コ
ー
ス
で
、
安
定
し
た
ラ
ウ
ン
ド

全
一
六
ホ
ー
ル

（
認
定
期
間
二
平
成
十
二
年
七
月
二
十
二
日
か
ら
平
成
十
七
年

連）

（
幅
八

m)

マ
ル
チ
ク
ラ
イ
ム

一
基

・
ハ
ン
グ
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
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[
供
用
日
及
び
供
用
時
間
]

•

一
月

一
日
か
ら
六
月

三
十
日
ま
で
及
び
九
月

一
日
か
ら
十

二

月
三
十

一
日
ま
で
は
、
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま

・
七
月

一
日
か
ら
八
月
三
十

一
日
ま
で
は
、
午
前
八
時
三
十
分

平
成
九
年
度
、
幼
児
・
児
童
が
家
族
連
れ
で
楽
し
む
こ
と
を
目

的
と
し
て
、

じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
池
・
遊
具
等
を
設
置
し
た
「
溝
辺
町

児
童
公
園
」
が
建
設
さ
れ
た
。

じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
池
―

I
O
NS
・
せ
せ
ら
ぎ

•

一
般
財
源

基

金

[
財
源
内
訳
]

事

業

費

八
m
•

大
型
コ
ン
ビ
ネ
ー

シ
ョ
ン
遊
具

溝
辺
町
麓
三
三
九

一
番
地

-
、
O
O
O対

五
二
、九

0
0、
0
0
0
円

三
八
、
五

0
0
、
0
0
0
円

一
四
、
四
二

0
、
0
0
0
円

（
流
水
路
）

三

・
敷
地
面
積

・
施
設
内
容

起

債

平
成
八
年
度
、
溝
辺
町
営
運
動
施
設
の
付
属
施
設
と
し
て
、
地

域
社
会
の
交
流
活
動
並
び
に
生
涯
学
習
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
に

「
溝
辺
町
野
外
ス
テ
ー
ジ
」
が
建
設
さ
れ
た
。

[
施
設
の
概
要
]

[
財
源
内
訳
]

溝
辺
町
麓
三
三
九

一
番
地

木
造
平
屋
建

・
県
費
補
助
金

・
一
般
財
源

所

在

地

[
施
設
の
概
要
]

六
、
O
O
O、
O
0
0
円

三
六
、
三

0
0、
0
0
0
円

七、

0
四―-、

0
0
0
円

管
事
業
費
理

ス
テ
ー
ジ
棟

〇
児
童
公
園

棟

八
五
面

四
九
、

三
四
二
、
0
0
0
円

・
敷
地
面
積

・

構

造

か
ら
午
後
七
時
ま
で
と
す
る

所
在
地

で
と
す
る

社会体育

二
、
八
五
三
，＿m

0
野
外
ス
テ
ー
ジ

二
0
0
,-m
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て
い
く
た
め
、

展
示
効
果
や
シ
ン
ボ
ル
性
が
高
く
波
及
効
果
が
期

待
で
き
る
多
目
的
交
流
施
設
を
地
域
材
を
利
用
し
、
地
域
材
の
利

く
再
生
産
可
能
な
天
然
資
源
で
あ
る
木
材
の
環
境
利
用
を
推
進
し

環
境
と
調
和
し
た
循
環
型
社
会
に
向
け
て
、
人
や
環
境
に
優
し

0
多
目
的
交
流
施
設
「
上
床
ど
ー
む
」

プ
場
の
設
償
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
」
を
廃
止
し
た
。

完
成

平
成
十
六
年
二
月

で
き
な
い
た
め
、
平
成
十
六
年
三
月

0
上
床
公
園
キ
ャ

ン
プ
場

設
さ
れ
た
。

ニ
ー
ズ
に
合
わ
ず
、
利
用
件
数
、
利
用
者
数
と
も
減
少
し
、
平
成

七
年
に
は
利
用
件
数
三
件
、
平
成
八
年
に
は
利
用
者
な
し
と
な
り
、

野
外
ス
テ
ー
ジ
に
水
洗
ト
イ
レ
が
布
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

「
溝
辺
町
上
床
公
園
キ
ャ
ン

工
事
費

J

の
よ
う
な
状
況
に
よ
り
キ
ャ
ン
プ
場
と
し
て
の
利
用
活
用
は

総
事
業
費

れ
た
。

キ
ャ
ン
プ
場
の
汲
み
取
り
式
の
便
所
は
平
成
十
五
年
に
取
り
壊
さ

―
二
．
九
六

m

以
降
活
用
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

延
床
面
積

建
築
面
積

主
要
構
造

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
ー
一

部
木
造

二、

0
六
七
，＿m

二
、
九

―
二
．
七
六
面

敷
地
面
積

し
か
し
、
キ
ャ
ン
プ
場
と
し
て
の
設
備

・
環
境
な
ど
、
時
代
の

施
設
の
内
容
は

施
設
は
、
上
床
公
園
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
上
段
に
建
設
さ
れ
た
。

設
整
備
事
業
で
、
上
床
公
園
の
西
斜
面
の
広
葉
樹
林
を
利
用
し
建

上
床
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
昭
和
六
十
年
一＿一月
、
公
共
観
光
施

ツ
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
実
施
し
て
、
町
民
の
交
流
を
促
進
し
よ
う
と

建
設
さ
れ
た
。

最
高
高
さ

ア
リ
ー
ナ
床

四
、
七

O
O
Na

砂
入
り
人
工
芝

三
ニ
―

‘0
五

0
、
0
0
0
円

ニ
ニ
九
、
九
五

0
、
0
0
0
円

用
促
進
を
図
り
な
が
ら
、
天
候
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
ス
ポ
ー
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第272表 運動施設等の利用状況 （単位：件，人）

ご
総合体育館 総合グラウンド テニスコート キャンプ場

件数 人員 件数 人員 件数 人員 件数 人員

平成元年 734 20,178 172 16,777 482 2,391 11 536 

平成2年 693 25,696 308 11,992 521 2,621 10 301 

平成3年 627 27,365 231 12,253 326 1,709 13 282 

平成4年 757 24,243 268 12,748 312 2,317 5 132 

平成5年 765 25,342 356 16,459 361 1,645 2 81 

平成6年 632 23,133 387 19,183 365 1,485 6 120 

平成7年 845 24,365 371 11.277 443 2,015 3 54 

平成8年 765 19,968 361 9,843 404 2,195 

平成9年 897 21,063 409 19,251 378 1,902 

平成10年 981 20,561 464 12.436 404 3,052 

平成11年 1,012 21,508 404 10.614 790 5,288 

平成12年 783 17,917 296 9,986 792 4,896 

平成13年 931 17,018 340 9,697 998 5,375 

平成14年 907 17,847 297 11,899 819 4,641 

平成15年 1,103 22,190 441 13,633 905 5,121 

第273表 運動施設等の利用状況 （単位：件，人）

~ 
グラウンド

ゲートボール場 弓道場 上床ど一む
ゴルフ場

件数人員 件数人員 件数人員 件数 人員

平成元年

平成2年

平成3年

平成4年

平成5年

平成6年

平成7年

平成8年 39 3,765 

平成9年 48 4.486 

平成10年 21 2,955 260 1.096 

平成11年 174 5,983 27 3,253 252 1,642 

平成12年 182 5,511 31 4,129 200 1,050 

平成13年 219 5,266 32 3,603 216 1.061 

平成14年 392 8,391 32 3,311 105 712 

平成15年 685 9,474 14 1,777 469 1,718 77 859 
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